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特集
　広報600号記念

広報しちがはま６００号特別企画　
　菖蒲田浜の海に癒された明治の文豪たち、そして大東館の歴史

　新型コロナウイルスワクチン接種情報

ふれ愛クラブ

町内の話題　ズームアップ

ＥＮＥＯＳ寄贈
　暮らしアラカルト

　NaNa5931　２０周年記念公演「七つのはまのいき物語」

主な内容

ウェブサイト インスタグラム ツイッター

２

４

13
22

★電子メールでのお問い合わせはウェブサイトへ！

広報しちがはま６００号特別企画
　今月号の特集ページでは、創刊６００
号特別企画として、明治時代の文豪たち
も訪れた、大東館を紹介します。
　大東館は、菖蒲田浜の眺望崎に建って
いました。現在この場所は、大東館の歴史
が記された案内板が設置され、菖蒲田の
海岸や水平線を望める場所となっていま
す。
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２００号
昭和63年
5月号

創刊号では馬放島付近での
海苔の種付けが、２００号
では馬放島近くのアサリ漁
が表紙となりました。巻頭
２ページにわたって２００
号を記念した記事が掲載さ
れ、広報紙へのアンケート
結果について取り上げてい
ます。町の発展とともに
ページ数も創刊号からの２
倍の１６ページとなり、こ
の号からデザインが一新さ
れています。

平成17年
1月号

創刊号
昭和46年
10月号

当時の町の広報活動であっ
た公民舘報を廃止し「広報
しちがはま」を発刊しまし
た。創刊にあたって、当時の
赤間今雄町長のあいさつ文
が掲載されています。創刊
号は全８ページ構成で、表
紙は馬放島付近での海苔の
種付けの様子、仙台新港で
工場が操業を開始したこと
から、公害防止協定が結ば
れたことが話題として扱わ
れています。

３００号
平成8年
9月号

創刊から２５年。３００号
の節目に創刊号の表紙を掲
載し、特集では６ページに
わたって、３００号をコー
ナーごとに振り返っていま
す。創刊号よりもひと回り
大きいＡ４版サイズで作成
されていて、完成まで半年
に迫ったサッカースタジア
ムの記事も掲載されていま
す。広報掲載の人口は２万
１，１２０人と、２万人を超
えています。

平成25年
6月号

昭和55年
1月号

創刊から９年が経過し発刊
された１００号では、新年
号に当たったこともあり、
表紙がフルカラーでの印刷
となりました。巻頭の新春
座談会では１９８０年代ス
タートの年となることか
ら、若者３人が夢を交えつ
つ、コミュニティの大切さ
を語っていました。広報記
載の人口は１万６，５３１
人で、現在より約１，８００
人少ないです。

１００号５００号

４００号 ２００号
昭和63年
5月号

創刊号では馬放島付近での
海苔の種付けが、２００号
では馬放島近くのアサリ漁
が表紙となりました。巻頭
２ページにわたって２００
号を記念した記事が掲載さ
れ、広報紙へのアンケート
結果について取り上げてい
ます。町の発展とともに
ページ数も創刊号からの２
倍の１６ページとなり、こ
の号からデザインが一新さ
れています。

平成17年
1月号

創刊号
昭和46年
10月号

当時の町の広報活動であっ
た公民舘報を廃止し「広報
しちがはま」を発刊しまし
た。創刊にあたって、当時の
赤間今雄町長のあいさつ文
が掲載されています。創刊
号は全８ページ構成で、表
紙は馬放島付近での海苔の
種付けの様子、仙台新港で
工場が操業を開始したこと
から、公害防止協定が結ば
れたことが話題として扱わ
れています。

３００号
平成8年
9月号

創刊から２５年。３００号
の節目に創刊号の表紙を掲
載し、特集では６ページに
わたって、３００号をコー
ナーごとに振り返っていま
す。創刊号よりもひと回り
大きいＡ４版サイズで作成
されていて、完成まで半年
に迫ったサッカースタジア
ムの記事も掲載されていま
す。広報掲載の人口は２万
１，１２０人と、２万人を超
えています。

平成25年
6月号

昭和55年
1月号

創刊から９年が経過し発刊
された１００号では、新年
号に当たったこともあり、
表紙がフルカラーでの印刷
となりました。巻頭の新春
座談会では１９８０年代ス
タートの年となることか
ら、若者３人が夢を交えつ
つ、コミュニティの大切さ
を語っていました。広報記
載の人口は１万６，５３１
人で、現在より約１，８００
人少ないです。

１００号５００号

４００号

皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
き

広
報
し
ち
が
は
ま
６
０
０
号

広
報
し
ち
が
は
ま
６
０
０
号

広
報
し
ち
が
は
ま
６
０
０
号

１００号以来の１月号での
記念号となり、表紙がフル
カラーでの発行。４００号
記念特集では、広報紙とと
もに町の歴史の３０余年を
３回にわたり振り返ってい
ます。合併特例法の期限に
向けた動きについても取り
上げています。広報掲載の
人口は２万１，６８６人と
２万人を超えていて、現在
より約３，３００人多いで
す。

東日本大震災が発生し各所
で甚大な被害を受けて２年
が過ぎ、少しずつ復興が形
として表れてきました。表
紙では壊滅的な被害を受け
た遠山保育所の改修工事が
完了し開所式が行われた様
子、特集では町独自の住宅
復興支援制度が始まったこ
と、生まれ変わる七ヶ浜中
学校について取り上げてい
ました。

　昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
10
月
に
、
町
の
情
報
を
お
伝

え
す
る
た
め
に
「
広
報
し
ち
が
は
ま
」
は
創
刊
し
ま
し

た
。　そ

れ
か
ら
約
50
年
、
皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
皆
様

の
お
か
げ
で
今
月
号
で
創
刊
６
０
０
号
を
迎
え
ま
し

た
。　こ

れ
ま
で
取
材
な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
情
報
源
と
し
て
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ
広
報
紙
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

掲
載
記
事
で
振
り
返
る

５
０
１
号（
平
成
25
・
２
０
１
３
年
）か
ら
６
０
０
号

【
平
成
25
・
２
０
１
３
年
】

▽
７
月
号

：

除
塩
作
業
が
終
了
し
３
年
ぶ
り
に
田
植
え
が
再

開
▽
９
月
号

：

皇
太
子
ご
夫
妻
か
ら
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
▽
10
月
号

：

震
災
後
初
プ
リ
マ
ス
訪
問
団
来
町
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
55
周
年
記
念
式
典

【
平
成
26
・
２
０
１
４
年
】

▽
２
月
号

：「
災
害
公
営
住
宅
に
関
す
る
説
明
会
」を
開
催
▽
３

月
号

：

松
ヶ
浜
西
原
地
区
、菖
蒲
田
浜
中
田
地
区
、吉
田
浜
地
区

に
お
け
る
造
成
工
事
が
間
も
な
く
終
了
▽
４
月
号

：

学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
／
新
し
い
住
宅
団
地
の
名
称
が「
笹
山
」に

決
定
▽
７
月
号

：

七
ヶ
浜
中
学
校
仮
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

【
平
成
27
・
２
０
１
５
年
】

▽
１
月
号

：

遠
山
地
区
避
難
所
が
完
成
／
七
ヶ
浜
中
学
校
新

校
舎
が
完
成
▽
２
月
号

：

湊
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
３
月

号

：

松
ヶ
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
４
月
号

：

笹
山
地
区
高

台
住
宅
団
地
造
成
工
事
が
完
了
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区

避
難
所
が
完
成
▽
８
月
号

：

菖
蒲
田
浜
地
区
避
難
所
が
完
成

▽
要
害
・
御
林
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
11
月
号

：

菖
蒲
田
浜

地
区
災
害
公
営
住
宅
入
居
開
始
▽
12
月
号

：

花
渕
浜
地
区
避

難
所
が
完
成

【
平
成
28
・
２
０
１
６
年
】

▽
２
月
号

：

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

▽
３
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
赤
十
字
社
と
の
寄
附
金
調
印
式

▽
６
月
号

：

七
ヶ
浜
国
際
村
来
館
３
０
０
万
人
を
突
破
▽
７

月
号

：

菖
蒲
田
浜
、再
海
10
日
間
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン

【
平
成
29
・
２
０
１
７
年
】

▽
１
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
大
統
領
夫
妻
が
来
町
し

ま
し
た
▽
３
月
号

：

第
１
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
七
ヶ
浜
中
学
校

校
庭
が
復
旧
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が

人
工
芝
に
▽
５
月
号

：

応
急
仮
設
住
宅
閉
所
式
▽
６
月
号

：

菖
蒲
田
海
水
浴
場
本
格
海
開
き
▽
９
月
号

：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・

サ
ッ
カ
ー
競
技
を
開
催

【
平
成
30
・
２
０
１
８
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
初
の
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
▽
３
月

号

：

愛
知
県
瀬
戸
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
▽
６

月
号

：

東
宮
浜
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成
▽
７
月
号

：

下

水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
作
品

を
設
置
▽
８
月
号

：

西
洋
野
菜
「
ル
バ
ー
ブ
」
ブ
ラ
ン
ド
七
ヶ

浜
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
60
周
年
記

念
式
典

【
令
和
元
・
２
０
１
９
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、
花
渕
浜
多
目

的
広
場
、
駐
車
場
が
完
成
▽
３
月
号

：

町
民
バ
ス「
ぐ
る
り
ん

こ
」
利
用
者
１
０
０
万
人
達
成
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
交
番
開

所
式
▽
６
月
号

：

希
望
の
鐘
除
幕
式
▽
８
月
号

：

交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
２
５
０
０
日
間
達
成
▽
12
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
防
潮

堤
ア
ー
ト
祭
り

【
令
和
２
・
２
０
２
０
年
】

▽
４
月
号

：「
大
根
明
神
の
ア
ワ
ビ
祭
り
」
の
ア
ニ
メ
完
成
▽

５
月
号

：

東
日
本
大
震
災
復
興
メ
モ
リ
ア
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「
虹
の
む
こ
う
」
完
成
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
伴
う
学
校
対
応
・
公
共
施
設
の
休
館
・
イ
ベ
ン
ト
中
止
・

延
期
等
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区
広
場
利
用
開
始
▽
８
月

号

：

水
門
・
陸
閘
自
動
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
防
災
訓
練
「
津
波
時

は
避
難
」
を
忘
れ
ず
に
▽
９
月
号

：

８
年
間
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ

【
令
和
３
・
２
０
２
１
年
】

▽
３
月
号

：

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
／
七
ヶ
浜
町
ゆ
か
り

の
西
洋
野
菜
ル
バ
ー
ブ
の
種
が
宇
宙
に
▽
８
月
号

：

な
が
す

か
多
目
的
広
場
が
オ
ー
プ
ン
／
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
開
催

　昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
10
月
に
、
町
の
情
報
を
お
伝

え
す
る
た
め
に
「
広
報
し
ち
が
は
ま
」
は
創
刊
し
ま
し

た
。　そ

れ
か
ら
約
50
年
、
皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
皆
様

の
お
か
げ
で
今
月
号
で
創
刊
６
０
０
号
を
迎
え
ま
し

た
。　こ

れ
ま
で
取
材
な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
情
報
源
と
し
て
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ
広
報
紙
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

掲
載
記
事
で
振
り
返
る

５
０
１
号（
平
成
25
・
２
０
１
３
年
）か
ら
６
０
０
号

【
平
成
25
・
２
０
１
３
年
】

▽
７
月
号

：

除
塩
作
業
が
終
了
し
３
年
ぶ
り
に
田
植
え
が
再

開
▽
９
月
号

：

皇
太
子
ご
夫
妻
か
ら
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
▽
10
月
号

：

震
災
後
初
プ
リ
マ
ス
訪
問
団
来
町
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
55
周
年
記
念
式
典

【
平
成
26
・
２
０
１
４
年
】

▽
２
月
号

：「
災
害
公
営
住
宅
に
関
す
る
説
明
会
」を
開
催
▽
３

月
号

：

松
ヶ
浜
西
原
地
区
、菖
蒲
田
浜
中
田
地
区
、吉
田
浜
地
区

に
お
け
る
造
成
工
事
が
間
も
な
く
終
了
▽
４
月
号

：

学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
／
新
し
い
住
宅
団
地
の
名
称
が「
笹
山
」に

決
定
▽
７
月
号

：

七
ヶ
浜
中
学
校
仮
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

【
平
成
27
・
２
０
１
５
年
】

▽
１
月
号

：

遠
山
地
区
避
難
所
が
完
成
／
七
ヶ
浜
中
学
校
新

校
舎
が
完
成
▽
２
月
号

：

湊
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
３
月

号

：

松
ヶ
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
４
月
号

：

笹
山
地
区
高

台
住
宅
団
地
造
成
工
事
が
完
了
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区

避
難
所
が
完
成
▽
８
月
号

：

菖
蒲
田
浜
地
区
避
難
所
が
完
成

▽
要
害
・
御
林
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
11
月
号

：

菖
蒲
田
浜

地
区
災
害
公
営
住
宅
入
居
開
始
▽
12
月
号

：

花
渕
浜
地
区
避

難
所
が
完
成

【
平
成
28
・
２
０
１
６
年
】

▽
２
月
号

：

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

▽
３
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
赤
十
字
社
と
の
寄
附
金
調
印
式

▽
６
月
号

：

七
ヶ
浜
国
際
村
来
館
３
０
０
万
人
を
突
破
▽
７

月
号

：

菖
蒲
田
浜
、再
海
10
日
間
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン

【
平
成
29
・
２
０
１
７
年
】

▽
１
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
大
統
領
夫
妻
が
来
町
し

ま
し
た
▽
３
月
号

：

第
１
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
七
ヶ
浜
中
学
校

校
庭
が
復
旧
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が

人
工
芝
に
▽
５
月
号

：

応
急
仮
設
住
宅
閉
所
式
▽
６
月
号

：

菖
蒲
田
海
水
浴
場
本
格
海
開
き
▽
９
月
号

：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・

サ
ッ
カ
ー
競
技
を
開
催

【
平
成
30
・
２
０
１
８
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
初
の
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
▽
３
月

号

：

愛
知
県
瀬
戸
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
▽
６

月
号

：

東
宮
浜
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成
▽
７
月
号

：

下

水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
作
品

を
設
置
▽
８
月
号

：

西
洋
野
菜
「
ル
バ
ー
ブ
」
ブ
ラ
ン
ド
七
ヶ

浜
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
60
周
年
記

念
式
典

【
令
和
元
・
２
０
１
９
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、
花
渕
浜
多
目

的
広
場
、
駐
車
場
が
完
成
▽
３
月
号

：

町
民
バ
ス「
ぐ
る
り
ん

こ
」
利
用
者
１
０
０
万
人
達
成
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
交
番
開

所
式
▽
６
月
号

：

希
望
の
鐘
除
幕
式
▽
８
月
号

：

交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
２
５
０
０
日
間
達
成
▽
12
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
防
潮

堤
ア
ー
ト
祭
り

【
令
和
２
・
２
０
２
０
年
】

▽
４
月
号

：「
大
根
明
神
の
ア
ワ
ビ
祭
り
」
の
ア
ニ
メ
完
成
▽

５
月
号

：

東
日
本
大
震
災
復
興
メ
モ
リ
ア
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「
虹
の
む
こ
う
」
完
成
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
伴
う
学
校
対
応
・
公
共
施
設
の
休
館
・
イ
ベ
ン
ト
中
止
・

延
期
等
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区
広
場
利
用
開
始
▽
８
月

号

：

水
門
・
陸
閘
自
動
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
防
災
訓
練
「
津
波
時

は
避
難
」
を
忘
れ
ず
に
▽
９
月
号

：

８
年
間
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ

【
令
和
３
・
２
０
２
１
年
】

▽
３
月
号

：

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
／
七
ヶ
浜
町
ゆ
か
り

の
西
洋
野
菜
ル
バ
ー
ブ
の
種
が
宇
宙
に
▽
８
月
号

：

な
が
す

か
多
目
的
広
場
が
オ
ー
プ
ン
／
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
開
催

　昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
10
月
に
、
町
の
情
報
を
お
伝

え
す
る
た
め
に
「
広
報
し
ち
が
は
ま
」
は
創
刊
し
ま
し

た
。　そ

れ
か
ら
約
50
年
、
皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
皆
様

の
お
か
げ
で
今
月
号
で
創
刊
６
０
０
号
を
迎
え
ま
し

た
。　こ

れ
ま
で
取
材
な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
情
報
源
と
し
て
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ
広
報
紙
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

掲
載
記
事
で
振
り
返
る

５
０
１
号（
平
成
25
・
２
０
１
３
年
）か
ら
６
０
０
号

【
平
成
25
・
２
０
１
３
年
】

▽
７
月
号

：

除
塩
作
業
が
終
了
し
３
年
ぶ
り
に
田
植
え
が
再

開
▽
９
月
号

：

皇
太
子
ご
夫
妻
か
ら
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
▽
10
月
号

：

震
災
後
初
プ
リ
マ
ス
訪
問
団
来
町
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
55
周
年
記
念
式
典

【
平
成
26
・
２
０
１
４
年
】

▽
２
月
号

：「
災
害
公
営
住
宅
に
関
す
る
説
明
会
」を
開
催
▽
３

月
号

：

松
ヶ
浜
西
原
地
区
、菖
蒲
田
浜
中
田
地
区
、吉
田
浜
地
区

に
お
け
る
造
成
工
事
が
間
も
な
く
終
了
▽
４
月
号

：

学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
／
新
し
い
住
宅
団
地
の
名
称
が「
笹
山
」に

決
定
▽
７
月
号

：

七
ヶ
浜
中
学
校
仮
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

【
平
成
27
・
２
０
１
５
年
】

▽
１
月
号

：

遠
山
地
区
避
難
所
が
完
成
／
七
ヶ
浜
中
学
校
新

校
舎
が
完
成
▽
２
月
号

：

湊
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
３
月

号

：

松
ヶ
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
４
月
号

：

笹
山
地
区
高

台
住
宅
団
地
造
成
工
事
が
完
了
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区

避
難
所
が
完
成
▽
８
月
号

：

菖
蒲
田
浜
地
区
避
難
所
が
完
成

▽
要
害
・
御
林
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
11
月
号

：

菖
蒲
田
浜

地
区
災
害
公
営
住
宅
入
居
開
始
▽
12
月
号

：

花
渕
浜
地
区
避

難
所
が
完
成

【
平
成
28
・
２
０
１
６
年
】

▽
２
月
号

：

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

▽
３
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
赤
十
字
社
と
の
寄
附
金
調
印
式

▽
６
月
号

：

七
ヶ
浜
国
際
村
来
館
３
０
０
万
人
を
突
破
▽
７

月
号

：

菖
蒲
田
浜
、再
海
10
日
間
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン

【
平
成
29
・
２
０
１
７
年
】

▽
１
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
大
統
領
夫
妻
が
来
町
し

ま
し
た
▽
３
月
号

：

第
１
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
七
ヶ
浜
中
学
校

校
庭
が
復
旧
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が

人
工
芝
に
▽
５
月
号

：

応
急
仮
設
住
宅
閉
所
式
▽
６
月
号

：

菖
蒲
田
海
水
浴
場
本
格
海
開
き
▽
９
月
号

：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・

サ
ッ
カ
ー
競
技
を
開
催

【
平
成
30
・
２
０
１
８
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
初
の
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
▽
３
月

号

：

愛
知
県
瀬
戸
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
▽
６

月
号

：

東
宮
浜
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成
▽
７
月
号

：

下

水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
作
品

を
設
置
▽
８
月
号

：

西
洋
野
菜
「
ル
バ
ー
ブ
」
ブ
ラ
ン
ド
七
ヶ

浜
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
60
周
年
記

念
式
典

【
令
和
元
・
２
０
１
９
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、
花
渕
浜
多
目

的
広
場
、
駐
車
場
が
完
成
▽
３
月
号

：

町
民
バ
ス「
ぐ
る
り
ん

こ
」
利
用
者
１
０
０
万
人
達
成
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
交
番
開

所
式
▽
６
月
号

：

希
望
の
鐘
除
幕
式
▽
８
月
号

：

交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
２
５
０
０
日
間
達
成
▽
12
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
防
潮

堤
ア
ー
ト
祭
り

【
令
和
２
・
２
０
２
０
年
】

▽
４
月
号

：「
大
根
明
神
の
ア
ワ
ビ
祭
り
」
の
ア
ニ
メ
完
成
▽

５
月
号

：

東
日
本
大
震
災
復
興
メ
モ
リ
ア
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「
虹
の
む
こ
う
」
完
成
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
伴
う
学
校
対
応
・
公
共
施
設
の
休
館
・
イ
ベ
ン
ト
中
止
・

延
期
等
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区
広
場
利
用
開
始
▽
８
月

号

：

水
門
・
陸
閘
自
動
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
防
災
訓
練
「
津
波
時

は
避
難
」
を
忘
れ
ず
に
▽
９
月
号

：

８
年
間
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ

【
令
和
３
・
２
０
２
１
年
】

▽
３
月
号

：

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
／
七
ヶ
浜
町
ゆ
か
り

の
西
洋
野
菜
ル
バ
ー
ブ
の
種
が
宇
宙
に
▽
８
月
号

：

な
が
す

か
多
目
的
広
場
が
オ
ー
プ
ン
／
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
開
催

皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
き

広
報
し
ち
が
は
ま
６
０
０
号

広
報
し
ち
が
は
ま
６
０
０
号

１００号以来の１月号での
記念号となり、表紙がフル
カラーでの発行。４００号
記念特集では、広報紙とと
もに町の歴史の３０余年を
３回にわたり振り返ってい
ます。合併特例法の期限に
向けた動きについても取り
上げています。広報掲載の
人口は２万１，６８６人と
２万人を超えていて、現在
より約３，３００人多いで
す。

東日本大震災が発生し各所
で甚大な被害を受けて２年
が過ぎ、少しずつ復興が形
として表れてきました。表
紙では壊滅的な被害を受け
た遠山保育所の改修工事が
完了し開所式が行われた様
子、特集では町独自の住宅
復興支援制度が始まったこ
と、生まれ変わる七ヶ浜中
学校について取り上げてい
ました。

　昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
10
月
に
、
町
の
情
報
を
お
伝

え
す
る
た
め
に
「
広
報
し
ち
が
は
ま
」
は
創
刊
し
ま
し

た
。　そ

れ
か
ら
約
50
年
、
皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
皆
様

の
お
か
げ
で
今
月
号
で
創
刊
６
０
０
号
を
迎
え
ま
し

た
。　こ

れ
ま
で
取
材
な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
情
報
源
と
し
て
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ
広
報
紙
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

掲
載
記
事
で
振
り
返
る

５
０
１
号（
平
成
25
・
２
０
１
３
年
）か
ら
６
０
０
号

【
平
成
25
・
２
０
１
３
年
】

▽
７
月
号

：

除
塩
作
業
が
終
了
し
３
年
ぶ
り
に
田
植
え
が
再

開
▽
９
月
号

：

皇
太
子
ご
夫
妻
か
ら
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
▽
10
月
号

：

震
災
後
初
プ
リ
マ
ス
訪
問
団
来
町
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
55
周
年
記
念
式
典

【
平
成
26
・
２
０
１
４
年
】

▽
２
月
号

：「
災
害
公
営
住
宅
に
関
す
る
説
明
会
」を
開
催
▽
３

月
号

：

松
ヶ
浜
西
原
地
区
、菖
蒲
田
浜
中
田
地
区
、吉
田
浜
地
区

に
お
け
る
造
成
工
事
が
間
も
な
く
終
了
▽
４
月
号

：

学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
／
新
し
い
住
宅
団
地
の
名
称
が「
笹
山
」に

決
定
▽
７
月
号

：

七
ヶ
浜
中
学
校
仮
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

【
平
成
27
・
２
０
１
５
年
】

▽
１
月
号

：

遠
山
地
区
避
難
所
が
完
成
／
七
ヶ
浜
中
学
校
新

校
舎
が
完
成
▽
２
月
号

：

湊
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
３
月

号

：

松
ヶ
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
４
月
号

：

笹
山
地
区
高

台
住
宅
団
地
造
成
工
事
が
完
了
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区

避
難
所
が
完
成
▽
８
月
号

：

菖
蒲
田
浜
地
区
避
難
所
が
完
成

▽
要
害
・
御
林
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
11
月
号

：

菖
蒲
田
浜

地
区
災
害
公
営
住
宅
入
居
開
始
▽
12
月
号

：

花
渕
浜
地
区
避

難
所
が
完
成

【
平
成
28
・
２
０
１
６
年
】

▽
２
月
号

：

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

▽
３
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
赤
十
字
社
と
の
寄
附
金
調
印
式

▽
６
月
号

：

七
ヶ
浜
国
際
村
来
館
３
０
０
万
人
を
突
破
▽
７

月
号

：

菖
蒲
田
浜
、再
海
10
日
間
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン

【
平
成
29
・
２
０
１
７
年
】

▽
１
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
大
統
領
夫
妻
が
来
町
し

ま
し
た
▽
３
月
号

：

第
１
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
七
ヶ
浜
中
学
校

校
庭
が
復
旧
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が

人
工
芝
に
▽
５
月
号

：

応
急
仮
設
住
宅
閉
所
式
▽
６
月
号

：

菖
蒲
田
海
水
浴
場
本
格
海
開
き
▽
９
月
号

：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・

サ
ッ
カ
ー
競
技
を
開
催

【
平
成
30
・
２
０
１
８
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
初
の
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
▽
３
月

号

：

愛
知
県
瀬
戸
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
▽
６

月
号

：

東
宮
浜
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成
▽
７
月
号

：

下

水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
作
品

を
設
置
▽
８
月
号

：

西
洋
野
菜
「
ル
バ
ー
ブ
」
ブ
ラ
ン
ド
七
ヶ

浜
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
60
周
年
記

念
式
典

【
令
和
元
・
２
０
１
９
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、
花
渕
浜
多
目

的
広
場
、
駐
車
場
が
完
成
▽
３
月
号

：

町
民
バ
ス「
ぐ
る
り
ん

こ
」
利
用
者
１
０
０
万
人
達
成
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
交
番
開

所
式
▽
６
月
号

：

希
望
の
鐘
除
幕
式
▽
８
月
号

：

交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
２
５
０
０
日
間
達
成
▽
12
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
防
潮

堤
ア
ー
ト
祭
り

【
令
和
２
・
２
０
２
０
年
】

▽
４
月
号

：「
大
根
明
神
の
ア
ワ
ビ
祭
り
」
の
ア
ニ
メ
完
成
▽

５
月
号

：

東
日
本
大
震
災
復
興
メ
モ
リ
ア
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「
虹
の
む
こ
う
」
完
成
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
伴
う
学
校
対
応
・
公
共
施
設
の
休
館
・
イ
ベ
ン
ト
中
止
・

延
期
等
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区
広
場
利
用
開
始
▽
８
月

号

：

水
門
・
陸
閘
自
動
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
防
災
訓
練
「
津
波
時

は
避
難
」
を
忘
れ
ず
に
▽
９
月
号

：

８
年
間
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ

【
令
和
３
・
２
０
２
１
年
】

▽
３
月
号

：

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
／
七
ヶ
浜
町
ゆ
か
り

の
西
洋
野
菜
ル
バ
ー
ブ
の
種
が
宇
宙
に
▽
８
月
号

：

な
が
す

か
多
目
的
広
場
が
オ
ー
プ
ン
／
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
開
催

　昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
10
月
に
、
町
の
情
報
を
お
伝

え
す
る
た
め
に
「
広
報
し
ち
が
は
ま
」
は
創
刊
し
ま
し

た
。　そ

れ
か
ら
約
50
年
、
皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
皆
様

の
お
か
げ
で
今
月
号
で
創
刊
６
０
０
号
を
迎
え
ま
し

た
。　こ

れ
ま
で
取
材
な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
情
報
源
と
し
て
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ
広
報
紙
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

掲
載
記
事
で
振
り
返
る

５
０
１
号（
平
成
25
・
２
０
１
３
年
）か
ら
６
０
０
号

【
平
成
25
・
２
０
１
３
年
】

▽
７
月
号

：

除
塩
作
業
が
終
了
し
３
年
ぶ
り
に
田
植
え
が
再

開
▽
９
月
号

：

皇
太
子
ご
夫
妻
か
ら
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
▽
10
月
号

：

震
災
後
初
プ
リ
マ
ス
訪
問
団
来
町
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
55
周
年
記
念
式
典

【
平
成
26
・
２
０
１
４
年
】

▽
２
月
号

：「
災
害
公
営
住
宅
に
関
す
る
説
明
会
」を
開
催
▽
３

月
号

：

松
ヶ
浜
西
原
地
区
、菖
蒲
田
浜
中
田
地
区
、吉
田
浜
地
区

に
お
け
る
造
成
工
事
が
間
も
な
く
終
了
▽
４
月
号

：

学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
／
新
し
い
住
宅
団
地
の
名
称
が「
笹
山
」に

決
定
▽
７
月
号

：

七
ヶ
浜
中
学
校
仮
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

【
平
成
27
・
２
０
１
５
年
】

▽
１
月
号

：

遠
山
地
区
避
難
所
が
完
成
／
七
ヶ
浜
中
学
校
新

校
舎
が
完
成
▽
２
月
号

：

湊
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
３
月

号

：

松
ヶ
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
４
月
号

：

笹
山
地
区
高

台
住
宅
団
地
造
成
工
事
が
完
了
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区

避
難
所
が
完
成
▽
８
月
号

：

菖
蒲
田
浜
地
区
避
難
所
が
完
成

▽
要
害
・
御
林
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
11
月
号

：

菖
蒲
田
浜

地
区
災
害
公
営
住
宅
入
居
開
始
▽
12
月
号

：

花
渕
浜
地
区
避

難
所
が
完
成

【
平
成
28
・
２
０
１
６
年
】

▽
２
月
号

：

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

▽
３
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
赤
十
字
社
と
の
寄
附
金
調
印
式

▽
６
月
号

：

七
ヶ
浜
国
際
村
来
館
３
０
０
万
人
を
突
破
▽
７

月
号

：

菖
蒲
田
浜
、再
海
10
日
間
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン

【
平
成
29
・
２
０
１
７
年
】

▽
１
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
大
統
領
夫
妻
が
来
町
し

ま
し
た
▽
３
月
号

：

第
１
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
七
ヶ
浜
中
学
校

校
庭
が
復
旧
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が

人
工
芝
に
▽
５
月
号

：

応
急
仮
設
住
宅
閉
所
式
▽
６
月
号

：

菖
蒲
田
海
水
浴
場
本
格
海
開
き
▽
９
月
号

：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・

サ
ッ
カ
ー
競
技
を
開
催

【
平
成
30
・
２
０
１
８
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
初
の
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
▽
３
月

号

：

愛
知
県
瀬
戸
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
▽
６

月
号

：

東
宮
浜
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成
▽
７
月
号

：

下

水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
作
品

を
設
置
▽
８
月
号

：

西
洋
野
菜
「
ル
バ
ー
ブ
」
ブ
ラ
ン
ド
七
ヶ

浜
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
60
周
年
記

念
式
典

【
令
和
元
・
２
０
１
９
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、
花
渕
浜
多
目

的
広
場
、
駐
車
場
が
完
成
▽
３
月
号

：

町
民
バ
ス「
ぐ
る
り
ん

こ
」
利
用
者
１
０
０
万
人
達
成
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
交
番
開

所
式
▽
６
月
号

：

希
望
の
鐘
除
幕
式
▽
８
月
号

：

交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
２
５
０
０
日
間
達
成
▽
12
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
防
潮

堤
ア
ー
ト
祭
り

【
令
和
２
・
２
０
２
０
年
】

▽
４
月
号

：「
大
根
明
神
の
ア
ワ
ビ
祭
り
」
の
ア
ニ
メ
完
成
▽

５
月
号

：

東
日
本
大
震
災
復
興
メ
モ
リ
ア
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「
虹
の
む
こ
う
」
完
成
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
伴
う
学
校
対
応
・
公
共
施
設
の
休
館
・
イ
ベ
ン
ト
中
止
・

延
期
等
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区
広
場
利
用
開
始
▽
８
月

号

：

水
門
・
陸
閘
自
動
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
防
災
訓
練
「
津
波
時

は
避
難
」
を
忘
れ
ず
に
▽
９
月
号

：

８
年
間
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ

【
令
和
３
・
２
０
２
１
年
】

▽
３
月
号

：

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
／
七
ヶ
浜
町
ゆ
か
り

の
西
洋
野
菜
ル
バ
ー
ブ
の
種
が
宇
宙
に
▽
８
月
号

：

な
が
す

か
多
目
的
広
場
が
オ
ー
プ
ン
／
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
開
催
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２００号
昭和63年
5月号

創刊号では馬放島付近での
海苔の種付けが、２００号
では馬放島近くのアサリ漁
が表紙となりました。巻頭
２ページにわたって２００
号を記念した記事が掲載さ
れ、広報紙へのアンケート
結果について取り上げてい
ます。町の発展とともに
ページ数も創刊号からの２
倍の１６ページとなり、こ
の号からデザインが一新さ
れています。

平成17年
1月号

創刊号
昭和46年
10月号

当時の町の広報活動であっ
た公民舘報を廃止し「広報
しちがはま」を発刊しまし
た。創刊にあたって、当時の
赤間今雄町長のあいさつ文
が掲載されています。創刊
号は全８ページ構成で、表
紙は馬放島付近での海苔の
種付けの様子、仙台新港で
工場が操業を開始したこと
から、公害防止協定が結ば
れたことが話題として扱わ
れています。

３００号
平成8年
9月号

創刊から２５年。３００号
の節目に創刊号の表紙を掲
載し、特集では６ページに
わたって、３００号をコー
ナーごとに振り返っていま
す。創刊号よりもひと回り
大きいＡ４版サイズで作成
されていて、完成まで半年
に迫ったサッカースタジア
ムの記事も掲載されていま
す。広報掲載の人口は２万
１，１２０人と、２万人を超
えています。

平成25年
6月号

昭和55年
1月号

創刊から９年が経過し発刊
された１００号では、新年
号に当たったこともあり、
表紙がフルカラーでの印刷
となりました。巻頭の新春
座談会では１９８０年代ス
タートの年となることか
ら、若者３人が夢を交えつ
つ、コミュニティの大切さ
を語っていました。広報記
載の人口は１万６，５３１
人で、現在より約１，８００
人少ないです。

１００号５００号

４００号 ２００号
昭和63年
5月号

創刊号では馬放島付近での
海苔の種付けが、２００号
では馬放島近くのアサリ漁
が表紙となりました。巻頭
２ページにわたって２００
号を記念した記事が掲載さ
れ、広報紙へのアンケート
結果について取り上げてい
ます。町の発展とともに
ページ数も創刊号からの２
倍の１６ページとなり、こ
の号からデザインが一新さ
れています。

平成17年
1月号

創刊号
昭和46年
10月号

当時の町の広報活動であっ
た公民舘報を廃止し「広報
しちがはま」を発刊しまし
た。創刊にあたって、当時の
赤間今雄町長のあいさつ文
が掲載されています。創刊
号は全８ページ構成で、表
紙は馬放島付近での海苔の
種付けの様子、仙台新港で
工場が操業を開始したこと
から、公害防止協定が結ば
れたことが話題として扱わ
れています。

３００号
平成8年
9月号

創刊から２５年。３００号
の節目に創刊号の表紙を掲
載し、特集では６ページに
わたって、３００号をコー
ナーごとに振り返っていま
す。創刊号よりもひと回り
大きいＡ４版サイズで作成
されていて、完成まで半年
に迫ったサッカースタジア
ムの記事も掲載されていま
す。広報掲載の人口は２万
１，１２０人と、２万人を超
えています。

平成25年
6月号

昭和55年
1月号

創刊から９年が経過し発刊
された１００号では、新年
号に当たったこともあり、
表紙がフルカラーでの印刷
となりました。巻頭の新春
座談会では１９８０年代ス
タートの年となることか
ら、若者３人が夢を交えつ
つ、コミュニティの大切さ
を語っていました。広報記
載の人口は１万６，５３１
人で、現在より約１，８００
人少ないです。

１００号５００号

４００号

皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
き

広
報
し
ち
が
は
ま
６
０
０
号

広
報
し
ち
が
は
ま
６
０
０
号

広
報
し
ち
が
は
ま
６
０
０
号

１００号以来の１月号での
記念号となり、表紙がフル
カラーでの発行。４００号
記念特集では、広報紙とと
もに町の歴史の３０余年を
３回にわたり振り返ってい
ます。合併特例法の期限に
向けた動きについても取り
上げています。広報掲載の
人口は２万１，６８６人と
２万人を超えていて、現在
より約３，３００人多いで
す。

東日本大震災が発生し各所
で甚大な被害を受けて２年
が過ぎ、少しずつ復興が形
として表れてきました。表
紙では壊滅的な被害を受け
た遠山保育所の改修工事が
完了し開所式が行われた様
子、特集では町独自の住宅
復興支援制度が始まったこ
と、生まれ変わる七ヶ浜中
学校について取り上げてい
ました。

　昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
10
月
に
、
町
の
情
報
を
お
伝

え
す
る
た
め
に
「
広
報
し
ち
が
は
ま
」
は
創
刊
し
ま
し

た
。　そ

れ
か
ら
約
50
年
、
皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
皆
様

の
お
か
げ
で
今
月
号
で
創
刊
６
０
０
号
を
迎
え
ま
し

た
。　こ

れ
ま
で
取
材
な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
情
報
源
と
し
て
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ
広
報
紙
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

掲
載
記
事
で
振
り
返
る

５
０
１
号（
平
成
25
・
２
０
１
３
年
）か
ら
６
０
０
号

【
平
成
25
・
２
０
１
３
年
】

▽
７
月
号

：

除
塩
作
業
が
終
了
し
３
年
ぶ
り
に
田
植
え
が
再

開
▽
９
月
号

：

皇
太
子
ご
夫
妻
か
ら
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
▽
10
月
号

：

震
災
後
初
プ
リ
マ
ス
訪
問
団
来
町
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
55
周
年
記
念
式
典

【
平
成
26
・
２
０
１
４
年
】

▽
２
月
号

：「
災
害
公
営
住
宅
に
関
す
る
説
明
会
」を
開
催
▽
３

月
号

：

松
ヶ
浜
西
原
地
区
、菖
蒲
田
浜
中
田
地
区
、吉
田
浜
地
区

に
お
け
る
造
成
工
事
が
間
も
な
く
終
了
▽
４
月
号

：

学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
／
新
し
い
住
宅
団
地
の
名
称
が「
笹
山
」に

決
定
▽
７
月
号

：

七
ヶ
浜
中
学
校
仮
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

【
平
成
27
・
２
０
１
５
年
】

▽
１
月
号

：

遠
山
地
区
避
難
所
が
完
成
／
七
ヶ
浜
中
学
校
新

校
舎
が
完
成
▽
２
月
号

：

湊
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
３
月

号

：

松
ヶ
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
４
月
号

：

笹
山
地
区
高

台
住
宅
団
地
造
成
工
事
が
完
了
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区

避
難
所
が
完
成
▽
８
月
号

：

菖
蒲
田
浜
地
区
避
難
所
が
完
成

▽
要
害
・
御
林
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
11
月
号

：

菖
蒲
田
浜

地
区
災
害
公
営
住
宅
入
居
開
始
▽
12
月
号

：

花
渕
浜
地
区
避

難
所
が
完
成

【
平
成
28
・
２
０
１
６
年
】

▽
２
月
号

：

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

▽
３
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
赤
十
字
社
と
の
寄
附
金
調
印
式

▽
６
月
号

：

七
ヶ
浜
国
際
村
来
館
３
０
０
万
人
を
突
破
▽
７

月
号

：

菖
蒲
田
浜
、再
海
10
日
間
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン

【
平
成
29
・
２
０
１
７
年
】

▽
１
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
大
統
領
夫
妻
が
来
町
し

ま
し
た
▽
３
月
号

：

第
１
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
七
ヶ
浜
中
学
校

校
庭
が
復
旧
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が

人
工
芝
に
▽
５
月
号

：

応
急
仮
設
住
宅
閉
所
式
▽
６
月
号

：

菖
蒲
田
海
水
浴
場
本
格
海
開
き
▽
９
月
号

：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・

サ
ッ
カ
ー
競
技
を
開
催

【
平
成
30
・
２
０
１
８
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
初
の
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
▽
３
月

号

：

愛
知
県
瀬
戸
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
▽
６

月
号

：

東
宮
浜
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成
▽
７
月
号

：

下

水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
作
品

を
設
置
▽
８
月
号

：

西
洋
野
菜
「
ル
バ
ー
ブ
」
ブ
ラ
ン
ド
七
ヶ

浜
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
60
周
年
記

念
式
典

【
令
和
元
・
２
０
１
９
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、
花
渕
浜
多
目

的
広
場
、
駐
車
場
が
完
成
▽
３
月
号

：

町
民
バ
ス「
ぐ
る
り
ん

こ
」
利
用
者
１
０
０
万
人
達
成
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
交
番
開

所
式
▽
６
月
号

：

希
望
の
鐘
除
幕
式
▽
８
月
号

：

交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
２
５
０
０
日
間
達
成
▽
12
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
防
潮

堤
ア
ー
ト
祭
り

【
令
和
２
・
２
０
２
０
年
】

▽
４
月
号

：「
大
根
明
神
の
ア
ワ
ビ
祭
り
」
の
ア
ニ
メ
完
成
▽

５
月
号

：

東
日
本
大
震
災
復
興
メ
モ
リ
ア
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「
虹
の
む
こ
う
」
完
成
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
伴
う
学
校
対
応
・
公
共
施
設
の
休
館
・
イ
ベ
ン
ト
中
止
・

延
期
等
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区
広
場
利
用
開
始
▽
８
月

号

：

水
門
・
陸
閘
自
動
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
防
災
訓
練
「
津
波
時

は
避
難
」
を
忘
れ
ず
に
▽
９
月
号

：

８
年
間
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ

【
令
和
３
・
２
０
２
１
年
】

▽
３
月
号

：

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
／
七
ヶ
浜
町
ゆ
か
り

の
西
洋
野
菜
ル
バ
ー
ブ
の
種
が
宇
宙
に
▽
８
月
号

：

な
が
す

か
多
目
的
広
場
が
オ
ー
プ
ン
／
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
開
催

　昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
10
月
に
、
町
の
情
報
を
お
伝

え
す
る
た
め
に
「
広
報
し
ち
が
は
ま
」
は
創
刊
し
ま
し

た
。　そ

れ
か
ら
約
50
年
、
皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
皆
様

の
お
か
げ
で
今
月
号
で
創
刊
６
０
０
号
を
迎
え
ま
し

た
。　こ

れ
ま
で
取
材
な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
情
報
源
と
し
て
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ
広
報
紙
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

掲
載
記
事
で
振
り
返
る

５
０
１
号（
平
成
25
・
２
０
１
３
年
）か
ら
６
０
０
号

【
平
成
25
・
２
０
１
３
年
】

▽
７
月
号

：

除
塩
作
業
が
終
了
し
３
年
ぶ
り
に
田
植
え
が
再

開
▽
９
月
号

：

皇
太
子
ご
夫
妻
か
ら
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
▽
10
月
号

：

震
災
後
初
プ
リ
マ
ス
訪
問
団
来
町
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
55
周
年
記
念
式
典

【
平
成
26
・
２
０
１
４
年
】

▽
２
月
号

：「
災
害
公
営
住
宅
に
関
す
る
説
明
会
」を
開
催
▽
３

月
号

：

松
ヶ
浜
西
原
地
区
、菖
蒲
田
浜
中
田
地
区
、吉
田
浜
地
区

に
お
け
る
造
成
工
事
が
間
も
な
く
終
了
▽
４
月
号

：

学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
／
新
し
い
住
宅
団
地
の
名
称
が「
笹
山
」に

決
定
▽
７
月
号

：

七
ヶ
浜
中
学
校
仮
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

【
平
成
27
・
２
０
１
５
年
】

▽
１
月
号

：

遠
山
地
区
避
難
所
が
完
成
／
七
ヶ
浜
中
学
校
新

校
舎
が
完
成
▽
２
月
号

：

湊
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
３
月

号

：

松
ヶ
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
４
月
号

：

笹
山
地
区
高

台
住
宅
団
地
造
成
工
事
が
完
了
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区

避
難
所
が
完
成
▽
８
月
号

：

菖
蒲
田
浜
地
区
避
難
所
が
完
成

▽
要
害
・
御
林
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
11
月
号

：

菖
蒲
田
浜

地
区
災
害
公
営
住
宅
入
居
開
始
▽
12
月
号

：

花
渕
浜
地
区
避

難
所
が
完
成

【
平
成
28
・
２
０
１
６
年
】

▽
２
月
号

：

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

▽
３
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
赤
十
字
社
と
の
寄
附
金
調
印
式

▽
６
月
号

：

七
ヶ
浜
国
際
村
来
館
３
０
０
万
人
を
突
破
▽
７

月
号

：

菖
蒲
田
浜
、再
海
10
日
間
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン

【
平
成
29
・
２
０
１
７
年
】

▽
１
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
大
統
領
夫
妻
が
来
町
し

ま
し
た
▽
３
月
号

：

第
１
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
七
ヶ
浜
中
学
校

校
庭
が
復
旧
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が

人
工
芝
に
▽
５
月
号

：

応
急
仮
設
住
宅
閉
所
式
▽
６
月
号

：

菖
蒲
田
海
水
浴
場
本
格
海
開
き
▽
９
月
号

：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・

サ
ッ
カ
ー
競
技
を
開
催

【
平
成
30
・
２
０
１
８
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
初
の
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
▽
３
月

号

：

愛
知
県
瀬
戸
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
▽
６

月
号

：

東
宮
浜
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成
▽
７
月
号

：

下

水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
作
品

を
設
置
▽
８
月
号

：

西
洋
野
菜
「
ル
バ
ー
ブ
」
ブ
ラ
ン
ド
七
ヶ

浜
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
60
周
年
記

念
式
典

【
令
和
元
・
２
０
１
９
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、
花
渕
浜
多
目

的
広
場
、
駐
車
場
が
完
成
▽
３
月
号

：

町
民
バ
ス「
ぐ
る
り
ん

こ
」
利
用
者
１
０
０
万
人
達
成
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
交
番
開

所
式
▽
６
月
号

：

希
望
の
鐘
除
幕
式
▽
８
月
号

：

交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
２
５
０
０
日
間
達
成
▽
12
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
防
潮

堤
ア
ー
ト
祭
り

【
令
和
２
・
２
０
２
０
年
】

▽
４
月
号

：「
大
根
明
神
の
ア
ワ
ビ
祭
り
」
の
ア
ニ
メ
完
成
▽

５
月
号

：

東
日
本
大
震
災
復
興
メ
モ
リ
ア
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「
虹
の
む
こ
う
」
完
成
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
伴
う
学
校
対
応
・
公
共
施
設
の
休
館
・
イ
ベ
ン
ト
中
止
・

延
期
等
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区
広
場
利
用
開
始
▽
８
月

号

：

水
門
・
陸
閘
自
動
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
防
災
訓
練
「
津
波
時

は
避
難
」
を
忘
れ
ず
に
▽
９
月
号

：

８
年
間
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ

【
令
和
３
・
２
０
２
１
年
】

▽
３
月
号

：

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
／
七
ヶ
浜
町
ゆ
か
り

の
西
洋
野
菜
ル
バ
ー
ブ
の
種
が
宇
宙
に
▽
８
月
号

：

な
が
す

か
多
目
的
広
場
が
オ
ー
プ
ン
／
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
開
催

　昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
10
月
に
、
町
の
情
報
を
お
伝

え
す
る
た
め
に
「
広
報
し
ち
が
は
ま
」
は
創
刊
し
ま
し

た
。　そ

れ
か
ら
約
50
年
、
皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
皆
様

の
お
か
げ
で
今
月
号
で
創
刊
６
０
０
号
を
迎
え
ま
し

た
。　こ

れ
ま
で
取
材
な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
情
報
源
と
し
て
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ
広
報
紙
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

掲
載
記
事
で
振
り
返
る

５
０
１
号（
平
成
25
・
２
０
１
３
年
）か
ら
６
０
０
号

【
平
成
25
・
２
０
１
３
年
】

▽
７
月
号

：

除
塩
作
業
が
終
了
し
３
年
ぶ
り
に
田
植
え
が
再

開
▽
９
月
号

：

皇
太
子
ご
夫
妻
か
ら
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
▽
10
月
号

：

震
災
後
初
プ
リ
マ
ス
訪
問
団
来
町
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
55
周
年
記
念
式
典

【
平
成
26
・
２
０
１
４
年
】

▽
２
月
号

：「
災
害
公
営
住
宅
に
関
す
る
説
明
会
」を
開
催
▽
３

月
号

：

松
ヶ
浜
西
原
地
区
、菖
蒲
田
浜
中
田
地
区
、吉
田
浜
地
区

に
お
け
る
造
成
工
事
が
間
も
な
く
終
了
▽
４
月
号

：

学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
／
新
し
い
住
宅
団
地
の
名
称
が「
笹
山
」に

決
定
▽
７
月
号

：

七
ヶ
浜
中
学
校
仮
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

【
平
成
27
・
２
０
１
５
年
】

▽
１
月
号

：

遠
山
地
区
避
難
所
が
完
成
／
七
ヶ
浜
中
学
校
新

校
舎
が
完
成
▽
２
月
号

：

湊
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
３
月

号

：

松
ヶ
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
４
月
号

：

笹
山
地
区
高

台
住
宅
団
地
造
成
工
事
が
完
了
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区

避
難
所
が
完
成
▽
８
月
号

：

菖
蒲
田
浜
地
区
避
難
所
が
完
成

▽
要
害
・
御
林
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
11
月
号

：

菖
蒲
田
浜

地
区
災
害
公
営
住
宅
入
居
開
始
▽
12
月
号

：

花
渕
浜
地
区
避

難
所
が
完
成

【
平
成
28
・
２
０
１
６
年
】

▽
２
月
号

：

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

▽
３
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
赤
十
字
社
と
の
寄
附
金
調
印
式

▽
６
月
号

：

七
ヶ
浜
国
際
村
来
館
３
０
０
万
人
を
突
破
▽
７

月
号

：

菖
蒲
田
浜
、再
海
10
日
間
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン

【
平
成
29
・
２
０
１
７
年
】

▽
１
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
大
統
領
夫
妻
が
来
町
し

ま
し
た
▽
３
月
号

：

第
１
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
七
ヶ
浜
中
学
校

校
庭
が
復
旧
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が

人
工
芝
に
▽
５
月
号

：

応
急
仮
設
住
宅
閉
所
式
▽
６
月
号

：

菖
蒲
田
海
水
浴
場
本
格
海
開
き
▽
９
月
号

：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・

サ
ッ
カ
ー
競
技
を
開
催

【
平
成
30
・
２
０
１
８
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
初
の
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
▽
３
月

号

：

愛
知
県
瀬
戸
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
▽
６

月
号

：

東
宮
浜
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成
▽
７
月
号

：

下

水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
作
品

を
設
置
▽
８
月
号

：

西
洋
野
菜
「
ル
バ
ー
ブ
」
ブ
ラ
ン
ド
七
ヶ

浜
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
60
周
年
記

念
式
典

【
令
和
元
・
２
０
１
９
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、
花
渕
浜
多
目

的
広
場
、
駐
車
場
が
完
成
▽
３
月
号

：

町
民
バ
ス「
ぐ
る
り
ん

こ
」
利
用
者
１
０
０
万
人
達
成
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
交
番
開

所
式
▽
６
月
号

：

希
望
の
鐘
除
幕
式
▽
８
月
号

：

交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
２
５
０
０
日
間
達
成
▽
12
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
防
潮

堤
ア
ー
ト
祭
り

【
令
和
２
・
２
０
２
０
年
】

▽
４
月
号

：「
大
根
明
神
の
ア
ワ
ビ
祭
り
」
の
ア
ニ
メ
完
成
▽

５
月
号

：

東
日
本
大
震
災
復
興
メ
モ
リ
ア
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「
虹
の
む
こ
う
」
完
成
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
伴
う
学
校
対
応
・
公
共
施
設
の
休
館
・
イ
ベ
ン
ト
中
止
・

延
期
等
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区
広
場
利
用
開
始
▽
８
月

号

：

水
門
・
陸
閘
自
動
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
防
災
訓
練
「
津
波
時

は
避
難
」
を
忘
れ
ず
に
▽
９
月
号

：

８
年
間
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ

【
令
和
３
・
２
０
２
１
年
】

▽
３
月
号

：

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
／
七
ヶ
浜
町
ゆ
か
り

の
西
洋
野
菜
ル
バ
ー
ブ
の
種
が
宇
宙
に
▽
８
月
号

：

な
が
す

か
多
目
的
広
場
が
オ
ー
プ
ン
／
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
開
催

皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
き

広
報
し
ち
が
は
ま
６
０
０
号

広
報
し
ち
が
は
ま
６
０
０
号

１００号以来の１月号での
記念号となり、表紙がフル
カラーでの発行。４００号
記念特集では、広報紙とと
もに町の歴史の３０余年を
３回にわたり振り返ってい
ます。合併特例法の期限に
向けた動きについても取り
上げています。広報掲載の
人口は２万１，６８６人と
２万人を超えていて、現在
より約３，３００人多いで
す。

東日本大震災が発生し各所
で甚大な被害を受けて２年
が過ぎ、少しずつ復興が形
として表れてきました。表
紙では壊滅的な被害を受け
た遠山保育所の改修工事が
完了し開所式が行われた様
子、特集では町独自の住宅
復興支援制度が始まったこ
と、生まれ変わる七ヶ浜中
学校について取り上げてい
ました。

　昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
10
月
に
、
町
の
情
報
を
お
伝

え
す
る
た
め
に
「
広
報
し
ち
が
は
ま
」
は
創
刊
し
ま
し

た
。　そ

れ
か
ら
約
50
年
、
皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
皆
様

の
お
か
げ
で
今
月
号
で
創
刊
６
０
０
号
を
迎
え
ま
し

た
。　こ

れ
ま
で
取
材
な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
情
報
源
と
し
て
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ
広
報
紙
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

掲
載
記
事
で
振
り
返
る

５
０
１
号（
平
成
25
・
２
０
１
３
年
）か
ら
６
０
０
号

【
平
成
25
・
２
０
１
３
年
】

▽
７
月
号

：

除
塩
作
業
が
終
了
し
３
年
ぶ
り
に
田
植
え
が
再

開
▽
９
月
号

：

皇
太
子
ご
夫
妻
か
ら
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
▽
10
月
号

：

震
災
後
初
プ
リ
マ
ス
訪
問
団
来
町
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
55
周
年
記
念
式
典

【
平
成
26
・
２
０
１
４
年
】

▽
２
月
号

：「
災
害
公
営
住
宅
に
関
す
る
説
明
会
」を
開
催
▽
３

月
号

：

松
ヶ
浜
西
原
地
区
、菖
蒲
田
浜
中
田
地
区
、吉
田
浜
地
区

に
お
け
る
造
成
工
事
が
間
も
な
く
終
了
▽
４
月
号

：

学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
／
新
し
い
住
宅
団
地
の
名
称
が「
笹
山
」に

決
定
▽
７
月
号

：

七
ヶ
浜
中
学
校
仮
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

【
平
成
27
・
２
０
１
５
年
】

▽
１
月
号

：

遠
山
地
区
避
難
所
が
完
成
／
七
ヶ
浜
中
学
校
新

校
舎
が
完
成
▽
２
月
号

：

湊
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
３
月

号

：

松
ヶ
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
４
月
号

：

笹
山
地
区
高

台
住
宅
団
地
造
成
工
事
が
完
了
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区

避
難
所
が
完
成
▽
８
月
号

：

菖
蒲
田
浜
地
区
避
難
所
が
完
成

▽
要
害
・
御
林
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
11
月
号

：

菖
蒲
田
浜

地
区
災
害
公
営
住
宅
入
居
開
始
▽
12
月
号

：

花
渕
浜
地
区
避

難
所
が
完
成

【
平
成
28
・
２
０
１
６
年
】

▽
２
月
号

：

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

▽
３
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
赤
十
字
社
と
の
寄
附
金
調
印
式

▽
６
月
号

：

七
ヶ
浜
国
際
村
来
館
３
０
０
万
人
を
突
破
▽
７

月
号

：

菖
蒲
田
浜
、再
海
10
日
間
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン

【
平
成
29
・
２
０
１
７
年
】

▽
１
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
大
統
領
夫
妻
が
来
町
し

ま
し
た
▽
３
月
号

：

第
１
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
七
ヶ
浜
中
学
校

校
庭
が
復
旧
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が

人
工
芝
に
▽
５
月
号

：

応
急
仮
設
住
宅
閉
所
式
▽
６
月
号

：

菖
蒲
田
海
水
浴
場
本
格
海
開
き
▽
９
月
号

：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・

サ
ッ
カ
ー
競
技
を
開
催

【
平
成
30
・
２
０
１
８
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
初
の
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
▽
３
月

号

：

愛
知
県
瀬
戸
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
▽
６

月
号

：

東
宮
浜
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成
▽
７
月
号

：

下

水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
作
品

を
設
置
▽
８
月
号

：

西
洋
野
菜
「
ル
バ
ー
ブ
」
ブ
ラ
ン
ド
七
ヶ

浜
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
60
周
年
記

念
式
典

【
令
和
元
・
２
０
１
９
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、
花
渕
浜
多
目

的
広
場
、
駐
車
場
が
完
成
▽
３
月
号

：

町
民
バ
ス「
ぐ
る
り
ん

こ
」
利
用
者
１
０
０
万
人
達
成
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
交
番
開

所
式
▽
６
月
号

：

希
望
の
鐘
除
幕
式
▽
８
月
号

：

交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
２
５
０
０
日
間
達
成
▽
12
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
防
潮

堤
ア
ー
ト
祭
り

【
令
和
２
・
２
０
２
０
年
】

▽
４
月
号

：「
大
根
明
神
の
ア
ワ
ビ
祭
り
」
の
ア
ニ
メ
完
成
▽

５
月
号

：

東
日
本
大
震
災
復
興
メ
モ
リ
ア
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「
虹
の
む
こ
う
」
完
成
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
伴
う
学
校
対
応
・
公
共
施
設
の
休
館
・
イ
ベ
ン
ト
中
止
・

延
期
等
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区
広
場
利
用
開
始
▽
８
月

号

：

水
門
・
陸
閘
自
動
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
防
災
訓
練
「
津
波
時

は
避
難
」
を
忘
れ
ず
に
▽
９
月
号

：

８
年
間
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ

【
令
和
３
・
２
０
２
１
年
】

▽
３
月
号

：

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
／
七
ヶ
浜
町
ゆ
か
り

の
西
洋
野
菜
ル
バ
ー
ブ
の
種
が
宇
宙
に
▽
８
月
号

：

な
が
す

か
多
目
的
広
場
が
オ
ー
プ
ン
／
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
開
催

　昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
10
月
に
、
町
の
情
報
を
お
伝

え
す
る
た
め
に
「
広
報
し
ち
が
は
ま
」
は
創
刊
し
ま
し

た
。　そ

れ
か
ら
約
50
年
、
皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
皆
様

の
お
か
げ
で
今
月
号
で
創
刊
６
０
０
号
を
迎
え
ま
し

た
。　こ

れ
ま
で
取
材
な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
情
報
源
と
し
て
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ
広
報
紙
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

掲
載
記
事
で
振
り
返
る

５
０
１
号（
平
成
25
・
２
０
１
３
年
）か
ら
６
０
０
号

【
平
成
25
・
２
０
１
３
年
】

▽
７
月
号

：

除
塩
作
業
が
終
了
し
３
年
ぶ
り
に
田
植
え
が
再

開
▽
９
月
号

：

皇
太
子
ご
夫
妻
か
ら
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
▽
10
月
号

：

震
災
後
初
プ
リ
マ
ス
訪
問
団
来
町
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
55
周
年
記
念
式
典

【
平
成
26
・
２
０
１
４
年
】

▽
２
月
号

：「
災
害
公
営
住
宅
に
関
す
る
説
明
会
」を
開
催
▽
３

月
号

：

松
ヶ
浜
西
原
地
区
、菖
蒲
田
浜
中
田
地
区
、吉
田
浜
地
区

に
お
け
る
造
成
工
事
が
間
も
な
く
終
了
▽
４
月
号

：

学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
／
新
し
い
住
宅
団
地
の
名
称
が「
笹
山
」に

決
定
▽
７
月
号

：

七
ヶ
浜
中
学
校
仮
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

【
平
成
27
・
２
０
１
５
年
】

▽
１
月
号

：

遠
山
地
区
避
難
所
が
完
成
／
七
ヶ
浜
中
学
校
新

校
舎
が
完
成
▽
２
月
号

：

湊
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
３
月

号

：

松
ヶ
浜
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
４
月
号

：

笹
山
地
区
高

台
住
宅
団
地
造
成
工
事
が
完
了
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区

避
難
所
が
完
成
▽
８
月
号

：

菖
蒲
田
浜
地
区
避
難
所
が
完
成

▽
要
害
・
御
林
地
区
避
難
所
が
完
成
▽
11
月
号

：

菖
蒲
田
浜

地
区
災
害
公
営
住
宅
入
居
開
始
▽
12
月
号

：

花
渕
浜
地
区
避

難
所
が
完
成

【
平
成
28
・
２
０
１
６
年
】

▽
２
月
号

：

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

▽
３
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
赤
十
字
社
と
の
寄
附
金
調
印
式

▽
６
月
号

：

七
ヶ
浜
国
際
村
来
館
３
０
０
万
人
を
突
破
▽
７

月
号

：

菖
蒲
田
浜
、再
海
10
日
間
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン

【
平
成
29
・
２
０
１
７
年
】

▽
１
月
号

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
大
統
領
夫
妻
が
来
町
し

ま
し
た
▽
３
月
号

：

第
１
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
七
ヶ
浜
中
学
校

校
庭
が
復
旧
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が

人
工
芝
に
▽
５
月
号

：

応
急
仮
設
住
宅
閉
所
式
▽
６
月
号

：

菖
蒲
田
海
水
浴
場
本
格
海
開
き
▽
９
月
号

：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・

サ
ッ
カ
ー
競
技
を
開
催

【
平
成
30
・
２
０
１
８
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
初
の
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
▽
３
月

号

：

愛
知
県
瀬
戸
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
▽
６

月
号

：

東
宮
浜
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成
▽
７
月
号

：

下

水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
作
品

を
設
置
▽
８
月
号

：

西
洋
野
菜
「
ル
バ
ー
ブ
」
ブ
ラ
ン
ド
七
ヶ

浜
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
▽
12
月
号

：

町
制
施
行
60
周
年
記

念
式
典

【
令
和
元
・
２
０
１
９
年
】

▽
１
月
号

：

七
ヶ
浜
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、
花
渕
浜
多
目

的
広
場
、
駐
車
場
が
完
成
▽
３
月
号

：

町
民
バ
ス「
ぐ
る
り
ん

こ
」
利
用
者
１
０
０
万
人
達
成
▽
４
月
号

：

七
ヶ
浜
交
番
開

所
式
▽
６
月
号

：

希
望
の
鐘
除
幕
式
▽
８
月
号

：

交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
２
５
０
０
日
間
達
成
▽
12
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
防
潮

堤
ア
ー
ト
祭
り

【
令
和
２
・
２
０
２
０
年
】

▽
４
月
号

：「
大
根
明
神
の
ア
ワ
ビ
祭
り
」
の
ア
ニ
メ
完
成
▽

５
月
号

：

東
日
本
大
震
災
復
興
メ
モ
リ
ア
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「
虹
の
む
こ
う
」
完
成
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
伴
う
学
校
対
応
・
公
共
施
設
の
休
館
・
イ
ベ
ン
ト
中
止
・

延
期
等
▽
７
月
号

：

代
ヶ
崎
浜
地
区
広
場
利
用
開
始
▽
８
月

号

：

水
門
・
陸
閘
自
動
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
防
災
訓
練
「
津
波
時

は
避
難
」
を
忘
れ
ず
に
▽
９
月
号

：

８
年
間
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ

【
令
和
３
・
２
０
２
１
年
】

▽
３
月
号

：

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
／
七
ヶ
浜
町
ゆ
か
り

の
西
洋
野
菜
ル
バ
ー
ブ
の
種
が
宇
宙
に
▽
８
月
号

：

な
が
す

か
多
目
的
広
場
が
オ
ー
プ
ン
／
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
開
催
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療
養
の
た
め
広
め
た

当
時
の
海
水
浴

明
治
の
頃
、
海
水
浴
は
イ
ギ
リ
ス

か
ら
伝
わ
る
療
養
の
ひ
と
つ
と
し
て

広
め
ら
れ
ま
し
た
。
海
水
浴
場
と
し

て
認
め
ら
れ
る
に
は
条
件
が
あ
り
、

第
一
に
自
然
環
境
の
美
し
さ
、
第
二

に
海
水
を
浴
び
る
「
潮
湯
治(

し
お

と
う
じ)

」
を
す
る
た
め
に
滞
在
す

る
施
設
を
備
え
て
い
る
こ
と
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
我
が
国
で
も
初
期
（
三

番
目
と
も
さ
れ
る
時
期
）
に
海
水
浴

場
と
し
て
開
設
し
た
菖
蒲
田
浜
に

は
、
公
式
に
認
め
ら
れ
る
た
め
の
条

件
が
揃
っ
て
い
ま
し
た
。

「
潮
湯
治
」
を
す
る
療
養
の
場

は
、
眺
望
崎
に
か
つ
て
建
っ
て
い
た

「
大
東
館(

だ
い
と
う
か
ん)

」
で
し

た
。そ

し
て
、
大
東
館
の
開
設
に
特
に

尽
力
し
た
と
言
わ
れ
る
の
が
、
当
時

の
七
ヶ
浜
戸
長
・
猪
狩
章
氏
で
し

た
。
猪
狩
戸
長
が
残
し
た
公
私
日
誌

（
旧
七
ヶ
浜
町
誌
に
も
掲
載
）
に
よ

る
と
、
菖
蒲
田
海
水
浴
場
を
開
設
す

る
前
年
の
明
治
20
（
１
８
８
７
）
年

９
月
、
現
在
の
神
奈
川
県
鎌
倉
市

（
本
町
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ
ー
）

の
由
比
ヶ
浜
な
ど
を
視
察
し
て
い
た

こ
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す

明
治
21
年
７
月
29
日
に
は
、
大
東

館
が
開
業
し
、
菖

蒲
田
浜
は
公
式
な

海
水
浴
場
と
認
め

ら
れ
ま
す
。
開
業

の
際
に
配
布
さ
れ

た
の
が
写
真
の

「
海
水
浴
を
す
る

人
の
心
得
」
で

す
。
心
得
に
は
、

「
海
水
浴
」
を

「
う
み
み
つ
あ

み
」
と
し
て
い
ま

す
。
海
水
を
浴
び

る
こ
と
の
効
能
も

あ
り
ま
す
。

平
成
10
（
１
９

９
８
）
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
七
ヶ
浜

健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
「
ア
ク
ア

リ
ー
ナ
」
の
バ
ー
デ
に
は
、
海
水
を

利
用
し
た
入
浴
施
設
「
う
み
み
つ
あ

み
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
大
東
館

を
再
現
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
の

で
す
。

ア
ク
ア
リ
ー
ナ
を
計
画
し
て
い
る

時
に
「
海
水
浴
を
す
る
人
の
心
得
」

の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
の
も
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
大
東

館
で
「
海
水
は
夏
場
だ
け
浴
び
た
の

か
？
」
と
い
う
疑
問
が
あ
り
ま
し

た
。
大
東
館
に
関
す
る
資
料
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
「
海
水
を
沸
か
し
て
入

浴
し
た
の
で
は
な
い
か
？
」
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
１
０
０
％
の

海
水
で
は
発
汗
し
す
ぎ
る
た
め
身
体

に
む
し
ろ
良
く
な
い
と
も
考
え
、

「
海
水
を
水
で
薄
め
た
は
ず
」
と
も

推
測
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
が
オ
ー

プ
ン
し
て
20
年
以
上
が
経
っ
た
一
昨

年
、
大
東
館
に
関
す
る
資
料
が
あ
る

こ
と
を
町
民
の
あ
る
方
か
ら
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和
15
（
１
９

４
０
）
年
に
発
行
さ
れ
た
『
ブ
ゼ
ル

先
生
伝
』
（
栗
原
基
著
）
の
一
部
、

尚
絅
女
学
校
（
現
尚
絅
学
院
）
の
初

代
校
長
で
あ
っ
た
ア
ニ
ー
・
Ｓ
・
ブ

ゼ
ル
が
明
治
26
（
１
８
９
３
）
年
に

米
国
の
新
聞
『
ヘ
ラ
ル
ド
』
へ
の
寄

稿
文
（
日
記
）
の
中
に
ブ
ゼ
ル
氏
が

大
東
館
に
滞
在
し
た
時
の
様
子
が
克

明
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

大
東
館
を
こ
こ
ま
で
伝
え
て
い
る

の
は
、
今
の
と
こ
ろ
他
に
見
当
た
ら

な
い
実
に
貴
重
な
資
料
で
し
た
。

海
水
風
呂
の
存
在
が
明
ら
か
に

ブ
ゼ
ル
氏
が
仙
台
か
ら
菖
蒲
田
浜

に
訪
れ
た
の
は
、
明
治
26
（
１
８
９

３
）
年
４
月
６
日
の
こ
と
で
す
。
同

じ
く
仙
台
に
住
む
宣
教
師
ミ
ス
・

フ
ェ
ル
プ
ス
も
同
行
し
ま
し
た
。
二

人
は
汽
車
で
塩
釜
に
着
き
、
七
ヶ
浜

に
は
人
力
車
で
来
ま
し
た
。
目
的

は
、
大
東
館
に
静
養
を
す
る
た
め
で

す
。
ブ
ゼ
ル
氏
は
、
菖
蒲
田
浜
に
着

い
た
時
の
様
子
を
こ
う
記
し
て
い
ま

す
。「

縹
渺(

ひ
ょ
う
び
ょ
う)

た
る
（
広

く
て
果
て
し
な
い
）
海
を
眺
め
る
断

崖
の
上
に
達
し
ま
し
た
。
こ
ゝ
が
夏

の
海
水
浴
で
有
名
な
菖
蒲
田
ホ
テ
ル

で
す
。
」

「
菖
蒲
田
ホ
テ
ル
」
と
あ
り
ま
す

が
、
英
語
に
訳
さ
れ
た
過
程
で

「
館
」
が
「
ホ
テ
ル
」
に
転
じ
た
も

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
海
水
の
浴
場
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

「
海
水
風
呂
に
入
り
た
い
の
で
、
先

づ
そ
れ
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
訊
ね

て
見
ま
し
た
。
」

　

「
湯
銭
二
銭
拂(

は
ら)

え
ば
共
同
風

呂
に
這
入
れ
る
の
で
す
。
」

「
大
き
な
部
屋
の
衝
き(

つ
き)

當

(

あ
た)

り
に
大
き
な
風
呂
が
二
つ
列

ん
で
設
け
ら
れ
、
そ
れ
は
何
時
も
大

人
も
子
供
も
一
緒
に
入
浴
が
で
き
ま

す
。
」

　

「
四
、
五
十
人
も
の
浴
客
が
一
緒
に

其
の
中
に
浸
っ
て
ゐ
ま
す
。
」

「
此
の
風
呂
の
お
湯
加
減
は
、
其
の

一
端
に
備
へ
つ
け
て
あ
る
炭
の
ス

ト
ー
ヴ
で
出
来
る
の
で
す
。
」

「
此
の
浴
室
の
隣
に
も
う
一
つ
小
さ

い
風
呂
が
あ
り
ま
す
。
二
十
五
銭
拂

（
払
）
え
ば
、
こ
れ
を
沸
か
し
て
貰

(

も
ら)

へ
ま
す
。
」

菖
蒲
田
浜
の
海
に
癒
さ
れ
た

明
治
の
文
豪
た
ち
、
そ
し
て
大
東
館
の
歴
史

明
治
21
（
１
８
８
８
）
年
に
開
設
さ
れ
た
菖
蒲
田
海
水
浴
場
。
10
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
町
民
や
全
国

か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ガ
レ
キ
撤
去
を
は
じ
め
、
復
旧
・
復
興
事
業
に
よ
り
平
成
29
年
に
海
水
浴
場
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
、
そ
し
て
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
海
水
浴
場
の
開
設
は
叶
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
壊
滅
的
と
も
言
え
る

震
災
の
状
況
を
思
え
ば
、
こ
う
し
て
菖
蒲
田
浜
に
再
び
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
た
の
は
奇
跡
の
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

今
月
号
の
「
広
報
し
ち
が
は
ま
」
で
は
、
時
計
を
１
０
０
年
以
上
巻
き
戻
し
、
菖
蒲
田
海
水
浴
場
が
開
設
し
た
明
治
の
頃
を
紹
介
し
ま
す
。

▼

昭
和
初
期
の
菖
蒲
田
海
水
浴
場
。

　奥
に
見
え
る
の
が
大
東
館

▼

東日本大震災から復興した
　菖蒲田海水浴場

▼

明
治
27
年
、
夏
目
漱
石
も
大
東
館
を

　訪
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
﹇
国
立
国
会

　図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
﹈

広報しちがはま 2021.10. 1● 4

▼

仙
台
生
ま
れ
の
土
井
晩
翠
。
学
生
時
代
に

　夏
目
漱
石
と
初
め
て
会
っ
た
と
さ
れ
て
い

　る
大
東
館
﹇
提
供

　仙
台
文
学
館
﹈



広報しちがはま
６００号特別企画

広報しちがはま６００号特別企画

療
養
の
た
め
広
め
た

当
時
の
海
水
浴

明
治
の
頃
、
海
水
浴
は
イ
ギ
リ
ス

か
ら
伝
わ
る
療
養
の
ひ
と
つ
と
し
て

広
め
ら
れ
ま
し
た
。
海
水
浴
場
と
し

て
認
め
ら
れ
る
に
は
条
件
が
あ
り
、

第
一
に
自
然
環
境
の
美
し
さ
、
第
二

に
海
水
を
浴
び
る
「
潮
湯
治(

し
お

と
う
じ)

」
を
す
る
た
め
に
滞
在
す

る
施
設
を
備
え
て
い
る
こ
と
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
我
が
国
で
も
初
期
（
三

番
目
と
も
さ
れ
る
時
期
）
に
海
水
浴

場
と
し
て
開
設
し
た
菖
蒲
田
浜
に

は
、
公
式
に
認
め
ら
れ
る
た
め
の
条

件
が
揃
っ
て
い
ま
し
た
。

「
潮
湯
治
」
を
す
る
療
養
の
場

は
、
眺
望
崎
に
か
つ
て
建
っ
て
い
た

「
大
東
館(

だ
い
と
う
か
ん)

」
で
し

た
。そ

し
て
、
大
東
館
の
開
設
に
特
に

尽
力
し
た
と
言
わ
れ
る
の
が
、
当
時

の
七
ヶ
浜
戸
長
・
猪
狩
章
氏
で
し

た
。
猪
狩
戸
長
が
残
し
た
公
私
日
誌

（
旧
七
ヶ
浜
町
誌
に
も
掲
載
）
に
よ

る
と
、
菖
蒲
田
海
水
浴
場
を
開
設
す

る
前
年
の
明
治
20
（
１
８
８
７
）
年

９
月
、
現
在
の
神
奈
川
県
鎌
倉
市

（
本
町
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ
ー
）

の
由
比
ヶ
浜
な
ど
を
視
察
し
て
い
た

こ
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す

明
治
21
年
７
月
29
日
に
は
、
大
東

館
が
開
業
し
、
菖

蒲
田
浜
は
公
式
な

海
水
浴
場
と
認
め

ら
れ
ま
す
。
開
業

の
際
に
配
布
さ
れ

た
の
が
写
真
の

「
海
水
浴
を
す
る

人
の
心
得
」
で

す
。
心
得
に
は
、

「
海
水
浴
」
を

「
う
み
み
つ
あ

み
」
と
し
て
い
ま

す
。
海
水
を
浴
び

る
こ
と
の
効
能
も

あ
り
ま
す
。

平
成
10
（
１
９

９
８
）
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
七
ヶ
浜

健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
「
ア
ク
ア

リ
ー
ナ
」
の
バ
ー
デ
に
は
、
海
水
を

利
用
し
た
入
浴
施
設
「
う
み
み
つ
あ

み
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
大
東
館

を
再
現
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
の

で
す
。

ア
ク
ア
リ
ー
ナ
を
計
画
し
て
い
る

時
に
「
海
水
浴
を
す
る
人
の
心
得
」

の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
の
も
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
大
東

館
で
「
海
水
は
夏
場
だ
け
浴
び
た
の

か
？
」
と
い
う
疑
問
が
あ
り
ま
し

た
。
大
東
館
に
関
す
る
資
料
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
「
海
水
を
沸
か
し
て
入

浴
し
た
の
で
は
な
い
か
？
」
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
１
０
０
％
の

海
水
で
は
発
汗
し
す
ぎ
る
た
め
身
体

に
む
し
ろ
良
く
な
い
と
も
考
え
、

「
海
水
を
水
で
薄
め
た
は
ず
」
と
も

推
測
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
が
オ
ー

プ
ン
し
て
20
年
以
上
が
経
っ
た
一
昨

年
、
大
東
館
に
関
す
る
資
料
が
あ
る

こ
と
を
町
民
の
あ
る
方
か
ら
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和
15
（
１
９

４
０
）
年
に
発
行
さ
れ
た
『
ブ
ゼ
ル

先
生
伝
』
（
栗
原
基
著
）
の
一
部
、

尚
絅
女
学
校
（
現
尚
絅
学
院
）
の
初

代
校
長
で
あ
っ
た
ア
ニ
ー
・
Ｓ
・
ブ

ゼ
ル
が
明
治
26
（
１
８
９
３
）
年
に

米
国
の
新
聞
『
ヘ
ラ
ル
ド
』
へ
の
寄

稿
文
（
日
記
）
の
中
に
ブ
ゼ
ル
氏
が

大
東
館
に
滞
在
し
た
時
の
様
子
が
克

明
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

大
東
館
を
こ
こ
ま
で
伝
え
て
い
る

の
は
、
今
の
と
こ
ろ
他
に
見
当
た
ら

な
い
実
に
貴
重
な
資
料
で
し
た
。

海
水
風
呂
の
存
在
が
明
ら
か
に

ブ
ゼ
ル
氏
が
仙
台
か
ら
菖
蒲
田
浜

に
訪
れ
た
の
は
、
明
治
26
（
１
８
９

３
）
年
４
月
６
日
の
こ
と
で
す
。
同

じ
く
仙
台
に
住
む
宣
教
師
ミ
ス
・

フ
ェ
ル
プ
ス
も
同
行
し
ま
し
た
。
二

人
は
汽
車
で
塩
釜
に
着
き
、
七
ヶ
浜

に
は
人
力
車
で
来
ま
し
た
。
目
的

は
、
大
東
館
に
静
養
を
す
る
た
め
で

す
。
ブ
ゼ
ル
氏
は
、
菖
蒲
田
浜
に
着

い
た
時
の
様
子
を
こ
う
記
し
て
い
ま

す
。「

縹
渺(

ひ
ょ
う
び
ょ
う)

た
る
（
広

く
て
果
て
し
な
い
）
海
を
眺
め
る
断

崖
の
上
に
達
し
ま
し
た
。
こ
ゝ
が
夏

の
海
水
浴
で
有
名
な
菖
蒲
田
ホ
テ
ル

で
す
。
」

「
菖
蒲
田
ホ
テ
ル
」
と
あ
り
ま
す

が
、
英
語
に
訳
さ
れ
た
過
程
で

「
館
」
が
「
ホ
テ
ル
」
に
転
じ
た
も

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
海
水
の
浴
場
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

「
海
水
風
呂
に
入
り
た
い
の
で
、
先

づ
そ
れ
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
訊
ね

て
見
ま
し
た
。
」

　

「
湯
銭
二
銭
拂(

は
ら)

え
ば
共
同
風

呂
に
這
入
れ
る
の
で
す
。
」

「
大
き
な
部
屋
の
衝
き(

つ
き)

當

(

あ
た)

り
に
大
き
な
風
呂
が
二
つ
列

ん
で
設
け
ら
れ
、
そ
れ
は
何
時
も
大

人
も
子
供
も
一
緒
に
入
浴
が
で
き
ま

す
。
」

　

「
四
、
五
十
人
も
の
浴
客
が
一
緒
に

其
の
中
に
浸
っ
て
ゐ
ま
す
。
」

「
此
の
風
呂
の
お
湯
加
減
は
、
其
の

一
端
に
備
へ
つ
け
て
あ
る
炭
の
ス

ト
ー
ヴ
で
出
来
る
の
で
す
。
」

「
此
の
浴
室
の
隣
に
も
う
一
つ
小
さ

い
風
呂
が
あ
り
ま
す
。
二
十
五
銭
拂

（
払
）
え
ば
、
こ
れ
を
沸
か
し
て
貰

(

も
ら)
へ
ま
す
。
」

菖
蒲
田
浜
の
海
に
癒
さ
れ
た

明
治
の
文
豪
た
ち
、
そ
し
て
大
東
館
の
歴
史

明
治
21
（
１
８
８
８
）
年
に
開
設
さ
れ
た
菖
蒲
田
海
水
浴
場
。
10
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
町
民
や
全
国

か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ガ
レ
キ
撤
去
を
は
じ
め
、
復
旧
・
復
興
事
業
に
よ
り
平
成
29
年
に
海
水
浴
場
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
、
そ
し
て
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
海
水
浴
場
の
開
設
は
叶
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
壊
滅
的
と
も
言
え
る

震
災
の
状
況
を
思
え
ば
、
こ
う
し
て
菖
蒲
田
浜
に
再
び
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
た
の
は
奇
跡
の
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

今
月
号
の
「
広
報
し
ち
が
は
ま
」
で
は
、
時
計
を
１
０
０
年
以
上
巻
き
戻
し
、
菖
蒲
田
海
水
浴
場
が
開
設
し
た
明
治
の
頃
を
紹
介
し
ま
す
。

▼

昭
和
初
期
の
菖
蒲
田
海
水
浴
場
。

　奥
に
見
え
る
の
が
大
東
館

▼

東日本大震災から復興した
　菖蒲田海水浴場

▼

明
治
27
年
、
夏
目
漱
石
も
大
東
館
を

　訪
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
﹇
国
立
国
会

　図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
﹈

広報しちがはま 2021.10. 1● 4

▼

仙
台
生
ま
れ
の
土
井
晩
翠
。
学
生
時
代
に

　夏
目
漱
石
と
初
め
て
会
っ
た
と
さ
れ
て
い

　る
大
東
館
﹇
提
供

　仙
台
文
学
館
﹈
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「
此
の
小
さ
い
風
呂
で
海
水
湯
に

這
入
る(

は
い
る)

こ
と
に
し
ま
し

た
。
」

こ
の
よ
う
に
海
水
風
呂
の
存
在
が

明
ら
か
に
な
っ
た
ば
か
り
か
、
共
同

風
呂
は
二
つ
に
分
か
れ
、
40
〜
50
人

も
入
れ
る
大
き
さ
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
や
は
り
海
水
は
沸
か
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
貸
し
切
り
の
よ

う
な
小
さ
な
風
呂
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。ブ

ゼ
ル
氏
は
、
大
東
館
に
一
週
間

滞
在
し
ま
し
た
。
日
記
で
は
最
後
に

こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

「
私
共
は
極
め
て
愉
快
な
一
週
間

を
こ
の
海
濱
に
過
ご
し
、
充
分
な

静
養
に
恵
ま
れ
て
、
再
び
學
校
に

帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
」

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
大
東
館
を

訪
れ
た
文
豪
た
ち
で
す
。

夏
目
漱
石
、
土
井
晩
翠
、

そ
し
て
宮
沢
賢
治

明
治
の
文
豪
た
ち
も
大
東
館
を
訪

れ
た
こ
と
が
、
書
簡
な
ど
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。

仙
台
生
ま
れ
の
土
井
晩
翠
と
東
京

帝
国
大
学
（
現
東
京
大
学
）
の
英
文

学
科
の
先
輩
だ
っ
た
夏
目
漱
石
が
初

め
て
会
っ
た
の
が
大
東
館
で
し
た
。

夏
目
漱
石
が
正
岡
子
規
に
宛
て
た

書
簡
に
よ
る
と
、
夏
目
漱
石
は
明
治

27
（
１
８
９
４
）
年
８
月
に
松
島
を

訪
れ
て
い
ま
す
が
、
大
東
館
に
は
こ

の
時
に
来
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
土
井
晩
翠
の
随
筆
集
『
雨

の
降
る
日
は
天
気
が
悪
い
』
に
収
め

ら
れ
た
『
漱
石
さ
ん
の
ロ
ン
ド
ン
に

お
け
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
』
に
は
、
次
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
（
前
略
）
初
め
て
接
し
た
の

は
、
（
中
略
）
あ
や
め
が
浦
の
海

水
浴
場
地
の
一
ホ
テ
ル
に
於
い
て

で
し
た
。
夏
目
君
が…

…

館
に
来

て
ゐ
る
。
」

菖
蒲
田
浜
に
は
菖
蒲(

あ
や
め)

が

群
生
し
、
「
あ
や
め
が
浦
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
の

菖
蒲
田
浜
に
は
「
宮
城
館
」
と
い
う

宿
泊
施
設
も
あ
り
、
「…

…

館
」
が

「
大
東
館
」
を
言
っ
た
の
か
明
確
で

は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
「
海
水
浴

場
地
の
一
ホ
テ

ル
」
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、

こ
の
ホ
テ
ル
が

「
大
東
館
」
で

あ
る
と
推
測
す

る
の
が
自
然
で

は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

『
漱
石
さ
ん
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
』
は
、
夏
目
漱
石
の
亡
き

後
、
土
井
晩
翠
が
夏
目
漱
石
の
夫
人
に

宛
て
た
手
紙
の
一
文
で
す
。

●

明
治
45
（
１
９
１
２
）
年
５
月
に

は
、
盛
岡
中
学
校
（
現
盛
岡
第
一
高
等

学
校
）
の
４
年
生
（
15
歳
）
だ
っ
た
宮

賢
治
は
、
こ
の
日
の
う
ち
に
修
学

旅
行
の
宿
（
仙
台
）
に
戻
る
こ
と
を

先
生
に
約
束
し
て
い
ま
し
た
が
、
夜

遅
く
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
大
東
館
に

泊
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

同
年
５
月
30
日
に
父
の
宮
沢
政
次
郎

へ
宛
て
た
手
紙
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
次
が
「
大
東
館
」
と
書
か
れ
た

手
紙
の
一
文
で
す
。

「
渚
よ
り
岩
に
か
け
ら
れ
し
木
の
階

を
登
り
大
東
館
と
書
か
れ
る
玄
関
」

●

明
治
の
頃
に
療
養
を
目
的
と
し
た

海
水
浴
は
、
軍
医
総
監
だ
っ
た
松
本

順
氏
が
国
内
の
創
始
者
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

松
本
氏
は
、
菖
蒲
田
海
水
浴
場
に

訪
れ
て
お
り
、
明
治
30
（
１
８
９

７
）
年
頃
の
新
聞
で
こ
う
褒
め
た
た

え
て
い
ま
す
。

「
日
本
全
国
に
良
好
な
る
海
水
浴

場
三
十
八
ヶ
所
あ
る
も
、
皆
多
少

の
欠
点
あ
り
。
独
り
、
こ
の
菖
蒲

田
浜
は
完
全
適
良
誠
に
日
本
一
な

り
。
」

昭
和
37
（
１
９
６
２
）
年
、
大
東

館
は
74
年
間
の
営
業
に
幕
を
下
ろ
し

ま
し
た
。

現
在
、
大
東
館
が
建
っ
て
い
た
眺

望
崎
は
、
復
興
事
業
と
し
て
都
市
公

園
（
津
波
防
災
録
地
）
を
整
備
し
、

令
和
２
年
３
月
に
は
東
日
本
大
震
災

メ
モ
リ
ア
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
虹
の

む
こ
う
」
（
彫
刻
）
が
建
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
と
き
眺
望
崎
に
は
、

七
ヶ
浜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
寄
附

に
よ
り
大
東
館
を
訪
れ
た
文
豪
の
歴

史
を
紹
介
す
る
案
内
板
も
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

●

１
０
０
年
も
前
の
菖
蒲
田
浜
、
そ

し
て
大
東
館
の
歴
史
で
し
た
。

今
、
菖
蒲
田
浜
の
海
岸
は
、
防
潮

堤
か
ら
の
眺
望
を
楽
し
む
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
潮
風

に
癒
さ
れ
る
想
い
は
、
明
治
の
頃
と

同
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

菖
蒲
田
浜
の
海
岸
を
そ
ぞ
ろ
歩
き

し
な
が
ら
、
悠
久
の
と
き
に
思
い
を

馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

▼

絵
は
が
き
。
看
板
に
は
「
海
水
旅
館

　大
東
館
」

　と
書
か
れ
て
い
る

▼

叔母を見舞いに大東館を訪れた宮沢賢治
　［資料提供　林風舎］

▼

尚絅女学校（現尚絅学院）の初代校長だったアニー・Ｓ・ブゼル氏。
　明治26年、アメリカの新聞に寄稿した日記は、大東館の様子を克明に
　伝える貴重な資料です［写真提供　学校法人尚絅学院］

▼七ヶ浜ロータリーク
　ラブの寄附で眺望崎
　に建てられた大東館
　の案内板

広報しちがはま６００号特別企画

沢
賢
治
が
宮
城
へ
の
修
学
旅
行
の
際
に

大
東
館
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
療
養
を
し

て
い
た
叔
母
の
平
賀
ヤ
ギ
を
見
舞
う
た

め
で
し
た
。

﹇
ア
ニ
ー
・
Ｓ
・
ブ
ゼ
ル
氏
に
関

す
る
参
考
資
料
提
供
﹈
学
校
法
人

尚
絅
学
院

▼令和３年４月、東日本大震
　災メモリアルモニュメント
　として眺望崎に建てた母子
　像『虹のむこう』

▼

大
東
館
の
開
業
時
（
明
治
21
年
７
月
）
に

　配
布
さ
れ
た
「
海
水
浴
を
す
る
人
の
心
得
」
。

　海
水
浴
の
効
能
な
ど
も
書
か
れ
て
い
る
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「
此
の
小
さ
い
風
呂
で
海
水
湯
に

這
入
る(

は
い
る)

こ
と
に
し
ま
し

た
。
」

こ
の
よ
う
に
海
水
風
呂
の
存
在
が

明
ら
か
に
な
っ
た
ば
か
り
か
、
共
同

風
呂
は
二
つ
に
分
か
れ
、
40
〜
50
人

も
入
れ
る
大
き
さ
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
や
は
り
海
水
は
沸
か
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
貸
し
切
り
の
よ

う
な
小
さ
な
風
呂
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。ブ

ゼ
ル
氏
は
、
大
東
館
に
一
週
間

滞
在
し
ま
し
た
。
日
記
で
は
最
後
に

こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

「
私
共
は
極
め
て
愉
快
な
一
週
間

を
こ
の
海
濱
に
過
ご
し
、
充
分
な

静
養
に
恵
ま
れ
て
、
再
び
學
校
に

帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
」

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
大
東
館
を

訪
れ
た
文
豪
た
ち
で
す
。

夏
目
漱
石
、
土
井
晩
翠
、

そ
し
て
宮
沢
賢
治

明
治
の
文
豪
た
ち
も
大
東
館
を
訪

れ
た
こ
と
が
、
書
簡
な
ど
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。

仙
台
生
ま
れ
の
土
井
晩
翠
と
東
京

帝
国
大
学
（
現
東
京
大
学
）
の
英
文

学
科
の
先
輩
だ
っ
た
夏
目
漱
石
が
初

め
て
会
っ
た
の
が
大
東
館
で
し
た
。

夏
目
漱
石
が
正
岡
子
規
に
宛
て
た

書
簡
に
よ
る
と
、
夏
目
漱
石
は
明
治

27
（
１
８
９
４
）
年
８
月
に
松
島
を

訪
れ
て
い
ま
す
が
、
大
東
館
に
は
こ

の
時
に
来
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
土
井
晩
翠
の
随
筆
集
『
雨

の
降
る
日
は
天
気
が
悪
い
』
に
収
め

ら
れ
た
『
漱
石
さ
ん
の
ロ
ン
ド
ン
に

お
け
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
』
に
は
、
次
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
（
前
略
）
初
め
て
接
し
た
の

は
、
（
中
略
）
あ
や
め
が
浦
の
海

水
浴
場
地
の
一
ホ
テ
ル
に
於
い
て

で
し
た
。
夏
目
君
が…

…

館
に
来

て
ゐ
る
。
」

菖
蒲
田
浜
に
は
菖
蒲(

あ
や
め)

が

群
生
し
、
「
あ
や
め
が
浦
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
の

菖
蒲
田
浜
に
は
「
宮
城
館
」
と
い
う

宿
泊
施
設
も
あ
り
、
「…

…

館
」
が

「
大
東
館
」
を
言
っ
た
の
か
明
確
で

は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
「
海
水
浴

場
地
の
一
ホ
テ

ル
」
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、

こ
の
ホ
テ
ル
が

「
大
東
館
」
で

あ
る
と
推
測
す

る
の
が
自
然
で

は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

『
漱
石
さ
ん
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
』
は
、
夏
目
漱
石
の
亡
き

後
、
土
井
晩
翠
が
夏
目
漱
石
の
夫
人
に

宛
て
た
手
紙
の
一
文
で
す
。

●

明
治
45
（
１
９
１
２
）
年
５
月
に

は
、
盛
岡
中
学
校
（
現
盛
岡
第
一
高
等

学
校
）
の
４
年
生
（
15
歳
）
だ
っ
た
宮

賢
治
は
、
こ
の
日
の
う
ち
に
修
学

旅
行
の
宿
（
仙
台
）
に
戻
る
こ
と
を

先
生
に
約
束
し
て
い
ま
し
た
が
、
夜

遅
く
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
大
東
館
に

泊
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

同
年
５
月
30
日
に
父
の
宮
沢
政
次
郎

へ
宛
て
た
手
紙
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
次
が
「
大
東
館
」
と
書
か
れ
た

手
紙
の
一
文
で
す
。

「
渚
よ
り
岩
に
か
け
ら
れ
し
木
の
階

を
登
り
大
東
館
と
書
か
れ
る
玄
関
」

●

明
治
の
頃
に
療
養
を
目
的
と
し
た

海
水
浴
は
、
軍
医
総
監
だ
っ
た
松
本

順
氏
が
国
内
の
創
始
者
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

松
本
氏
は
、
菖
蒲
田
海
水
浴
場
に

訪
れ
て
お
り
、
明
治
30
（
１
８
９

７
）
年
頃
の
新
聞
で
こ
う
褒
め
た
た

え
て
い
ま
す
。

「
日
本
全
国
に
良
好
な
る
海
水
浴

場
三
十
八
ヶ
所
あ
る
も
、
皆
多
少

の
欠
点
あ
り
。
独
り
、
こ
の
菖
蒲

田
浜
は
完
全
適
良
誠
に
日
本
一
な

り
。
」

昭
和
37
（
１
９
６
２
）
年
、
大
東

館
は
74
年
間
の
営
業
に
幕
を
下
ろ
し

ま
し
た
。

現
在
、
大
東
館
が
建
っ
て
い
た
眺

望
崎
は
、
復
興
事
業
と
し
て
都
市
公

園
（
津
波
防
災
録
地
）
を
整
備
し
、

令
和
２
年
３
月
に
は
東
日
本
大
震
災

メ
モ
リ
ア
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
虹
の

む
こ
う
」
（
彫
刻
）
が
建
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
と
き
眺
望
崎
に
は
、

七
ヶ
浜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
寄
附

に
よ
り
大
東
館
を
訪
れ
た
文
豪
の
歴

史
を
紹
介
す
る
案
内
板
も
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
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０
０
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史
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岸
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潮
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ー
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潮
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岸
を
そ
ぞ
ろ
歩
き

し
な
が
ら
、
悠
久
の
と
き
に
思
い
を

馳
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。
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絵
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き
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書
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広報しちがはま６００号特別企画

沢
賢
治
が
宮
城
へ
の
修
学
旅
行
の
際
に

大
東
館
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
療
養
を
し

て
い
た
叔
母
の
平
賀
ヤ
ギ
を
見
舞
う
た

め
で
し
た
。

﹇
ア
ニ
ー
・
Ｓ
・
ブ
ゼ
ル
氏
に
関

す
る
参
考
資
料
提
供
﹈
学
校
法
人

尚
絅
学
院
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　災メモリアルモニュメント
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▼
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東
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時
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明
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海
水
浴
を
す
る
人
の
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得
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。

　海
水
浴
の
効
能
な
ど
も
書
か
れ
て
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お問い合わせは、健康福祉課健康増進係まで　☎３５７－７４４９

新型コロナウイルスワクチン接種情報

新型コロナウイルスワクチン
接種情報‐⑧

１ 新型コロナウイルスワクチン接種に関する基本情報

２ 変更予約受付

１. ワクチン接種会場

七ヶ浜町武道館　（七ヶ浜町吉田浜字野山５－９　生涯学習センター内）

２. ワクチン接種開始時間 (１日４回 )

［午前］①午前９時３０分　②午前１０時３０分　［午後］③午後１時３０分　④午後２時３０分

３. ワクチン接種回数及び間隔

［回数］１人２回　［間隔］２０日の間隔を空けて接種

　（例）希望する１回目接種日が木曜日の場合、２回目の接種は３週間後の木曜日を目安に予

約してください。なお、３週間後の日程の都合がつかない場合は、その日以降のできる

だけ速やかに調整のつく日程を予約してください。

●新型コロナウイルスワクチンの町の集団接種の新規予約は９月３０日を持ちまして受付終了と

なりました。これから新たに接種を希望される方は、下記にご相談ください。

●接種日程の変更予約等は、引き続き行いますので、下記へお問い合わせください。

　※空き状況によりご希望の日時に変更できない場合があります。

１.予約受付
(２回分予約)

２.ワクチン接種
(１回目)

３.ワクチン接種
(２回目)

　町民の皆様に、新型コロナウイルスワクチン接種に関する情報をお知らせします。

　なお、お示ししたスケジュールなどは、国によるワクチンの確保状況により変更とな

る場合がありますので、最新情報は、今後発行される広報しちがはまや町ウェブサイト

などでご確認ください。

イラスト

●何らかの治療・療養中の方や、体調などで接種に不安のある方は、接種前日までにかかりつけ医
と十分にご相談ください。

●接種後は、副反応などを確認するため、１５分～３０分は接種会場でお待ちいただくことになります。

●接種した部分は清潔に保つようにしてください。なお、接種当日は入浴できますが、接種部分をこすらないでください。

●接種当日は、激しい運動や過度な飲酒などは控えてください。

６ ワクチン接種当日の注意事項

●接種前にご自宅で体温を測定し、明らかに発熱がある場合や体調が悪い場合などは、接種を控え予
約日を変更してください。ワクチン予約接種日の変更は、健康福祉課へ連絡ください。

 健康福祉課　　  ［時間］午前８時３０分から午後５時１５分
 　☎３５７－７４４９ ［期間］土日祝日を除く月～金

●接種会場にはマスク着用の上、「予防接種券、予診票、身分確認証※」をご持参ください。
　なお、予診票はあらかじめ必要事項等をご記入のうえお越しください。
 ※ 身分確認証
 　①官公庁が発行する写真付きの証明書であれば１枚（例：運転免許証等）
 　②写真付きでない場合には２枚（例：健康保険証＋診察券等）

●お薬手帳がある方はご持参ください。

●ワクチンは肩付近に接種するため、肩を出しやすい服装でお越しください。

●会場内は、スリッパになります（町が用意します）が、上履きをご持参いただいても構いません。

●新型コロナウイルスワクチン接種の前後に、ほかの予防接種を受ける場合は、原則１３日以上の間隔を
置くようにしてください。

●接種当日にやむを得ず接種をキャンセルする場合は、健康福祉課健康増進係まで必ずご連絡ください。

 健康福祉課　健康増進係　☎３５７－７４４９

７ ワクチン接種後の注意事項

　

５ ワクチン接種の前に、かかりつけ医に相談を !!

●１６歳未満への予防接種を実施する場合は、国手引きに基づき、原則、保護者の同伴が必要です。

●接種後の接種会場からの帰宅時における急激な体調変化などに配慮するため、保護者の同伴に

より接種者の安全を最優先します。

●小学校６年生は、１２歳到達の誕生日の前日から接種できます。なお、予防接種券が届き次第、

１２歳到達前でも集団接種の事前予約が可能です。

 例 ) 平成２１年１０月３１日生　→　令和３年１０月３０日から接種可能

●小学校６年生のうち、平成２１年１１月誕生日月以降の児童に関しましては、対応が決まり次第
お知らせします。

４ １６歳未満の予防接種に関する注意事項

変更予約
受付窓口

及び
電　話

役場１階

健康福祉課窓口

☎３５７－７４４９

［受付時間］

午前８時３０分

～午後５時１５分

［受付期間］

土日祝日を除く月～金

３ 集団接種完了予定日　１１月２８日（日）

●町の集団接種完了は、１１月２８日 ( 日 ) を予定しています。なお、町の集団接種の新規予約は９

月３０日を持ちまして受付終了となりました。

●町の集団接種完了後に接種対象年齢に到達する児童（平成２１年１１月１日～平成２２年１月

３１日生まれ）は、町内医療機関にて接種を実施します。実施内容については、対象者宛てに町か

ら個別に通知します。
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七ヶ浜に関する写真なら
何でもＯＫ！！
写真募集中！！

　「ふれ愛くらぶ」では、人物、風
景、ペット、その他七ヶ浜に関す
る写真を募集しています。応募
の際は、写真とコメントを添え
て、持参またはメールで下記宛
先までお送りください。

【宛先】

広報しちがはま「ふれ愛くらぶ」

七ヶ浜町東宮浜字丑谷辺５－１

☎357-2117（直通）
　　✉kouhou@shichigahama.com

お問い合わせは、健康福祉課健康増進係まで　☎357－7449
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斉
藤

　か
お
る

子育てポータルサイトに時間短縮レシピや簡単レシピを掲載しています。

忙しい毎日の食事づくりに、ぜひお役立てください。

　安心して図書センターの本が利
用いただけるよう図書除菌機を設
置しました。
　是非、ご利用
ください。

ほ

☆一般図書☆

■仮面

■万事快調

■婿どの相逢席

■もどかしいほど静かなオルゴール店

■朔が満ちる

伊岡　瞬　著

波木　銅　著

　  西條　奈加　著

 瀧羽　麻子　著

窪　美澄　著

寺地　はるな　著 

ジョン・ボイン　著

佐藤　勝彦　著

■水を縫う

■兄の名は、ジェシカ

■科学者になりたい君へ　

こ ほん

☆子どもの本☆

１０月の行事

図書センター
新刊

※お問い合わせは、図書センターまで ☎357-3302

　生涯学習センター内で貸

出しを行っています。また、

他館から本を借りることも

可能です。

●場所　生涯学習センター１階

●開館時間　午前９時～午後５時

●休館日

　　１０月４日（月）、１１日（月）、１８日（月）、

　　　　２５日（月）、２９日（金）

　　１１月１日（月）、８日（月）、１５日（月）、２２日（月）

　　　　２６日（金）、２９日（月）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、センター

　内での長時間の滞在は、ご遠慮願います。

　ご協力のほどよろしくお願いします。

生涯学習センター内で貸出しを行っています！

     い　おか　

なみ　き どう

　　しゅん

さいじょう

たき　わ

　くぼ 　み　すみ

　てら　ち

さ　とう かつひこ

な　か

あさ　こ

■せんろをまもる！ドクターイエロー

■もしものくに

■おおきなかべがあったとさ

■友だちは図書館のゆうれい

■こども環境学 

鎌田　歩　さく

馬場　のぼる　作

広瀬　克也/絵・サトシン/文

　草野　あきこ/文・山田　花菜/絵

朝岡　幸彦　監修
　　あさおか　　ゆきひこ

あゆみ

 ば  ば

 ひろ せ  かつ や

 やまだ  か な くさの

かま  た

※クイズの回答は、町内の方に限らせていただきます。

【応募方法】
答え、住所、氏名を明
記の上、１０月３１日
（日）まで「ふれ愛くら
ぶ」へご応募くださ
い。
９月号の答えは、（ア）
亦楽小学校でした。

クイズ
今月号の中からヒント
を見つけよう！　正解
者の中から、500円分の
図書カードをプレゼン
トします。

図書カードをもらおう

おはなしかい　　

　10/21日（木）11/18日（木）午前10時30分～

生涯学習センター内キッズルームにて

えほんのよみきかせ・手遊びのほか、紙芝居や英語のよみきかせをおこないます。

　※新型コロナウイルス感染症の状況に伴い中止となる場合があります。

☆10冊貸出期間のお知らせ

　10/27（水）～ 11/9（火）まで通常5冊貸出のところ、10冊借りることができます。

　新刊図書はこの他にもございます。

　ぜひお越しになってご覧ください。

10月のテーマは『ハロウィーン』

楽しい絵本を紹介します。

ぜひお子さんとご利用ください。

☆図書除菌機を設置しました☆

特集2021年課題図書高等学校用を紹介します ミニ展示コーナー

しちがはましちがはま

写真館写真館

　この写真は、みちのくＯＲ
Ｉ☆姫隊の結成１０周年イ
ベントの写真です。
　さて、七ヶ浜町のどこの浜
で行われたでしょうか？
（ア）　東宮浜
（イ）　松ヶ浜
（ウ）　菖蒲田浜

　菊池真白ちゃんから写真を投稿い
ただきました！　
　コロナ禍でなかなか出かけられな
いので、自宅のプールで涼しんでい
ます♪
　今年の夏は暑かった～

　秋になると松島湾内ではハゼ釣りの船が多くみられ、季節の風物詩のひとつとなって

います。宮城県で獲れるハゼは「マハゼ」がほとんどで、主に天ぷらやから揚げ、刺身の他、

焼きハゼにしてお正月のお雑煮のだしとして使われます。古くはたくさん獲れていた大

衆魚でしたが、今では海の汚染等が原因で激減したため高級魚となっています。

マハゼの特徴

　淡水産・海水産合わせて百数十種類あるハゼ科の代表魚で、体長は約 20センチ、鉛色

をした小魚で、北海道から九州の浅海、比較的塩分の薄い湾内に生息しています。釣りの

対象としては最もポピュラーな魚と言えます。常には海底に静止して泥から這い出たイ

ソメやゴカイを食べますが、その動作はにぶいと言われています。

　旬は秋。うろこは薄くとりやすく、骨もやわらかいです。身は透明感のある白身で、皮に

微かな風味があるものの淡白でクセのない味です。熱を通してもあまり硬くならない魚

です。

焼きハゼ

　ハゼが水揚げされて生きているうちに竹串にさして炭火で焼くため、その姿はまる

で生きているようにさえ見えます。それを、10尾を一連としてワラで編み、陰干しに

ます。

　仙台雑煮のだしとして使われますが、だしをとった後はそのまま食べたり、甘露煮

にして食べます。

ハゼの食べかた・いろいろ

・天ぷら…背開きにして頭と中骨を除き、薄く衣をつけて油で揚げます。

　　　　　ハゼが小さい場合は、背開きにしないで、頭と内臓を除いて使います。

・から揚げ…うろこと内臓を除き、小麦粉をまぶして油で揚げます。

　　　　　　から揚げ粉をまぶして揚げてもおいしいです。

・魚田（ぎょでん）…焼いて田楽みそをぬり、軽くあぶります。

・刺身・あらい・酢の物…大きいものを３枚におろし、皮をはいで細切りにして料理

　　　　　　　　　　　　します。

・和え物…大根と大根葉のもみ漬けに、焼き立てのハゼの身をほぐして合わせ、大根

　　　　　おろしで和えます。酒の肴として昔から釣り人に好まれている料理です。
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七ヶ浜に関する写真なら
何でもＯＫ！！
写真募集中！！

　「ふれ愛くらぶ」では、人物、風
景、ペット、その他七ヶ浜に関す
る写真を募集しています。応募
の際は、写真とコメントを添え
て、持参またはメールで下記宛
先までお送りください。

【宛先】

広報しちがはま「ふれ愛くらぶ」

七ヶ浜町東宮浜字丑谷辺５－１

☎357-2117（直通）
　　✉kouhou@shichigahama.com

お問い合わせは、健康福祉課健康増進係まで　☎357－7449
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子育てポータルサイトに時間短縮レシピや簡単レシピを掲載しています。

忙しい毎日の食事づくりに、ぜひお役立てください。

　安心して図書センターの本が利
用いただけるよう図書除菌機を設
置しました。
　是非、ご利用
ください。

ほ

☆一般図書☆

■仮面

■万事快調

■婿どの相逢席

■もどかしいほど静かなオルゴール店

■朔が満ちる

伊岡　瞬　著
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■水を縫う

■兄の名は、ジェシカ

■科学者になりたい君へ　

こ ほん

☆子どもの本☆

１０月の行事

図書センター
新刊

※お問い合わせは、図書センターまで ☎357-3302

　生涯学習センター内で貸

出しを行っています。また、

他館から本を借りることも

可能です。

●場所　生涯学習センター１階

●開館時間　午前９時～午後５時

●休館日

　　１０月４日（月）、１１日（月）、１８日（月）、
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※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、センター

　内での長時間の滞在は、ご遠慮願います。

　ご協力のほどよろしくお願いします。

生涯学習センター内で貸出しを行っています！

     い　おか　

なみ　き どう

　　しゅん

さいじょう

たき　わ

　くぼ 　み　すみ

　てら　ち

さ　とう かつひこ

な　か

あさ　こ

■せんろをまもる！ドクターイエロー

■もしものくに

■おおきなかべがあったとさ

■友だちは図書館のゆうれい

■こども環境学 
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　※新型コロナウイルス感染症の状況に伴い中止となる場合があります。

☆10冊貸出期間のお知らせ

　10/27（水）～ 11/9（火）まで通常5冊貸出のところ、10冊借りることができます。

　新刊図書はこの他にもございます。

　ぜひお越しになってご覧ください。

10月のテーマは『ハロウィーン』

楽しい絵本を紹介します。

ぜひお子さんとご利用ください。

☆図書除菌機を設置しました☆

特集2021年課題図書高等学校用を紹介します ミニ展示コーナー
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Ｉ☆姫隊の結成１０周年イ
ベントの写真です。
　さて、七ヶ浜町のどこの浜
で行われたでしょうか？
（ア）　東宮浜
（イ）　松ヶ浜
（ウ）　菖蒲田浜

　菊池真白ちゃんから写真を投稿い
ただきました！　
　コロナ禍でなかなか出かけられな
いので、自宅のプールで涼しんでい
ます♪
　今年の夏は暑かった～

　秋になると松島湾内ではハゼ釣りの船が多くみられ、季節の風物詩のひとつとなって

います。宮城県で獲れるハゼは「マハゼ」がほとんどで、主に天ぷらやから揚げ、刺身の他、

焼きハゼにしてお正月のお雑煮のだしとして使われます。古くはたくさん獲れていた大

衆魚でしたが、今では海の汚染等が原因で激減したため高級魚となっています。

マハゼの特徴

　淡水産・海水産合わせて百数十種類あるハゼ科の代表魚で、体長は約 20センチ、鉛色

をした小魚で、北海道から九州の浅海、比較的塩分の薄い湾内に生息しています。釣りの

対象としては最もポピュラーな魚と言えます。常には海底に静止して泥から這い出たイ

ソメやゴカイを食べますが、その動作はにぶいと言われています。

　旬は秋。うろこは薄くとりやすく、骨もやわらかいです。身は透明感のある白身で、皮に

微かな風味があるものの淡白でクセのない味です。熱を通してもあまり硬くならない魚

です。

焼きハゼ

　ハゼが水揚げされて生きているうちに竹串にさして炭火で焼くため、その姿はまる

で生きているようにさえ見えます。それを、10尾を一連としてワラで編み、陰干しに

ます。

　仙台雑煮のだしとして使われますが、だしをとった後はそのまま食べたり、甘露煮

にして食べます。

ハゼの食べかた・いろいろ

・天ぷら…背開きにして頭と中骨を除き、薄く衣をつけて油で揚げます。

　　　　　ハゼが小さい場合は、背開きにしないで、頭と内臓を除いて使います。

・から揚げ…うろこと内臓を除き、小麦粉をまぶして油で揚げます。

　　　　　　から揚げ粉をまぶして揚げてもおいしいです。

・魚田（ぎょでん）…焼いて田楽みそをぬり、軽くあぶります。

・刺身・あらい・酢の物…大きいものを３枚におろし、皮をはいで細切りにして料理

　　　　　　　　　　　　します。

・和え物…大根と大根葉のもみ漬けに、焼き立てのハゼの身をほぐして合わせ、大根

　　　　　おろしで和えます。酒の肴として昔から釣り人に好まれている料理です。
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８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
祝
祭
日
除
く
）

・
検
査
実
施
日
の
前
々
日
ま
で
に
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
検
査
会
場　

塩
釜
保
健
所

　塩
竈
市
北

浜
４
丁
目
８-

15

●
そ
の
他　

検
査
は
原
則
無
料
で
す

＊
ご
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
保

健
所
疾
病
対
策
班
ま
で

　

☎
357‐

５
５
０
４

　10
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
り

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
電
子
証
明
書
の

　更
新

・
そ
の
他
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
連

　し
た
手
続
き
（
申
請
書
の
発
行
、
住
所

　の
書
き
換
え
な
ど
）

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
転
入
の

　届
出
は
平
日
の
み
受
付
と
な
っ
て
お
り

　ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
生
活
課
戸
籍

住
民
係
ま
で

　☎
357‐

７
４
４
５

　町
で
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
大
学
に
在
籍
し
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
方
に
対

し
奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
教
育
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
七
ヶ
浜
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
総
務
課
ま
で

　

☎
357‐

７
４
４
０

　経
済
的
理
由
に
よ
り
、
小
学
校
、
中
学
校

へ
の
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒

の
保
護
者
で
援
助
を
希
望
す
る
方
（
町
の
援

助
要
綱
に
該
当
さ
れ
る
方
が
対
象
で
す
。
）

に
対
し
て
、
学
用
品
費
、
給
食
費
等
の
一
部

を
町
が
助
成
す
る
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
、

教
育
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
七
ヶ
浜
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
総
務
課
ま
で

　

☎
357‐

７
４
４
０

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア

抗
体
検
査
・
梅
毒
検
査
・
肝
炎
検
査
・

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
受
付
の
実
施

１０月の納税
納期限：１１月１日

・町県民税（普通徴収）の３期
・国民健康保険税
･介護保険料
･後期高齢者医療保険料の４期
納期限まで納付されない場

合、督促手数料および延滞金

が加算されます。

問　町税等徴収特別対策室

　　☎357-7453

広報しちがはま 2021.10. 1● 1213 ●広報しちがはま 2021.10. 1

令
和
４
年
度
一
般
成
人
各
種
健

（
検
）診
申
込
書
を
送
付

奨
学
資
金
の
貸
付

就
学
援
助
制
度

新
築
家
屋
な
ど
の
評
価
調
査

　２
０
２
１
年
中
に
完
成
す
る
新
築
、増
築

家
屋
を
対
象
に
評
価
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
税
務
課
職
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　調
査
に
該
当
す
る
方
に
は
、順
次
ご
案
内

を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。早
期
の
調

査
を
希
望
さ
れ
る
方
や
日
中
不
在
が
ち
の

方
は
、税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、税
務
課
固
定
資
産
税

係
ま
で

　☎
357‐

７
４
５
１

町内の話題　ズームアップ

復
興
支
援
ア
イ
ド
ル
み
ち
の
く

仙
台
Ｏ
Ｒ
Ｉ
☆
姫
隊
の
結
成
10

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　８
月
22
日
、菖
蒲
田
海
浜
公
園
円
形

広
場
に
て
、み
ち
の
く
仙
台
Ｏ
Ｒ
Ｉ
☆

姫
隊
の
結
成
10
周
年
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
●
Ｏ
Ｒ
Ｉ
☆
姫
隊
は
、
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
に
県
内

の
被
災
地
の
女
の
子
た
ち
で
結
成
さ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

で
す
●
イ
ベ
ン
ト
で
は
、Ｏ
Ｒ
Ｉ
☆
姫

隊
よ
り
町
内
各
小
学
校
に
、緊
急
時
非

常
用
リ
ュ
ッ
ク
と
、七
ヶ
浜
町
観
光
協

会
に
津
波
対
策
用
救
命
胴
衣
の
寄
附

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
イ
ブ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
、広
場
に

集
ま
っ
た
観
客
を
は
じ
め
、ネ
ッ
ト
の

生
配
信
に
よ
り
、
会
場
に
来
ら
れ
な

か
っ
た
方
々
も
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
に
ち
は
、健
康
づ
く
り
推

進
員
で
す
！

　
　健
康
づ
く
り
推
進
員
は
、地
区
か
ら
推

薦
を
受
け
、
町
長
が
委
嘱
し
た
方
々
で

す
。研
修
を
通
し
て
健
康
に
関
す
る
知
識

を
深
め
、「
自
分
へ
、家
族
へ
、そ
し
て
近

所
の
皆
さ
ん
へ
」生
活
習
慣
に
関
す
る
総

合
的
な
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
●

７
月
の
研
修
会
の
内
容
は
、七
ヶ
浜
町
の

子
育
て
支
援
や
食
育
に
関
す
る
講
話
、調
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実
習
、ダ
ー
ツ
体
験
で
し
た
が
、皆
さ

ん
生
き
生
き
と
し
た
表
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で
楽
し
み
な

が
ら
学
ん
で
い
ま
し
た
●
健
康
づ
く
り
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進
員
は
、区
長
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ

ん
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、健
康
づ
く
り

の
輪
を
広
げ
る
活
動
を
し
ま
す
。地
区
活

動
の
際
に
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
株
式
会
社
か
ら

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　　８
月
４
日
、
豊
永
英
児
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

(

株)

仙
台
製
油
所
事
務
副
所
長
が
来
庁

さ
れ
、七
ヶ
浜
国
際
村
事
業
協
会
へ
地

域
の
芸
術
文
化
振
興
の
た
め
の
寄
附

金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。同
社
か
ら
は

長
年
に
わ
た
っ
て
寄
附
の
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
、町
の
様
々
な
文
化
事

業
・
国
際
交
流
事
業
の
展
開
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
国
際
村
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
Ｎ
ａ
Ｎ
ａ

５
９
３
１
の
発
展
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
、一
層
魅
力
あ
る
公
演
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ(

株)

は
、

こ
の
寄
附
金
の
他
、
様
々
な
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
活
動
を
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

七
ヶ
浜
の
未
来
へ
残
し
た
い
思

い
募
集
中
で
す
‼

　　現
在
、町
で
は
長
期
総
合
計
画
を
作
成
中

で
す
。こ
の
計
画
は
、町
民
の
皆
様
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
、よ
り
身
近
で
、見
て
み

た
い
！
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
心
が
け

て
作
成
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、次
の
２
つ

の
企
画
で
作
品
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
●

①
未
来
へ
残
し
た
い「
し
ち
が
は
ま
フ
ォ
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
プ

リ
か
ら
七
ヶ
浜
町
に
関
す
る
写
真
を
投
稿

（
投
稿
す
る
際
は
、＃
は
ま
つ
な
ぎ
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
）し
て
く
だ
さ
い
。●
②「
し
ち

が
は
ま
川
柳
」官
製
は
が
き
に
よ
り
、町
政

策
課
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
●
ど
ち
ら

も
、
11
月
30
日
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。皆

様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！



暮
ら
し
の
相
談
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す

■
行
政･

人
権
・
生
活
相
談
日

　と

　き

　10
月
12
日（
火
）、11
月
9
日(
火)

　
　
　
　
　午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　と
こ
ろ

　水
道
庁
舎
２
階

①
行
政
相
談

　
行
政(

国･

県･

町)

に
関
す
る
相
談

　●
相
談
委
員

　
　
瀬
戸 

源
市
（
東
）
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澤
　

ま
り
子（
笹
）

②
人
権
相
談

　
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
は
、仙
台
法
務

局
塩
竈
支
局
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　●
相
談
委
員

　
　
伊
藤 

せ
い
子（
代
）
鎌
田 

陽
子
（
花
）

　
　
引
地 

淑
子
（
笹
）
原
田
　 

武
（
要
）

　
　
星
　 

洋
子
（
菖
）

 
 
 
 

仙
台
法
務
局
塩
竈
支
局
☎
362‐

２
３
３
８

③
生
活
相
談

　
生
活
上
の
心
配
事
に
関
す
る
相
談

　●
相
談
委
員
　
各
地
区
の
民
生
委
員

■
無
料
法
律
相
談(

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す)

　と

　き
　
11
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
（
一
人
30
分
）

 
 

と
こ
ろ
　
水
道
庁
舎
２
階

　
※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す(

先
着
順)

。

　
　
ご
予
約
は
総
務
課
ま
で
☎
357‐

７
４
３
６
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消
費
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相
談

　
消
費
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活
相
談
は
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宮
城
県
消
費
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活
相   

  

談
セ
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タ
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随
時
受
け
付
け
て
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ま
す
。

　
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
261‐

５
１
６
１

10月
Oct.

お
知
ら
せ

　令
和
４
年
度
一
般
成
人
各
種
健
（
検
）
診

申
込
書
を
10
月
下
旬
よ
り
順
次
、
各
家
庭
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
11
月
19
日(

金)

ま
で
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
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健
康
福
祉
課
健
康
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進
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ま
で
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４
４
９
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付
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日
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水
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前
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時
〜
11
時
30
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予
約
受
付
日
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時
間

・
平
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午
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30
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後
５
時
15
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祝
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除
く
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・
検
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０
４
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９
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他
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ド
に
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連
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た
手
続
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申
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発
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え
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付
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４
５
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送
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度
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築
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中
に
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成
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る
新
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を
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に
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で
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に
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ま
す
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期
の
調

査
を
希
望
さ
れ
る
方
や
日
中
不
在
が
ち
の

方
は
、税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、税
務
課
固
定
資
産
税

係
ま
で

　☎
357‐

７
４
５
１

町内の話題　ズームアップ

復
興
支
援
ア
イ
ド
ル
み
ち
の
く

仙
台
Ｏ
Ｒ
Ｉ
☆
姫
隊
の
結
成
10

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　８
月
22
日
、菖
蒲
田
海
浜
公
園
円
形

広
場
に
て
、み
ち
の
く
仙
台
Ｏ
Ｒ
Ｉ
☆

姫
隊
の
結
成
10
周
年
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
●
Ｏ
Ｒ
Ｉ
☆
姫
隊
は
、
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
に
県
内

の
被
災
地
の
女
の
子
た
ち
で
結
成
さ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

で
す
●
イ
ベ
ン
ト
で
は
、Ｏ
Ｒ
Ｉ
☆
姫

隊
よ
り
町
内
各
小
学
校
に
、緊
急
時
非

常
用
リ
ュ
ッ
ク
と
、七
ヶ
浜
町
観
光
協

会
に
津
波
対
策
用
救
命
胴
衣
の
寄
附

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
イ
ブ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
、広
場
に

集
ま
っ
た
観
客
を
は
じ
め
、ネ
ッ
ト
の

生
配
信
に
よ
り
、
会
場
に
来
ら
れ
な

か
っ
た
方
々
も
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
に
ち
は
、健
康
づ
く
り
推

進
員
で
す
！

　
　健
康
づ
く
り
推
進
員
は
、地
区
か
ら
推

薦
を
受
け
、
町
長
が
委
嘱
し
た
方
々
で

す
。研
修
を
通
し
て
健
康
に
関
す
る
知
識

を
深
め
、「
自
分
へ
、家
族
へ
、そ
し
て
近

所
の
皆
さ
ん
へ
」生
活
習
慣
に
関
す
る
総

合
的
な
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
●

７
月
の
研
修
会
の
内
容
は
、七
ヶ
浜
町
の

子
育
て
支
援
や
食
育
に
関
す
る
講
話
、調

理
実
習
、ダ
ー
ツ
体
験
で
し
た
が
、皆
さ

ん
生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
楽
し
み
な

が
ら
学
ん
で
い
ま
し
た
●
健
康
づ
く
り

推
進
員
は
、区
長
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ

ん
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、健
康
づ
く
り

の
輪
を
広
げ
る
活
動
を
し
ま
す
。地
区
活

動
の
際
に
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
株
式
会
社
か
ら

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　　８
月
４
日
、
豊
永
英
児
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

(

株)

仙
台
製
油
所
事
務
副
所
長
が
来
庁

さ
れ
、七
ヶ
浜
国
際
村
事
業
協
会
へ
地

域
の
芸
術
文
化
振
興
の
た
め
の
寄
附

金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。同
社
か
ら
は

長
年
に
わ
た
っ
て
寄
附
の
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
、町
の
様
々
な
文
化
事

業
・
国
際
交
流
事
業
の
展
開
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
国
際
村
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
Ｎ
ａ
Ｎ
ａ

５
９
３
１
の
発
展
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
、一
層
魅
力
あ
る
公
演
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ(

株)

は
、

こ
の
寄
附
金
の
他
、
様
々
な
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
活
動
を
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

七
ヶ
浜
の
未
来
へ
残
し
た
い
思

い
募
集
中
で
す
‼

　　現
在
、町
で
は
長
期
総
合
計
画
を
作
成
中

で
す
。こ
の
計
画
は
、町
民
の
皆
様
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
、よ
り
身
近
で
、見
て
み

た
い
！
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
心
が
け

て
作
成
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、次
の
２
つ

の
企
画
で
作
品
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
●

①
未
来
へ
残
し
た
い「
し
ち
が
は
ま
フ
ォ
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
プ

リ
か
ら
七
ヶ
浜
町
に
関
す
る
写
真
を
投
稿

（
投
稿
す
る
際
は
、＃
は
ま
つ
な
ぎ
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
）し
て
く
だ
さ
い
。●
②「
し
ち

が
は
ま
川
柳
」官
製
は
が
き
に
よ
り
、町
政

策
課
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
●
ど
ち
ら

も
、
11
月
30
日
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。皆

様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！



10
月
18
日
〜
24
日
は「
行
政
相
談
週

間
」で
す
！

　〜
行
政
に
関
す
る
困

り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
〜

　各
種
医
療
費
助
成
を
受
け
る
に
は
あ
ら
か

じ
め
「
受
給
者
証
」
の
登
録
が
必
要
で
す
。
ま

だ
登
録
が
お
済
み
で
な
い
方
は
申
請
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
子
ど
も
医
療
費

入
通
院
と
も
に
０
歳
児
か
ら
高
校
修
了
時

（
18
歳
の
年
度
末
）ま
で
の
方
に
医
療
費
の

自
己
負
担
額（
医
療
機
関
の
窓
口
負
担
分
）を

助
成
し
ま
す
。

※

昨
年
10
月
１
日
よ
り
所
得
制
限
が
無
く
な

　り
ま
し
た
。

●
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費

母
子
・
父
子
家
庭
の
児
童
（
18
歳
の
年
度

末
ま
で
）及
び
そ
の
児
童
を
扶
養
す
る
母
、父

に
医
療
費
の
自
己
負
担
額
（
医
療
機
関
の

窓
口
負
担
分
）
か
ら
１
レ
セ
プ
ト
ご
と
に

通
院
の
場
合
１
，０
０
０
円
、入
院
の
場
合

２
，
０
０
０
円
を
控
除
し
た
額
を
助
成
し

ま
す
。

※

た
だ
し
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
保
護
者

　等
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
は
助
成

　を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ

　い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
子
ど
も
未
来
課
ま
で

☎
357‐

７
４
５
４

　障
害
者(

児)

の
方
の
医
療
費
の
自
己
負
担

額
を
助
成
し
ま
す
。助
成
を
受
け
る
に
は
あ

ら
か
じ
め
「
受
給
者
証
」
の
登
録
が
必
要
で

各
種
医
療
費
助
成
の
手
続
き
は
お

済
み
で
す
か
？

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か
？

す
。ま
だ
登
録
が
お
済
み
で
な
い
方
は
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者

　身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、２
級

及
び
３
級(

内
部
障
害)

、療
育
手
帳
Ａ
、精

神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方
、特

別
児
童
扶
養
手
当
１
級
に
該
当
す
る
方
等

●
所
得
制
限

　本
人
、保
護
者
等
の
所
得
が

　一
定
額
以
上
の
場
合
は
、助
成
を
受
け
ら

　れ
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、健
康
福
祉
課
障
が
い

　福
祉
係
ま
で

　☎
357‐

７
４
４
９

　

  

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方
全
員
に
予
診
票
を

郵
送
し
て
お
り
ま
す
が
、接
種
に
つ
い
て
は

義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ご
自
身
の
体
調
を

考
慮
し
、か
か
り
つ
け
医
等
と
ご
相
談
の
上
、接

種
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、ワ
ク
チ
ン
が
不
足
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、お
早
め
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
町
民（
接
種
日
に
満
65
歳
以

上
で
あ
る
方
）

②
60
歳
か
ら
64
歳
の
町
民
で
心
臓
や
腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
、ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
が

あ
る
方（
予
診
票
発
行
の
際
に
医
師
の
診

断
書
ま
た
は
、身
体
障
害
者
手
帳（
概
ね
１

級
に
相
当
）の
写
し
等
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、健
康
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

●
実
施
期
間

　

　10
月
１
日
〜
令
和
４
年
１
月
31
日

●
自
己
負
担
額

　

　無
料

※

例
年
、
自
己
負
担
金
２
，
０
０
０
円
を

　い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
に

　限
り
接
種
費
用
の
全
額
を
町
で
負
担
い

　た
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　
　
　
　

①
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
無
料
で
接
種

　が
受
け
ら
れ
ま
す
。
接
種
の
際
は
、
予

　診
票
と
生
活
保
護
受
給
者
証
を
医
療
機

　関
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
公
費
負
担
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
実
施

　期
間
中
一
人
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
福
祉
課
健
康

増
進
係
ま
で

　
　☎
357‐

７
４
４
９

　　８
月
に
実
施
し
た
胃
が
ん
検
診
を
受
診

で
き
な
か
っ
た
方
に
対
し
、町
民
の
皆
様
の

健
康
増
進
を
図
る
た
め
、下
記
に
よ
り
胃
が

ん
検
診
の
追
加
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
者

　本
町
に
住
所
を
有
す
る
今
年

　度
35
歳
以
上
の
方
で
８
月
の
胃
が
ん
検

　診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
。

●
と

　き

　10
月
16
日（
土
）

　午
前
７
時
〜
９
時
30
分

●
と
こ
ろ

　母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

●
持
ち
物

　受
診
票
、
受
診
勧
奨
通
知
書
、

健
康
保
険
証
、
自
己
負
担
金(

金
額
は
配

布
し
た
受
診
票
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。)

役場代表番号

 議会事務局

 総　務　課

 防災対策室

 財政課(財政係)

（管財係）

政　策　課

復興推進室

教育総務課

建設課(管理係)

　　　　(建設係)

　産業課(水産商工係)

357-2111
357-7435
357-7436
357-7437
357-2115
357-7438
357-2117
357-7439
357-7440
357-7441
357-7442
357-7443

産業課(農政係)

町民生活課(戸籍住民係)
(国保年金係)
(環境生活係)

　地域包括支援センター
長寿社会課(介護保険係)

(地域福祉係)
健康福祉課

　会　計　課
　税務課（固定資産税係)

（住民税係)
町税等徴収特別対策室

357-7444
357-7445
357-7446
357-7455

357-7448
357-7449
357-7450
357-7451
357-7452
357-7453

766-8205
357-7920
357-5031
361-5911
366-0444
366-6141
357-4796
349-7781
357-6039
357-2216
357-4349

観光交流センター
アクアゆめクラブ
町民プール
給食センター
遠山保育所
まつぼっくり広場
あ さ ひ 園
社会福祉協議会
シルバー人材センター
七 ヶ 浜 交 番
七ヶ浜消防署

子ども未来課
子育て世代包括支援センター
子ども家庭総合支援拠点
子育て支援センター
水道事業所(上水道係)

　　　　　　(下水道係)
　　　　　　(施設係)
生涯学習センター
老人福祉センター「浜風」
歴史資料館
七ヶ浜国際村
アクアリーナ

357-7454

362-7731
357-7456
357-7457

357-3302
357-4976
365-5567
357-5931
357-7890

357-7458

357-7447357-7447

※お電話をお掛けになる際は、掛け間違えのないようお願いします。

公共機関等電話番号

※

申
し
込
み
さ
れ
た
方
で
８
月
の
検
診
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
方
に
は
未
受
診
勧
奨
通

知
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
た
め
以
下

の
こ
と
を
必
ず
ご
確
認
の
上
、
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

・
当
日
朝
の
体
温
を
受
診
票
に
記
入
。

※

記
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
受
診
を
お
断
り

し
ま
す
。ま
た
、
当
日
、
37
・
０
℃
以
上
の

熱
が
あ
る
方
は
当
日
の
受
診
を
お
断
り
い

た
し
ま
す
。ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副
反
応
等
で
熱
が
あ
る

方
は
、
熱
が
落
ち
着
い
た
際
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

・
検
診
会
場
で
の
マ
ス
ク
持
参
・
着
用

※

以
下
の
７
項
目
に
該
当
す
る
方
は
受
診
を

　お
断
り
す
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。

①
感
冒
症
状
・
発
熱
が
あ
る
方

②
強
い
倦
怠
感
・
息
苦
し
さ
が
あ
る
方

③
味
覚
、
嗅
覚
に
異
常
の
あ
る
方

④
４-

５
日
続
く
下
痢
等
の
消
化
器
症
状
の

　あ
る
方

⑤
２
週
間
以
内
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　染
者
や
感
染
疑
い
の
あ
る
者
と
濃
厚
接
触

　し
た
方

⑥
海
外
へ
の
渡
航
歴
の
あ
る
方

⑦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
措
法
に
基
づ
く

　緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
対
象
地
域

　へ
行
か
れ
た
方

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
福
祉
課
健
康
増

進
係
ま
で

　☎
357‐

７
４
４
９

　　年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金

の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が
一
定
基
準
以

下
の
年
金
受
給
者
を
支
援
す
る
た
め
に
年
金

　宮
城
県
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
の
相
談
員

が
、
役
場
に
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
と

　き

　10
月
13
日(

水)

及
び
10
月
27
日

　

(

水)

　午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
と
こ
ろ

　長
寿
社
会
課
窓
口

※

相
談
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
に

　て
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
長
寿
社
会
課
地
域
福

祉
係
ま
で

　☎
357‐

７
４
４
８

　総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
の
利
用
を

よ
り
一
層
促
進
す
る
た
め
、
こ
の
一
週
間
を

「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
、
全
国
一
斉
に

各
種
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

　行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
、

各
種
制
度
の
手
続
な
ど
に
関
し
、
困
っ
て
い

る
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
促
進
を
図
る
も
の
で

す
。
こ
の
週
間
に
ち
な
み
、
次
の
と
こ
ろ
で

も
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
と

　き

　10
月
19
日（
火
）、10
月
21
日

　

　（
木
）、

　10
月
22
日（
金
）

　全
日
午
前
10
時
〜
３
時

●
と
こ
ろ

　役
場
３
階
第
２
会
議
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
ま
で

　

☎
357‐

７
４
３
６

　児
童
手
当
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
出

生
や
転
入
等
に
よ
り
受
給
資
格
が
生
じ
た
場

合
は
、
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
令
和
３
年
度
の
支
給
予
定
日
は
左
記
の
と

　お
り
で
す
。

●
６
月
〜
９
月
分

　10
月
11
日(

月)

●
10
月
〜
１
月
分

　令
和
４
年
２
月
10
日

　（
木
）

●
２
月
〜
５
月
分

　令
和
４
年
６
月
10
日

　（
金
）

　な
お
、
６
月
に
案
内
し
て
い
る
現
況
届
の

提
出
が
無
い
方
は
、
今
月
以
降
の
支
払
い
が

一
時
差
し
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
（※

２
年
間
提
出
の
無

い
場
合
は
受
給
資
格
が
消
滅
し
ま
す
）
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
子
ど
も
未
来
課
ま
で

☎
357‐

７
４
５
４

　宮
城
県
で
は
、
賃
金
や
勤
務
時
間
な
ど
の

労
働
条
件
、
退
職
や
解
雇
な
ど
労
働
に
関
す

る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
県
民
の
方
か
ら

の
相
談
に
対
応
す
る
た
め
「
労
働
相
談
窓
口
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
祭
日
、
年
末
年

始
を
除
く
。
）
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　相
談
の
内
容
に
よ
り
、
他
の
適
切
な
機
関

の
情
報
提
供
や
県
労
働
委
員
会
が
行
う
「
個

別
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
」
の
紹
介
を
い
た

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
労
働
委
員
会

事
務
局
県
労
働
相
談
窓
口
ま
で

　

☎
214‐

１
４
５
０
（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。受

け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

ご
案
内
は
日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）

が
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
者

■
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
で

　次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

・
65
歳
以
上

・
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
が
非
課
税

・
年
金
収
入
と
そ
の
他
所
得
の
合
計
が
約

　88
万
円
以
下
の
方

■
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
年
金
を
受
給
し

　て
い
る
方
で

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
２
万
円
以
下
の
方

●
請
求
手
続
き

①
新
た
に
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方

・
対
象
に
な
る
方
に
は
、
８
月
下
旬
頃
か

　ら
、
請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ
を
送

　付
し
て
い
ま
す
。
同
封
の
は
が
き
（
請

　求
書
）
に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　令
和
４
年
１
月
４
日
ま
で
に
手
続
き
が

　完
了
し
ま
す
と
、
令
和
３
年
10
月
分
か

　ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で

　き
ま
す
。

②
年
金
を
受
給
し
始
め
る
方

・
年
金
の
請
求
の
手
続
き
と
併
せ
て
年
金

　事
務
所
等
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、仙
台
東
年
金
事
務
所

ま
で

　☎
257‐

６
１
１
１

ま
た
は
、『
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
』ま
で

　

☎
０
５
７
０‐

０
５‐

４
０
９
２
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高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種

令
和
３
年
度

　胃
が
ん
検
診
の
追

加
検
診

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
の

ご
案
内

生
活
保
護
の
相
談

児
童
手
当
の
支
給

労
働
相
談
窓
口
の
ご
案
内



10
月
18
日
〜
24
日
は「
行
政
相
談
週

間
」で
す
！

　〜
行
政
に
関
す
る
困

り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
〜

　各
種
医
療
費
助
成
を
受
け
る
に
は
あ
ら
か

じ
め
「
受
給
者
証
」
の
登
録
が
必
要
で
す
。
ま

だ
登
録
が
お
済
み
で
な
い
方
は
申
請
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
子
ど
も
医
療
費

入
通
院
と
も
に
０
歳
児
か
ら
高
校
修
了
時

（
18
歳
の
年
度
末
）ま
で
の
方
に
医
療
費
の

自
己
負
担
額（
医
療
機
関
の
窓
口
負
担
分
）を

助
成
し
ま
す
。

※

昨
年
10
月
１
日
よ
り
所
得
制
限
が
無
く
な

　り
ま
し
た
。

●
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費

母
子
・
父
子
家
庭
の
児
童
（
18
歳
の
年
度

末
ま
で
）及
び
そ
の
児
童
を
扶
養
す
る
母
、父

に
医
療
費
の
自
己
負
担
額
（
医
療
機
関
の

窓
口
負
担
分
）
か
ら
１
レ
セ
プ
ト
ご
と
に

通
院
の
場
合
１
，０
０
０
円
、入
院
の
場
合

２
，
０
０
０
円
を
控
除
し
た
額
を
助
成
し

ま
す
。

※

た
だ
し
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
保
護
者

　等
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
は
助
成

　を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ

　い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
子
ど
も
未
来
課
ま
で

☎
357‐

７
４
５
４

　障
害
者(

児)

の
方
の
医
療
費
の
自
己
負
担

額
を
助
成
し
ま
す
。助
成
を
受
け
る
に
は
あ

ら
か
じ
め
「
受
給
者
証
」
の
登
録
が
必
要
で

各
種
医
療
費
助
成
の
手
続
き
は
お

済
み
で
す
か
？

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か
？

す
。ま
だ
登
録
が
お
済
み
で
な
い
方
は
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者

　身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、２
級

及
び
３
級(

内
部
障
害)

、療
育
手
帳
Ａ
、精

神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方
、特

別
児
童
扶
養
手
当
１
級
に
該
当
す
る
方
等

●
所
得
制
限

　本
人
、保
護
者
等
の
所
得
が

　一
定
額
以
上
の
場
合
は
、助
成
を
受
け
ら

　れ
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、健
康
福
祉
課
障
が
い

　福
祉
係
ま
で

　☎
357‐

７
４
４
９

　

  

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方
全
員
に
予
診
票
を

郵
送
し
て
お
り
ま
す
が
、接
種
に
つ
い
て
は

義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ご
自
身
の
体
調
を

考
慮
し
、か
か
り
つ
け
医
等
と
ご
相
談
の
上
、接

種
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、ワ
ク
チ
ン
が
不
足
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、お
早
め
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
町
民（
接
種
日
に
満
65
歳
以

上
で
あ
る
方
）

②
60
歳
か
ら
64
歳
の
町
民
で
心
臓
や
腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
、ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
が

あ
る
方（
予
診
票
発
行
の
際
に
医
師
の
診

断
書
ま
た
は
、身
体
障
害
者
手
帳（
概
ね
１

級
に
相
当
）の
写
し
等
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、健
康
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

●
実
施
期
間

　

　10
月
１
日
〜
令
和
４
年
１
月
31
日

●
自
己
負
担
額

　

　無
料

※

例
年
、
自
己
負
担
金
２
，
０
０
０
円
を

　い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
に

　限
り
接
種
費
用
の
全
額
を
町
で
負
担
い

　た
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　
　
　
　

①
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
無
料
で
接
種

　が
受
け
ら
れ
ま
す
。
接
種
の
際
は
、
予

　診
票
と
生
活
保
護
受
給
者
証
を
医
療
機

　関
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
公
費
負
担
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
実
施

　期
間
中
一
人
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
福
祉
課
健
康

増
進
係
ま
で

　
　☎
357‐

７
４
４
９

　　８
月
に
実
施
し
た
胃
が
ん
検
診
を
受
診

で
き
な
か
っ
た
方
に
対
し
、町
民
の
皆
様
の

健
康
増
進
を
図
る
た
め
、下
記
に
よ
り
胃
が

ん
検
診
の
追
加
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
者

　本
町
に
住
所
を
有
す
る
今
年

　度
35
歳
以
上
の
方
で
８
月
の
胃
が
ん
検

　診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
。

●
と

　き

　10
月
16
日（
土
）

　午
前
７
時
〜
９
時
30
分

●
と
こ
ろ

　母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

●
持
ち
物

　受
診
票
、
受
診
勧
奨
通
知
書
、

健
康
保
険
証
、
自
己
負
担
金(

金
額
は
配

布
し
た
受
診
票
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。)

役場代表番号

 議会事務局

 総　務　課

 防災対策室

 財政課(財政係)

（管財係）

政　策　課

復興推進室

教育総務課

建設課(管理係)

　　　　(建設係)

　産業課(水産商工係)

357-2111
357-7435
357-7436
357-7437
357-2115
357-7438
357-2117
357-7439
357-7440
357-7441
357-7442
357-7443

産業課(農政係)

町民生活課(戸籍住民係)
(国保年金係)
(環境生活係)

　地域包括支援センター
長寿社会課(介護保険係)

(地域福祉係)
健康福祉課

　会　計　課
　税務課（固定資産税係)

（住民税係)
町税等徴収特別対策室

357-7444
357-7445
357-7446
357-7455

357-7448
357-7449
357-7450
357-7451
357-7452
357-7453

766-8205
357-7920
357-5031
361-5911
366-0444
366-6141
357-4796
349-7781
357-6039
357-2216
357-4349

観光交流センター
アクアゆめクラブ
町民プール
給食センター
遠山保育所
まつぼっくり広場
あ さ ひ 園
社会福祉協議会
シルバー人材センター
七 ヶ 浜 交 番
七ヶ浜消防署

子ども未来課
子育て世代包括支援センター
子ども家庭総合支援拠点
子育て支援センター
水道事業所(上水道係)

　　　　　　(下水道係)
　　　　　　(施設係)
生涯学習センター
老人福祉センター「浜風」
歴史資料館
七ヶ浜国際村
アクアリーナ

357-7454

362-7731
357-7456
357-7457

357-3302
357-4976
365-5567
357-5931
357-7890

357-7458

357-7447357-7447

※お電話をお掛けになる際は、掛け間違えのないようお願いします。

公共機関等電話番号

※

申
し
込
み
さ
れ
た
方
で
８
月
の
検
診
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
方
に
は
未
受
診
勧
奨
通

知
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
た
め
以
下

の
こ
と
を
必
ず
ご
確
認
の
上
、
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

・
当
日
朝
の
体
温
を
受
診
票
に
記
入
。

※

記
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
受
診
を
お
断
り

し
ま
す
。ま
た
、
当
日
、
37
・
０
℃
以
上
の

熱
が
あ
る
方
は
当
日
の
受
診
を
お
断
り
い

た
し
ま
す
。ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副
反
応
等
で
熱
が
あ
る

方
は
、
熱
が
落
ち
着
い
た
際
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

・
検
診
会
場
で
の
マ
ス
ク
持
参
・
着
用

※

以
下
の
７
項
目
に
該
当
す
る
方
は
受
診
を

　お
断
り
す
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。

①
感
冒
症
状
・
発
熱
が
あ
る
方

②
強
い
倦
怠
感
・
息
苦
し
さ
が
あ
る
方

③
味
覚
、
嗅
覚
に
異
常
の
あ
る
方

④
４-

５
日
続
く
下
痢
等
の
消
化
器
症
状
の

　あ
る
方

⑤
２
週
間
以
内
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　染
者
や
感
染
疑
い
の
あ
る
者
と
濃
厚
接
触

　し
た
方

⑥
海
外
へ
の
渡
航
歴
の
あ
る
方

⑦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
措
法
に
基
づ
く

　緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
対
象
地
域

　へ
行
か
れ
た
方

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
福
祉
課
健
康
増

進
係
ま
で

　☎
357‐

７
４
４
９

　　年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金

の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が
一
定
基
準
以

下
の
年
金
受
給
者
を
支
援
す
る
た
め
に
年
金

　宮
城
県
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
の
相
談
員

が
、
役
場
に
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
と

　き

　10
月
13
日(

水)

及
び
10
月
27
日

　

(

水)

　午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
と
こ
ろ

　長
寿
社
会
課
窓
口

※

相
談
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
に

　て
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
長
寿
社
会
課
地
域
福

祉
係
ま
で

　☎
357‐

７
４
４
８

　総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
の
利
用
を

よ
り
一
層
促
進
す
る
た
め
、
こ
の
一
週
間
を

「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
、
全
国
一
斉
に

各
種
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

　行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
、

各
種
制
度
の
手
続
な
ど
に
関
し
、
困
っ
て
い

る
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
促
進
を
図
る
も
の
で

す
。
こ
の
週
間
に
ち
な
み
、
次
の
と
こ
ろ
で

も
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
と

　き

　10
月
19
日（
火
）、10
月
21
日

　

　（
木
）、

　10
月
22
日（
金
）

　全
日
午
前
10
時
〜
３
時

●
と
こ
ろ

　役
場
３
階
第
２
会
議
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
ま
で

　

☎
357‐
７
４
３
６

　児
童
手
当
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
出

生
や
転
入
等
に
よ
り
受
給
資
格
が
生
じ
た
場

合
は
、
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
令
和
３
年
度
の
支
給
予
定
日
は
左
記
の
と

　お
り
で
す
。

●
６
月
〜
９
月
分

　10
月
11
日(

月)

●
10
月
〜
１
月
分

　令
和
４
年
２
月
10
日

　（
木
）

●
２
月
〜
５
月
分

　令
和
４
年
６
月
10
日

　（
金
）

　な
お
、
６
月
に
案
内
し
て
い
る
現
況
届
の

提
出
が
無
い
方
は
、
今
月
以
降
の
支
払
い
が

一
時
差
し
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
（※

２
年
間
提
出
の
無

い
場
合
は
受
給
資
格
が
消
滅
し
ま
す
）
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
子
ど
も
未
来
課
ま
で

☎
357‐

７
４
５
４

　宮
城
県
で
は
、
賃
金
や
勤
務
時
間
な
ど
の

労
働
条
件
、
退
職
や
解
雇
な
ど
労
働
に
関
す

る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
県
民
の
方
か
ら

の
相
談
に
対
応
す
る
た
め
「
労
働
相
談
窓
口
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
祭
日
、
年
末
年

始
を
除
く
。
）
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　相
談
の
内
容
に
よ
り
、
他
の
適
切
な
機
関

の
情
報
提
供
や
県
労
働
委
員
会
が
行
う
「
個

別
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
」
の
紹
介
を
い
た

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
労
働
委
員
会

事
務
局
県
労
働
相
談
窓
口
ま
で

　

☎
214‐

１
４
５
０
（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。受

け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

ご
案
内
は
日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）

が
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
者

■
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
で

　次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

・
65
歳
以
上

・
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
が
非
課
税

・
年
金
収
入
と
そ
の
他
所
得
の
合
計
が
約

　88
万
円
以
下
の
方

■
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
年
金
を
受
給
し

　て
い
る
方
で

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
２
万
円
以
下
の
方

●
請
求
手
続
き

①
新
た
に
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方

・
対
象
に
な
る
方
に
は
、
８
月
下
旬
頃
か

　ら
、
請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ
を
送

　付
し
て
い
ま
す
。
同
封
の
は
が
き
（
請

　求
書
）
に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　令
和
４
年
１
月
４
日
ま
で
に
手
続
き
が

　完
了
し
ま
す
と
、
令
和
３
年
10
月
分
か

　ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で

　き
ま
す
。

②
年
金
を
受
給
し
始
め
る
方

・
年
金
の
請
求
の
手
続
き
と
併
せ
て
年
金

　事
務
所
等
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、仙
台
東
年
金
事
務
所

ま
で

　☎
257‐

６
１
１
１

ま
た
は
、『
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
』ま
で

　

☎
０
５
７
０‐

０
５‐

４
０
９
２
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高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種

令
和
３
年
度

　胃
が
ん
検
診
の
追

加
検
診

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
の

ご
案
内

生
活
保
護
の
相
談

児
童
手
当
の
支
給

労
働
相
談
窓
口
の
ご
案
内



　「
宮
城
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
」
は
、
国
が
設
置
す
る
「
事
業
承
継
」
の

支
援
機
関
で
す
。商
工
会
で
は
、
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。「
秘
密
厳
守
」

「
相
談
無
料
」で
す
の
で
、
後
継
者
が
決
ま
っ

て
い
る
方
も
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
方

も
、「
事
業
承
継
」の
お
悩
み
は
是
非
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商

工
会
商
工
会

　多
賀
城
事
務
所

　

☎
365‐

７
８
３
０

　又
は
、
宮
城
県
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

☎
722‐

３
８
８
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　町
内
で
建
物
の
新
築
や
建
替
え
な
ど
の

現
状
を
変
え
る
工
事
を
計
画
さ
れ
て
い
る

方
は
、
計
画
地
が
埋
蔵
文
化
財(

遺
跡
や
貝

塚

)

、
特
別
名
勝
松
島
の
指
定
地
内
で
あ
る

か
ど
う
か
の
確
認
が
事
前
に
必
要
で
す
。

　工
事
計
画
地
が
こ
れ
ら
の
指
定
地
内
で

あ
る
場
合
は
、
事
前
に
文
化
財
関
係
の
申
請

手
続
き
や
現
地
調
査
な
ど
が
必
要
に
な
り

ま
す
。申
請
手
続
き
に
は
１
か
月
以
上
要
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
歴
史

資
料
館
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、歴
史
資
料
館
ま
で

　

「
事
業
承
継
」は
国
の
機
関
に
相
談
を

　台
風
な
ど
の
大
雨
に
よ
り
、
マ
ン
ホ
ー

ル
や
下
水
道
管
の
隙
間
か
ら
本
来
は
流
れ

込
ま
な
い
大
量
の
雨
水
が
流
入
す
る
と
、

マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
下
水
が
あ
ふ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
当
町
も
利
用
し
て
い
る
「
仙
塩

浄
化
セ
ン
タ
ー
」
に
処
理
能
力
を
超
え
る

下
水
が
流
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
時
的

に
ト
イ
レ
排
水
な
ど
の
汚
水
の
流
れ
が
悪

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　大
雨
の
時
は
、
被
害
を
避
け
る
た
め
に

も
一
度
に
多
く
の
水
を
流
さ
な
い
な
ど
、

利
用
者
の
み
な
さ
ま
に
は
無
理
の
な
い
節

水
を
心
掛
け
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
水
道
事
業
所
下
水

道
係
ま
で

　☎
357‐

７
４
５
７

（
月
曜
休
館
）

　☎
365‐

５
５
６
７

　

　七
ヶ
浜
町
戦
没
者
慰
霊
祭
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　祖
国
の
平
和
と
繁
栄
を
願
い
な
が
ら
家

族
の
将
来
に
想
い
を
は
せ
つ
つ
戦
死
さ
れ

た
七
ヶ
浜
町
出
身
者
の
御
霊
に
哀
悼
の
意

を
捧
げ
ま
す
。

　一
般
の
皆
様
も
ご
参
列
可
能
で
す
。

●
と

　き

　10
月
８
日（
金
）午
前
10
時

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
国
際
村
ホ
ー
ル

●
主
催

　七
ヶ
浜
町
遺
族
会

●
共
催

　七
ヶ
浜
町

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、七
ヶ
浜
町
遺
族
会
事

務
局（
役
場
長
寿
社
会
課
地
域
福
祉
係
）ま
で

　☎
357‐

７
４
４
８

　毎
年
10
月
は「
３
Ｒ
推
進
月
間
」で
す
。

　３
Ｒ
は
、R

e
d
u
ce

（
リ

デ

ュ

ー

ス
）、

R
e
u
se

（
リ
ユ
ー
ス
）、Re

cy
cle

（
リ
サ
イ
ク

ル
）
の
３
つ
の
頭
文
字
を
と
っ
た
言
葉
で
、

そ
の
意
味
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●R
e
d
u
ce

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　物
を
大
切
に
使
い
、ご
み
を
減
ら
す
こ
と

　で
す
。

・
買
い
物
を
す
る
と
き
は
マ
イ
バ
ッ
グ
や

　マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
持
参
す
る
。

・
ご
み
の
排
出
が
少
な
い
商
品
を
買
う
。

・
必
要
な
分
だ
け
買
う
。

●R
e
u
se

（
リ
ユ
ー
ス
）

　使
え
る
も
の
は
繰
り
返
し
使
う
こ
と
で

　す
。

・
詰
め
替
え
用
の
製
品
を
選
ぶ
。

・
い
ら
な
く
な
っ
た
物
を
譲
り
合
う
。

・
故
障
し
た
家
電
製
品
な
ど
は
、な
る
べ
く

　修
理
し
て
使
う
。

●R
e
cy
cle

（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　使
用
で
き
な
く
な
り
不
要
に
な
っ
た
も

　の
を
資
源
と
し
て
再
生
利
用
す
る
こ
と

　で
す
。

・
ご
み
を
正
し
く
分
別
す
る
。

・
ご
み
を
再
生
し
て
つ
く
ら
れ
た
製
品
を

　利
用
す
る
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、町
民
生
活
課
環
境
生

活
係
ま
で

　☎
357‐

７
４
５
５
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◆こんにちは地域包括支援センターです◆

　地域包括支援センターでは、高齢者の介護や健

康づくり、権利を守るための様々な相談をお受け

しています。今月は介護保険サービスの利用につ

いてお伝えします。

　疾病や認知症などで介護が必要になった場合、

要介護認定を受けて介護保険サービスを利用で

きます。

　地域包括支援センターではご家族の相談に乗

り、病院やケアマネジャー (※) などと連絡を取

り、自宅や施設で生活できるよう調整をします。

介護のことがわからない時には地域包括支援セ

ンターにご相談ください。

※ケアマネジャー ( 居宅介護支援事業所 )：ご本

人の　状況からサービスの必要性を判断して介

護支援計　画書を作成し、必要なサービスを紹介

する人。

◆お気軽にご参加ください！各地区介護予防教室◆

　各地区では、おおむね６５歳以上の方や介護予
防に関心のある方が参加できる『介護予防教室』
を避難所や公民分館で行っています。ダンベル体
操や軽い筋トレ、ストレッチ、
レクリエーション等を楽しく
行っています。地区の皆さん是
非ご参加ください。
●時間　午前１０時～正午

◆家族会カフェのご案内◆

　七ヶ浜町介護者家族の会では、在宅で介護をし

ているご家族の方が気楽に話し合える場を設けて

います。介護をしているご家族の皆さんや介護を

経験された方など、どなたでもお気軽にご参加く

ださい。

●と　き：１０月１３日（水）午後１時３０分～

　　　　　　　　　　　　　　 ３時３０分

●ところ：七ヶ浜町老人福祉センター『浜風』内『元気茶屋』

●内 容：栄養の話　参加費無料

各地区介護予防教室　１０月の日程

代)元気よがさきの会

湊)ひまわりの会 １３日、２７日(水)

松)はまぎく会 ７日、２１（木）、２７日(水)

菖)花菖蒲の会 １２日、１９日、２６日(火)

花)はなぶしまじゃらいん会 １４日、２１日、２８日(木)

４日、１８日(月)吉)さくらの会

１３日、２７日(水)

６日、２０日、２７日(水)東)すこやか明神会

４日、１８日、２５日(月)遠)あんしんウォーク

要・御)さわやかにぎにぎクラブ １１日、１８日、２５日(月)

境)浜楽会

遠)かぶとむしの会 ８日、２２日(金)

８日、２２日(金)

８日、２２日(金)

１４日、２８日(木)

５日、１２日、１９日、
２６日(火)

汐)悠々クラブ

汐南)しおさい南クラブ

亦)亦来会

１４日、２８日(木)笹)やまぼうしの会

お問い合わせは、長寿社会課地域包括支援センターまで　☎357-7447

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー だ よ り

「
身
近
な
と
こ
ろ
で
考
え
る
男
女
共
同
参

画
」
を
テ
ー
マ
に
男
女
共
同
参
画
と
は
何

か
を
学
び
ま
す
。

　今
、
男
女
は
平
等
か
。
最
近
の
社
会
の

流
れ
の
中
か
ら
、
新
聞
な
ど
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
具
体
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
今
何

が
問
題
か
考
え
ま
す
。

　ど
う
す
れ
ば
男
女
は
家
庭
、
職
場
、
地

域
で
よ
り
良
い
関
係
を
築
い
て
い
け
る
の

か
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
町
民
が
男
女
共
同

参
画
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
の
講
演
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

●
と

　き  

11
月
21
日（
日
）午
前
10
時

●
と
こ
ろ

　中
央
公
民
館

　大
会
議
室

●
募
集
人
数

　50
人
程
度（
要
申
込
）

●
参
加
費

　
　無
料

●
募
集
期
間

　10
月
１
日
（
金
）
〜
10
月
31

　日（
日
）

●
申
込
方
法

　電
話
ま
た
は
中
央
公
民
館

　に
直
接
来
館
し
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
中
央
公
民
館
ま
で

（
月
曜
休
館
）

　☎
357‐

３
３
０
２

七
ヶ
浜
町
戦
没
者
慰
霊
祭
の
開
催

の
ご
案
内

大
雨
時
に
は
節
水
の
ご
協
力
を

工
事
前
に
文
化
財
の
確
認
を

10
月
30
・
31
日
は
「
東
北
文
化
の

日
」

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
中
止

10
月
は「
３
Ｒ
推
進
月
間
」

男
女
共
同
参
画
推
進
普
及
啓
発
講

演
会
「
身
近
な
と
こ
ろ
で
考
え
る

男
女
共
同
参
画
」

　東
北
地
方
の
様
々
な
文
化
に
県
域
を
越

え
て
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
日
と
し
て

毎
年
10
月
の
最
終
土
日
を
「
東
北
文
化
の

日
」
と
し
て
い
ま
す
。「
東
北
文
化
の
日
」
か

ら
約
１
か
月
間
は
東
北
６
県
の
美
術
館
、博

物
館
な
ど
で
入
館
無
料
や
割
引
等
が
あ
り
、

講
演
会
や
文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。歴
史
資
料
館
で
配
布
し
て
い

る
専
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に
、各
地
の
文

化
や
歴
史
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

　に
よ
り
、
開
催
中
止
に
な
る
イ
ベ
ン
ト 

　や
施
設
が
あ
り
ま
す
の
で
、各
施
設
に
お

　問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、歴
史
資
料
館
ま
で

　

（
月
曜
休
館
）

　☎
365‐

５
５
６
７

　

　11
月
３
日
（
水
）
に
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
子
ど
も
会
育
成
会
主
催
の
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
と
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
の

地
震
被
害
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
公
民
館
ま
で

（
月
曜
休
館
）

　☎
357‐

３
３
０
２



　「
宮
城
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
」
は
、
国
が
設
置
す
る
「
事
業
承
継
」
の

支
援
機
関
で
す
。商
工
会
で
は
、
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。「
秘
密
厳
守
」

「
相
談
無
料
」で
す
の
で
、
後
継
者
が
決
ま
っ

て
い
る
方
も
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
方

も
、「
事
業
承
継
」の
お
悩
み
は
是
非
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商

工
会
商
工
会

　多
賀
城
事
務
所

　

☎
365‐

７
８
３
０

　又
は
、
宮
城
県
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

☎
722‐

３
８
８
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　町
内
で
建
物
の
新
築
や
建
替
え
な
ど
の

現
状
を
変
え
る
工
事
を
計
画
さ
れ
て
い
る

方
は
、
計
画
地
が
埋
蔵
文
化
財(

遺
跡
や
貝

塚

)

、
特
別
名
勝
松
島
の
指
定
地
内
で
あ
る

か
ど
う
か
の
確
認
が
事
前
に
必
要
で
す
。

　工
事
計
画
地
が
こ
れ
ら
の
指
定
地
内
で

あ
る
場
合
は
、
事
前
に
文
化
財
関
係
の
申
請

手
続
き
や
現
地
調
査
な
ど
が
必
要
に
な
り

ま
す
。申
請
手
続
き
に
は
１
か
月
以
上
要
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
歴
史

資
料
館
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、歴
史
資
料
館
ま
で

　

「
事
業
承
継
」は
国
の
機
関
に
相
談
を

　台
風
な
ど
の
大
雨
に
よ
り
、
マ
ン
ホ
ー

ル
や
下
水
道
管
の
隙
間
か
ら
本
来
は
流
れ

込
ま
な
い
大
量
の
雨
水
が
流
入
す
る
と
、

マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
下
水
が
あ
ふ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
当
町
も
利
用
し
て
い
る
「
仙
塩

浄
化
セ
ン
タ
ー
」
に
処
理
能
力
を
超
え
る

下
水
が
流
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
時
的

に
ト
イ
レ
排
水
な
ど
の
汚
水
の
流
れ
が
悪

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　大
雨
の
時
は
、
被
害
を
避
け
る
た
め
に

も
一
度
に
多
く
の
水
を
流
さ
な
い
な
ど
、

利
用
者
の
み
な
さ
ま
に
は
無
理
の
な
い
節

水
を
心
掛
け
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
水
道
事
業
所
下
水

道
係
ま
で

　☎
357‐
７
４
５
７

（
月
曜
休
館
）

　☎
365‐

５
５
６
７

　

　七
ヶ
浜
町
戦
没
者
慰
霊
祭
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　祖
国
の
平
和
と
繁
栄
を
願
い
な
が
ら
家

族
の
将
来
に
想
い
を
は
せ
つ
つ
戦
死
さ
れ

た
七
ヶ
浜
町
出
身
者
の
御
霊
に
哀
悼
の
意

を
捧
げ
ま
す
。

　一
般
の
皆
様
も
ご
参
列
可
能
で
す
。

●
と

　き

　10
月
８
日（
金
）午
前
10
時

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
国
際
村
ホ
ー
ル

●
主
催

　七
ヶ
浜
町
遺
族
会

●
共
催

　七
ヶ
浜
町

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、七
ヶ
浜
町
遺
族
会
事

務
局（
役
場
長
寿
社
会
課
地
域
福
祉
係
）ま
で

　☎
357‐

７
４
４
８

　毎
年
10
月
は「
３
Ｒ
推
進
月
間
」で
す
。

　３
Ｒ
は
、R

e
d
u
ce

（
リ

デ

ュ

ー

ス
）、

R
e
u
se

（
リ
ユ
ー
ス
）、Re

cy
cle

（
リ
サ
イ
ク

ル
）
の
３
つ
の
頭
文
字
を
と
っ
た
言
葉
で
、

そ
の
意
味
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●R
e
d
u
ce

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　物
を
大
切
に
使
い
、ご
み
を
減
ら
す
こ
と

　で
す
。

・
買
い
物
を
す
る
と
き
は
マ
イ
バ
ッ
グ
や

　マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
持
参
す
る
。

・
ご
み
の
排
出
が
少
な
い
商
品
を
買
う
。

・
必
要
な
分
だ
け
買
う
。

●R
e
u
se

（
リ
ユ
ー
ス
）

　使
え
る
も
の
は
繰
り
返
し
使
う
こ
と
で

　す
。

・
詰
め
替
え
用
の
製
品
を
選
ぶ
。

・
い
ら
な
く
な
っ
た
物
を
譲
り
合
う
。

・
故
障
し
た
家
電
製
品
な
ど
は
、な
る
べ
く

　修
理
し
て
使
う
。

●R
e
cy
cle

（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　使
用
で
き
な
く
な
り
不
要
に
な
っ
た
も

　の
を
資
源
と
し
て
再
生
利
用
す
る
こ
と

　で
す
。

・
ご
み
を
正
し
く
分
別
す
る
。

・
ご
み
を
再
生
し
て
つ
く
ら
れ
た
製
品
を

　利
用
す
る
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、町
民
生
活
課
環
境
生

活
係
ま
で

　☎
357‐

７
４
５
５
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◆こんにちは地域包括支援センターです◆

　地域包括支援センターでは、高齢者の介護や健

康づくり、権利を守るための様々な相談をお受け

しています。今月は介護保険サービスの利用につ

いてお伝えします。

　疾病や認知症などで介護が必要になった場合、

要介護認定を受けて介護保険サービスを利用で

きます。

　地域包括支援センターではご家族の相談に乗

り、病院やケアマネジャー (※) などと連絡を取

り、自宅や施設で生活できるよう調整をします。

介護のことがわからない時には地域包括支援セ

ンターにご相談ください。

※ケアマネジャー ( 居宅介護支援事業所 )：ご本

人の　状況からサービスの必要性を判断して介

護支援計　画書を作成し、必要なサービスを紹介

する人。

◆お気軽にご参加ください！各地区介護予防教室◆

　各地区では、おおむね６５歳以上の方や介護予
防に関心のある方が参加できる『介護予防教室』
を避難所や公民分館で行っています。ダンベル体
操や軽い筋トレ、ストレッチ、
レクリエーション等を楽しく
行っています。地区の皆さん是
非ご参加ください。
●時間　午前１０時～正午

◆家族会カフェのご案内◆

　七ヶ浜町介護者家族の会では、在宅で介護をし

ているご家族の方が気楽に話し合える場を設けて

います。介護をしているご家族の皆さんや介護を

経験された方など、どなたでもお気軽にご参加く

ださい。

●と　き：１０月１３日（水）午後１時３０分～

　　　　　　　　　　　　　　 ３時３０分

●ところ：七ヶ浜町老人福祉センター『浜風』内『元気茶屋』

●内 容：栄養の話　参加費無料

各地区介護予防教室　１０月の日程

代)元気よがさきの会

湊)ひまわりの会 １３日、２７日(水)

松)はまぎく会 ７日、２１（木）、２７日(水)

菖)花菖蒲の会 １２日、１９日、２６日(火)

花)はなぶしまじゃらいん会 １４日、２１日、２８日(木)

４日、１８日(月)吉)さくらの会

１３日、２７日(水)

６日、２０日、２７日(水)東)すこやか明神会

４日、１８日、２５日(月)遠)あんしんウォーク

要・御)さわやかにぎにぎクラブ １１日、１８日、２５日(月)

境)浜楽会

遠)かぶとむしの会 ８日、２２日(金)

８日、２２日(金)

８日、２２日(金)

１４日、２８日(木)

５日、１２日、１９日、
２６日(火)

汐)悠々クラブ

汐南)しおさい南クラブ

亦)亦来会

１４日、２８日(木)笹)やまぼうしの会

お問い合わせは、長寿社会課地域包括支援センターまで　☎357-7447

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー だ よ り

「
身
近
な
と
こ
ろ
で
考
え
る
男
女
共
同
参

画
」
を
テ
ー
マ
に
男
女
共
同
参
画
と
は
何

か
を
学
び
ま
す
。

　今
、
男
女
は
平
等
か
。
最
近
の
社
会
の

流
れ
の
中
か
ら
、
新
聞
な
ど
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
具
体
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
今
何

が
問
題
か
考
え
ま
す
。

　ど
う
す
れ
ば
男
女
は
家
庭
、
職
場
、
地

域
で
よ
り
良
い
関
係
を
築
い
て
い
け
る
の

か
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
町
民
が
男
女
共
同

参
画
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
の
講
演
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

●
と

　き  

11
月
21
日（
日
）午
前
10
時

●
と
こ
ろ

　中
央
公
民
館

　大
会
議
室

●
募
集
人
数

　50
人
程
度（
要
申
込
）

●
参
加
費

　
　無
料

●
募
集
期
間

　10
月
１
日
（
金
）
〜
10
月
31

　日（
日
）

●
申
込
方
法

　電
話
ま
た
は
中
央
公
民
館

　に
直
接
来
館
し
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
中
央
公
民
館
ま
で

（
月
曜
休
館
）

　☎
357‐

３
３
０
２

七
ヶ
浜
町
戦
没
者
慰
霊
祭
の
開
催

の
ご
案
内

大
雨
時
に
は
節
水
の
ご
協
力
を

工
事
前
に
文
化
財
の
確
認
を

10
月
30
・
31
日
は
「
東
北
文
化
の

日
」

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
中
止

10
月
は「
３
Ｒ
推
進
月
間
」

男
女
共
同
参
画
推
進
普
及
啓
発
講

演
会
「
身
近
な
と
こ
ろ
で
考
え
る

男
女
共
同
参
画
」

　東
北
地
方
の
様
々
な
文
化
に
県
域
を
越

え
て
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
日
と
し
て

毎
年
10
月
の
最
終
土
日
を
「
東
北
文
化
の

日
」
と
し
て
い
ま
す
。「
東
北
文
化
の
日
」
か

ら
約
１
か
月
間
は
東
北
６
県
の
美
術
館
、博

物
館
な
ど
で
入
館
無
料
や
割
引
等
が
あ
り
、

講
演
会
や
文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。歴
史
資
料
館
で
配
布
し
て
い

る
専
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に
、各
地
の
文

化
や
歴
史
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

　に
よ
り
、
開
催
中
止
に
な
る
イ
ベ
ン
ト 

　や
施
設
が
あ
り
ま
す
の
で
、各
施
設
に
お

　問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、歴
史
資
料
館
ま
で

　

（
月
曜
休
館
）

　☎
365‐
５
５
６
７

　

　11
月
３
日
（
水
）
に
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
子
ど
も
会
育
成
会
主
催
の
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
と
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
の

地
震
被
害
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
公
民
館
ま
で

（
月
曜
休
館
）

　☎
357‐

３
３
０
２



宮
城
県
立
仙
台
高
等
技
術
専
門
校

入
学
生
募
集

　令
和
３
年
度
第
２
回
の
危
険
物
取
扱
者

試
験
が
11
月
21
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
乙
種
第
４
類
の
受
験
者
を
対
象

に
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
を
次

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
と

　き

　10
月
21
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

　午
後
４
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ

　多
賀
城
消
防
署

　会
議
室
（
多

　賀
城
市
八
幡
字
一
本
柳
１
１
７
番
地
の

　17
）

●
受
付
期
間

　９
月
30
日
（
木
）
〜
10
月
14

　日（
木
）

●
受
講
定
員

　50
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　め
切
り
ま
す
）

●
申
込
場
所

　塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

　消
防
本
部
予
防
課

●
テ
キ
ス
ト
代

　２
，３
０
０
円

　（
申
込
時
に
お
支
払
い
下
さ
い
）

※

会
場
に
は
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

　に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

　す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
の
返
金
は
で
き
ま
せ

　ん
。何
卒
ご
了
承
願
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
地
区
防
災
安
全

協
会
ま
で
（
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
予
防

課
内
）  

☎
361‐

１
６
１
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
対
象
者

　高
等
学
校
の
卒
業
者（
卒
業
見

込
み
の
者
を
含
む
）及
び
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
者

●
募
集
人
数

　各
科
10
〜
20
人
程
度

・
１
年
過
程
：
電
気
科
、設
備
工
事
科
等

・
２
年
過
程
：
機
械
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
、電

　気
制
御
シ
ス
テ
ム
科
、自
動
車
整
備
科

●
日
時

　12
月
10
日（
金
）

　【
学
科
・
面
接
】

●
出
願
期
間

　11
月
８
日（
月
）〜
26
日 

（
金
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、宮
城
県
立
仙
台
高
等

技
術
専
門
校
ま
で

　☎
258‐

１
１
５
１

　士
業
専
門
家
が
連
携
し
、生
活
に
関
連
す

る
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。（
参
加
予
定

専
門
家
：
税
理
士
、建
築
士
、行
政
書
士
等
）

●
と

　き

　10
月
22
日
（
金
）
午
前
10
時

　

　〜
午
後
４
時

●
と
こ
ろ

　イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
利
府
北
館

　２
階
北
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ト（
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ

　会
前
）

●
費
用

　無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、宮
城
県
行
政
書
士
会

ま
で

　
　☎
261‐

６
７
６
８
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令
和
４
年
成
人
式
開
催

第
36
回
町
民
綱
引
き
大
会
の
中
止

く
ら
し
の
な
ん
で
も
相
談
会

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

の
開
催

　11
月
28
日
（
日
）
に
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
第
36
回
町
民
綱
引
き
大
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

と
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
の
地
震
被
害
の
影
響
に

よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、中
央
公
民
館
ま
で

（
月
曜
休
館
）

　☎
357‐

３
３
０
２

●
と

　き

　令
和
４
年
１
月
９
日
（
日
）

　受
付

　午
前
９
時
45
分
〜

　

　式
典

　午
前
10
時
30
分
〜

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

　よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
と
こ
ろ

　国
際
村
ホ
ー
ル

●
対
象
者

　平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成

　14
年
４
月
１
日
出
生
で
、
次
の
い
ず
れ

　か
に
該
当
す
る
方
。

①
七
ヶ
浜
町
に
住
所
を
有
す
る
方
。

②
過
去
に
七
ヶ
浜
町
に
住
所
を
有
し
た
方
。

③
令
和
３
年
12
月
１
日
以
降
に
転
入
し
た
方
。

●
そ
の
他

　①
の
方
に
は
、
12
月
中
旬
ご

　ろ
案
内
状
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　
　②
ま
た
は
、
令
和
３
年
12
月
１
日
以
降

　に
転
入
し
た
方
で
参
加
を
希
望
な
さ
る
方

　は
、
中
央
公
民
館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
公
民
館
ま
で

（
月
曜
休
館
）

　☎
357‐

３
３
０
２

危険物取
扱者免状

氏名 本籍地
凸凹　道

夫

生年月日
○○▽年▽

月▽日
◇◇◇◇◇

写真の
書換え

は

○○▽年

◇◇◇◇

◇◇◇◇
◇

▽月▽日
まで

◇◇◇◇ ◇◇◇◇

種類等

甲種

乙種1類

乙種 4類

乙種 3類

乙種 2
類

乙種 5類

乙種 6類

◇◇◇◇
◇◇◇◇

◇◇◇◇

丙種

交付年月日
交付番号

交付知事

◆マタニティーヨガ◆

　妊婦さん向けのやさしいヨガです。動きやすい服装で、バ

スタオル、飲み物を持参ください。

　●と　き　１０月４日（月）午後１時 15 分～４5 分

　※時間内であればフリーで参加できます。

◆英語で Dancing◆

　 国際交流員と一緒に英語の歌やダンスなどして親子で

あそびましょう。英語に身近に触れることで子ども達の英

語耳を育てます。お父さん、お母さんも自己研磨にいかがで

すか。対象は０歳から未就学児です。

　●と　き　１０月６日 ( 水 )、１８日（月）

　　　　　　両日午前１０時３０分～１１時

　※時間内であればフリーで参加できます。

◆親子ヨガ◆

　親子で一緒に楽しめる簡単なヨガです。遊び感覚で楽し

みしょう。動きやすい服装で、バスタオル、飲み物を持参く

ださい。

　●と　き　１０月１１日（月）午前10時30分～１１時、

　　　　　　 午後３時 30 分～４時

◆つかってくだサイクル◆

　お家で眠っている子供用品（服、玩具等）を持ち寄り、交換

する会です。時間内に自由に持込・持ち帰りしてください。

持込は、再利用可能なものでお願いします。

　●と　き　１０月１３日（水）午前１０時～午後４時

◆アロマの小部屋◆

　子育てにお疲れのママ達への、癒しのひと時です。ハンド

マッサージの他、アロマクラフト作りも楽しめます。

　●と　き　１０月１８日（月）午前１０時３０分～１２時

◆ママお茶会◆

　その場でたてた抹茶と和菓子で、お茶タイムをしましょ

う。先着１０組

　●と　き　１０月２０日（水）午前１０時～１１時

◆ぽかぽかほっこりの会◆

　昔から伝わるわらべ歌をお母さんのやさしい声で子ども

に伝えていきましょう。

　●と　き　１０月２１日（木）午前１０時３０分～１１時

お問い合わせ・参加予約等は、子育て支援センターまで　☎362-7731

子育て支援センター事業案内子育て支援センター事業案内子育て支援センター事業案内

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、行事を中止する場合
がありますので、事前にお問い合わせください。

　しつけに一生懸命になるあまり、子どもの言動にいちいち指

示したり注意したりするのが、口だしお母さん。可愛さのあま

り、子どもの言動をすべて受入れるのが、いいなりお母さん。み

なさん、心当たりありませんか。どちらも一長一短あり、度が過

ぎると子どもの健やかな成長の妨げになります。特にいいなり

お母さんは、子どもに言い聞かせたり、叱ったりするストレス

がなく、子どもの機嫌も保てるので、親は楽ですが、我儘な子ど

もになりがちなので要注意です。そこで、ワンポイントアドバ

イス。「事前に、家庭の中でしてはいけない事を、ルールとして

決めておきましょう。」( 例えば他の人に意地悪をする、危害を

加える、危険なことをする、など。) その場面になった時に、親

は迷わず対応できるし、子どもも善悪の区別がつきやすくなり

ます。子どもの気持に寄り添いながら、ここぞという時の厳し

さを持って、いいなりお母さんから脱却しましょう。

『いいなりお母さんに注意』

お問い合わせは、子ども未来課まで　☎３５７ー７４５４

令和４年度保育所及び認定こども園入所 (園 ) 児童募集【新規入所 (園 )】

　令和４年４月以降、入所 ( 園 ) を希望される児童の入所 ( 園 ) 申込に関する資料を配布します。
●対象児童
　　平成２８年４月２日から令和３年１０月１日までの間に生まれた児童
●申込要件
　　児童の保護者が就労等 ( 町が定める基準 ) により保育が困難な場合
●施設

※1　令和４年春開所予定
※2　重複してお申し込みすることはできませんのでご了承ください。
※3　各施設クラス年齢に定員があります。
●お問い合わせは、七ヶ浜町子ども未来課または認定こども園まで　
　①、②七ヶ浜町子ども未来課　 ☎３５７－７４５４
　③認定こども園遠山保育園　   ☎３８５－５０９０
　④認定こども園汐見台保育園　☎７６２－７４２０

◆あそぼ・あそぼ◆
　ハロウィングッズ作りをします。８月から１０月生まれの
お誕生日会もあります。
　●と　き　１０月２２日（金）午前１０時～１１時

◆国際交流員とあそぼう◆
　今回は、ハロウィンにちなんだ内容です。お楽しみに！！
　●と　き　１０月２８日（木）午後３時 30 分～４時 30 分
　　　　　＊時間内であればフリーで参加できます。

◆焼き芋会◆
　園庭で火をおこし、焼き芋を作ります！
　●と　き　１０月２９日（金）午前１０時～１１時 30 分
　※参加希望の方は２６日（火）までお申し込みください。

◆みんなで遊べる「すまいる広場」◆
　子育て支援センターを開放します。お子さんと一緒に、自由
に遊べる広場で、お母さん同士の情報交換、仲間作りの場にも
なっています。また、保育士が子育ての相談に応じています。
おじいちゃん、おばあちゃん、地域の方々も気軽に遊びに来て
ください。晴れた日はお散歩や、園庭で畑作業をします。
　●と　き　平日午前 9 時～午後５時

① ②※1 ③ ④

遠山保育所 あい保育園 認定こども園 認定こども園

汐見台（仮称） 遠山保育園 汐見台保育園

申込書等配布 11月1日(月)～ 11月1日(月)～ 10月1日(金)～ 10月1日(金)～

申込受付期間 11月24日(水) 11月24日(水) 11月1日(月) 11月1日(月)
※土、日、
　祝日を除く ～12月10日(金) ～12月10日(金) ～19日(金) ～19日(金)

七ヶ浜町 七ヶ浜町 認定こども園 認定こども園

子ども未来課 子ども未来課 遠山保育園 汐見台保育園

募集人数※3 15名程度 60名程度 25名程度 30名程度

内容

申込先※2



宮
城
県
立
仙
台
高
等
技
術
専
門
校

入
学
生
募
集

　令
和
３
年
度
第
２
回
の
危
険
物
取
扱
者

試
験
が
11
月
21
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
乙
種
第
４
類
の
受
験
者
を
対
象

に
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
を
次

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
と

　き

　10
月
21
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

　午
後
４
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ

　多
賀
城
消
防
署

　会
議
室
（
多

　賀
城
市
八
幡
字
一
本
柳
１
１
７
番
地
の

　17
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●
受
付
期
間

　９
月
30
日
（
木
）
〜
10
月
14

　日（
木
）

●
受
講
定
員

　50
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
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切
り
ま
す
）

●
申
込
場
所
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釜
地
区
消
防
事
務
組
合

　消
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部
予
防
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●
テ
キ
ス
ト
代

　２
，３
０
０
円
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申
込
時
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支
払
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さ
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会
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に
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ご
ざ
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。
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◆マタニティーヨガ◆

　妊婦さん向けのやさしいヨガです。動きやすい服装で、バ

スタオル、飲み物を持参ください。

　●と　き　１０月４日（月）午後１時 15 分～４5 分

　※時間内であればフリーで参加できます。

◆英語で Dancing◆

　 国際交流員と一緒に英語の歌やダンスなどして親子で

あそびましょう。英語に身近に触れることで子ども達の英

語耳を育てます。お父さん、お母さんも自己研磨にいかがで

すか。対象は０歳から未就学児です。

　●と　き　１０月６日 ( 水 )、１８日（月）

　　　　　　両日午前１０時３０分～１１時

　※時間内であればフリーで参加できます。

◆親子ヨガ◆

　親子で一緒に楽しめる簡単なヨガです。遊び感覚で楽し

みしょう。動きやすい服装で、バスタオル、飲み物を持参く

ださい。

　●と　き　１０月１１日（月）午前10時30分～１１時、

　　　　　　 午後３時 30 分～４時

◆つかってくだサイクル◆

　お家で眠っている子供用品（服、玩具等）を持ち寄り、交換

する会です。時間内に自由に持込・持ち帰りしてください。

持込は、再利用可能なものでお願いします。

　●と　き　１０月１３日（水）午前１０時～午後４時

◆アロマの小部屋◆

　子育てにお疲れのママ達への、癒しのひと時です。ハンド

マッサージの他、アロマクラフト作りも楽しめます。

　●と　き　１０月１８日（月）午前１０時３０分～１２時

◆ママお茶会◆

　その場でたてた抹茶と和菓子で、お茶タイムをしましょ

う。先着１０組

　●と　き　１０月２０日（水）午前１０時～１１時

◆ぽかぽかほっこりの会◆

　昔から伝わるわらべ歌をお母さんのやさしい声で子ども

に伝えていきましょう。

　●と　き　１０月２１日（木）午前１０時３０分～１１時

お問い合わせ・参加予約等は、子育て支援センターまで　☎362-7731

子育て支援センター事業案内子育て支援センター事業案内子育て支援センター事業案内

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、行事を中止する場合
がありますので、事前にお問い合わせください。

　しつけに一生懸命になるあまり、子どもの言動にいちいち指

示したり注意したりするのが、口だしお母さん。可愛さのあま

り、子どもの言動をすべて受入れるのが、いいなりお母さん。み

なさん、心当たりありませんか。どちらも一長一短あり、度が過

ぎると子どもの健やかな成長の妨げになります。特にいいなり

お母さんは、子どもに言い聞かせたり、叱ったりするストレス

がなく、子どもの機嫌も保てるので、親は楽ですが、我儘な子ど

もになりがちなので要注意です。そこで、ワンポイントアドバ

イス。「事前に、家庭の中でしてはいけない事を、ルールとして

決めておきましょう。」( 例えば他の人に意地悪をする、危害を

加える、危険なことをする、など。) その場面になった時に、親

は迷わず対応できるし、子どもも善悪の区別がつきやすくなり

ます。子どもの気持に寄り添いながら、ここぞという時の厳し

さを持って、いいなりお母さんから脱却しましょう。

『いいなりお母さんに注意』

お問い合わせは、子ども未来課まで　☎３５７ー７４５４

令和４年度保育所及び認定こども園入所 (園 ) 児童募集【新規入所 (園 )】

　令和４年４月以降、入所 ( 園 ) を希望される児童の入所 ( 園 ) 申込に関する資料を配布します。
●対象児童
　　平成２８年４月２日から令和３年１０月１日までの間に生まれた児童
●申込要件
　　児童の保護者が就労等 ( 町が定める基準 ) により保育が困難な場合
●施設

※1　令和４年春開所予定
※2　重複してお申し込みすることはできませんのでご了承ください。
※3　各施設クラス年齢に定員があります。
●お問い合わせは、七ヶ浜町子ども未来課または認定こども園まで　
　①、②七ヶ浜町子ども未来課　 ☎３５７－７４５４
　③認定こども園遠山保育園　   ☎３８５－５０９０
　④認定こども園汐見台保育園　☎７６２－７４２０

◆あそぼ・あそぼ◆
　ハロウィングッズ作りをします。８月から１０月生まれの
お誕生日会もあります。
　●と　き　１０月２２日（金）午前１０時～１１時

◆国際交流員とあそぼう◆
　今回は、ハロウィンにちなんだ内容です。お楽しみに！！
　●と　き　１０月２８日（木）午後３時 30 分～４時 30 分
　　　　　＊時間内であればフリーで参加できます。

◆焼き芋会◆
　園庭で火をおこし、焼き芋を作ります！
　●と　き　１０月２９日（金）午前１０時～１１時 30 分
　※参加希望の方は２６日（火）までお申し込みください。

◆みんなで遊べる「すまいる広場」◆
　子育て支援センターを開放します。お子さんと一緒に、自由
に遊べる広場で、お母さん同士の情報交換、仲間作りの場にも
なっています。また、保育士が子育ての相談に応じています。
おじいちゃん、おばあちゃん、地域の方々も気軽に遊びに来て
ください。晴れた日はお散歩や、園庭で畑作業をします。
　●と　き　平日午前 9 時～午後５時

① ②※1 ③ ④

遠山保育所 あい保育園 認定こども園 認定こども園

汐見台（仮称） 遠山保育園 汐見台保育園

申込書等配布 11月1日(月)～ 11月1日(月)～ 10月1日(金)～ 10月1日(金)～

申込受付期間 11月24日(水) 11月24日(水) 11月1日(月) 11月1日(月)
※土、日、
　祝日を除く ～12月10日(金) ～12月10日(金) ～19日(金) ～19日(金)

七ヶ浜町 七ヶ浜町 認定こども園 認定こども園

子ども未来課 子ども未来課 遠山保育園 汐見台保育園

募集人数※3 15名程度 60名程度 25名程度 30名程度

内容

申込先※2



受付／午前9時～午後3時

七ヶ浜町菖蒲田浜字林合55-1
松島町松島字普賢堂2-11
利府町加瀬字十三塚107-1
塩釜市宮町3-19
多賀城市浮島1-12-10
利府町青葉台3-1-85
塩釜市泉沢町17-15
塩釜市港町2-5-12
利府町しらかし台2-12-2
塩釜市南町5-10

汐見台歯科医院
松島医療生協松島海岸診療所(歯科）
鈴木歯科医院
大平デンタルクリニック
浮島歯科クリニック
刀根歯科医院
泉沢歯科医院
川村歯科医院
広沢歯科
郷家第三歯科医院

10/3
10
17
24
31

11/3
7

14
21
23

357-5603
353-2717
356-5420
366-7425
368-2201
356-7555
363-2306
362-1516
356-5127
362-4571

町の面積　　  13.19km2 (H26.10.1国土地理院より)

町木　 クロマツ　　　　 町花　 ハマギク

姉妹都市　アメリカ・マサチューセッツ州プリマス

友好の町　　　　　　　　　　 山形県朝日町

パートナーシティ　　　　　　 神奈川県鎌倉市

９月１日現在の人口（前月比） ※外国人含む

火曜日・木曜日

お問い合わせは、老人福祉センター「浜風」まで　☎357-4976

新鮮な旬の食材を取り揃え、楽しいイベントや特設
コーナーも用意してお待ちしております。

お問い合わせは、七の市実行委員会まで  
☎ 070-5099-7337

●と　き　１０月３１日（日）午前８時～正午
●ところ　花渕浜多目的広場
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止になる
　場合があります。

「七の市」開催

美味しい七ヶ浜の味覚を
この機会に！

お問い合わせは、七ヶ浜国際村まで　　☎357-5931　✉kokusai@shichigahama.com

      Mさん ： あらっ、サンちゃんじゃない？歩いて家に帰っているようだけど・・・どうしてそのゴミ袋を持ってい

るの？

サンちゃん ： これ？今日はトラッシュ・チューズデーだからね！

　　　Mさん ： トラッシュ・チューズデー？ゴミの火曜日？それって何？

サンちゃん ： 昨年からアメリカで流行っている環境保護のトレンドだよ！毎週火曜日に、出かける予定があればゴミ

袋を持って行って、歩きながら道に落ちているゴミを拾って、持ち帰る活動だよ。

　　　Mさん ： それがアメリカで流行っているのね！ Good idea!

サンちゃん ： そうだよ、コロナ禍での寂しさに対する活動として、マスクを着用しながら友達と外で一緒に過ごせる方

法だね。それに、友達や家族と活動すれば全部のゴミを 1 人で背負わずにできる。

　　　Mさん ： なるほど！だけど日本の道には、あまりゴミが落ちてないんじゃない？

サンちゃん ： それはそうだね！でも、ごみがあることはある。特にこの自然が豊かな七ヶ浜でゴミをポイ捨てすること

は、植物にも動物にも被害を与えて、その被害が町に広まって大変なことになる。だから、みんなで七ヶ浜

を綺麗にしていこう！

　　　Mさん ： 分かった！確かにゴミがないように見えても、よく見れば道にゴミがあるね。じゃあ私もトラッシュ・

チューズデーをやってみようかな！

サンちゃん ： 本当に？良かった！じゃあこの余っている袋をどうぞ！

Trush Tuesday

サンティと一緒にあそぼう！１０月は「ハロウィン」です。みんなあそびに来てね！

●と　き　１０月２８日（木）午後３時３０分～４時３０分

●ところ　子育て支援センター

●対　象　幼稚園児～小学校低学年

サンティと一緒に有名な海外の歌やダンスをします。サンティと思いっきり踊ろう！

●と　き　１０月６日（水）、１８日（月）　午前１０時３０分～１１時

●ところ　子育て支援センター

●対　象　未就学児を主な対象としますが、お兄ちゃん、お姉ちゃんの参加も大歓迎です。

　

 

※新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い、事業が中止または延期になる場合があります。新型コロナウイルス感 

　染拡大防止に伴う町からのお知らせは、町ホームページに随時掲載しますので、ご確認ください。

★国際交流員とあそぼう！★

　★英語でDancing ！★

サンちゃんの

開館時間　午前9時～午後4時　

入浴時間　女性:午前10時～10時45分、男性:午前11時～11時45分

　　　　　※土･日･祝日と休館日は入浴できません。

休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日休館）

持参する物　浴用タオル、昼食

◆送迎利用について

　令和３年３月で町のバスによる送迎は終了となりました。

　町民バス「ぐるりんこ」を利用し「浜風」へ来館

いただいた方に、町民バス「ぐるりんこ」の回数券

を配布しますので、ご利用ください。

※回数券ご利用の方は、老人福祉センター「浜風」

への利用登録が必要となります。

※利用券の配布は、週２往復分を限度といたします。

※ご不明な点は、お問い合わせください。

お問い合わせは、老人福祉センター「浜風」まで　☎357-4976

10 月 17 日 ( 日 ) に開催する予定でした「第 23 回ふれ
あい広場あさひ園祭り」は、新型コロナウイルス感染
拡大防止の観点から中止となります。

お問い合わせは、あさひ園　菊地まで　☎357-4796

「あさひ園祭り」を中止します

※お問い合わせは、塩釜保健所まで　　363-5505

　飼えなくなった犬や
猫の引き取りの相談を
塩釜保健所で行ってい
ます。相談については、
塩釜保健所までお問い
合わせください。

　住宅用火災警報器は、消防法で設
置が義務付けられています。
　実際に火災が起きた時に備え、設
置・点検をお願いします。

お問い合わせは、七ヶ浜消防署まで　☎357-4349

七ヶ浜消防署からのお知らせ

広報しちがはま 2021.10. 1● 2021 ●広報しちがはま 2021.10. 1

老人福祉センター

世帯数　　　     6,797（　2）    　　転入    43

　男   　　　     9,152（　-7）    　　転出    43

　女   　　　     9,159（　-8）    　　出生    　2 

　計   　 　　  18,311（-15）    　　死亡    17

とき 行事名 ところ 受付時間 対象・内容

10/5 BCG
母子健康

センター

10:00～

10:15

R3.3.4～R3.5.5　生まれのお子さ

ん。

14
1歳児

健康相談

子育て支援

センター

個別にお知

らせします

R2.9.1～R2.10.31　生まれのお子

さん。

18
乳児

健康診査

母子健康

センター
〃

R3.5.31～R3.7.18　生まれのお子

さん。

20
3歳児

健康診査
〃 〃

H30.3.15～H30.4.20　 生 ま れ の

お子さん。

27

母子健康

手帳交付

子育て支援

センター
9:30～11:30

妊娠届とマイナンバーが確認で

きるもの（注１）をお持ちくださ

い。

すこやか

健康相談
(マタニティ～キッズ)

〃 〃 母子健康手帳をお持ちください。

（注1）マイナンバーカードもしくは、通知カード（記載事項に訂正がないもの）

や住民票（マイナンバー記載のもの）と顔写真つき公的証明書。

（注2）新型コロナウイルス感染症の影響により、対象者や日程が変更となる場

合があります。対象者には個別にお知らせします。

＊お問い合わせは、子ども未来課まで　　☎357-7454

健康カレンダー
※お子さんの健康診査・健康相談・予防接種を受ける
　際には、必ず母子健康手帳をご持参ください。
※当日ご都合の悪い方は、事前にご連絡ください。



受付／午前9時～午後3時

七ヶ浜町菖蒲田浜字林合55-1
松島町松島字普賢堂2-11
利府町加瀬字十三塚107-1
塩釜市宮町3-19
多賀城市浮島1-12-10
利府町青葉台3-1-85
塩釜市泉沢町17-15
塩釜市港町2-5-12
利府町しらかし台2-12-2
塩釜市南町5-10

汐見台歯科医院
松島医療生協松島海岸診療所(歯科）
鈴木歯科医院
大平デンタルクリニック
浮島歯科クリニック
刀根歯科医院
泉沢歯科医院
川村歯科医院
広沢歯科
郷家第三歯科医院

10/3
10
17
24
31

11/3
7

14
21
23

357-5603
353-2717
356-5420
366-7425
368-2201
356-7555
363-2306
362-1516
356-5127
362-4571

町の面積　　  13.19km2 (H26.10.1国土地理院より)

町木　 クロマツ　　　　 町花　 ハマギク

姉妹都市　アメリカ・マサチューセッツ州プリマス

友好の町　　　　　　　　　　 山形県朝日町

パートナーシティ　　　　　　 神奈川県鎌倉市

９月１日現在の人口（前月比） ※外国人含む

火曜日・木曜日

お問い合わせは、老人福祉センター「浜風」まで　☎357-4976

新鮮な旬の食材を取り揃え、楽しいイベントや特設
コーナーも用意してお待ちしております。

お問い合わせは、七の市実行委員会まで  
☎ 070-5099-7337

●と　き　１０月３１日（日）午前８時～正午
●ところ　花渕浜多目的広場
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止になる
　場合があります。

「七の市」開催

美味しい七ヶ浜の味覚を
この機会に！

お問い合わせは、七ヶ浜国際村まで　　☎357-5931　✉kokusai@shichigahama.com

      Mさん ： あらっ、サンちゃんじゃない？歩いて家に帰っているようだけど・・・どうしてそのゴミ袋を持ってい

るの？

サンちゃん ： これ？今日はトラッシュ・チューズデーだからね！

　　　Mさん ： トラッシュ・チューズデー？ゴミの火曜日？それって何？

サンちゃん ： 昨年からアメリカで流行っている環境保護のトレンドだよ！毎週火曜日に、出かける予定があればゴミ

袋を持って行って、歩きながら道に落ちているゴミを拾って、持ち帰る活動だよ。

　　　Mさん ： それがアメリカで流行っているのね！ Good idea!

サンちゃん ： そうだよ、コロナ禍での寂しさに対する活動として、マスクを着用しながら友達と外で一緒に過ごせる方

法だね。それに、友達や家族と活動すれば全部のゴミを 1 人で背負わずにできる。

　　　Mさん ： なるほど！だけど日本の道には、あまりゴミが落ちてないんじゃない？

サンちゃん ： それはそうだね！でも、ごみがあることはある。特にこの自然が豊かな七ヶ浜でゴミをポイ捨てすること

は、植物にも動物にも被害を与えて、その被害が町に広まって大変なことになる。だから、みんなで七ヶ浜

を綺麗にしていこう！

　　　Mさん ： 分かった！確かにゴミがないように見えても、よく見れば道にゴミがあるね。じゃあ私もトラッシュ・

チューズデーをやってみようかな！

サンちゃん ： 本当に？良かった！じゃあこの余っている袋をどうぞ！

Trush Tuesday

サンティと一緒にあそぼう！１０月は「ハロウィン」です。みんなあそびに来てね！

●と　き　１０月２８日（木）午後３時３０分～４時３０分

●ところ　子育て支援センター

●対　象　幼稚園児～小学校低学年

サンティと一緒に有名な海外の歌やダンスをします。サンティと思いっきり踊ろう！

●と　き　１０月６日（水）、１８日（月）　午前１０時３０分～１１時

●ところ　子育て支援センター

●対　象　未就学児を主な対象としますが、お兄ちゃん、お姉ちゃんの参加も大歓迎です。

　

 

※新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い、事業が中止または延期になる場合があります。新型コロナウイルス感 

　染拡大防止に伴う町からのお知らせは、町ホームページに随時掲載しますので、ご確認ください。

★国際交流員とあそぼう！★

　★英語でDancing ！★

サンちゃんの

開館時間　午前9時～午後4時　

入浴時間　女性:午前10時～10時45分、男性:午前11時～11時45分

　　　　　※土･日･祝日と休館日は入浴できません。

休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日休館）

持参する物　浴用タオル、昼食

◆送迎利用について

　令和３年３月で町のバスによる送迎は終了となりました。

　町民バス「ぐるりんこ」を利用し「浜風」へ来館

いただいた方に、町民バス「ぐるりんこ」の回数券

を配布しますので、ご利用ください。

※回数券ご利用の方は、老人福祉センター「浜風」

への利用登録が必要となります。

※利用券の配布は、週２往復分を限度といたします。

※ご不明な点は、お問い合わせください。

お問い合わせは、老人福祉センター「浜風」まで　☎357-4976

10 月 17 日 ( 日 ) に開催する予定でした「第 23 回ふれ
あい広場あさひ園祭り」は、新型コロナウイルス感染
拡大防止の観点から中止となります。

お問い合わせは、あさひ園　菊地まで　☎357-4796

「あさひ園祭り」を中止します

※お問い合わせは、塩釜保健所まで　　363-5505

　飼えなくなった犬や
猫の引き取りの相談を
塩釜保健所で行ってい
ます。相談については、
塩釜保健所までお問い
合わせください。

　住宅用火災警報器は、消防法で設
置が義務付けられています。
　実際に火災が起きた時に備え、設
置・点検をお願いします。

お問い合わせは、七ヶ浜消防署まで　☎357-4349

七ヶ浜消防署からのお知らせ

広報しちがはま 2021.10. 1● 2021 ●広報しちがはま 2021.10. 1

老人福祉センター

世帯数　　　     6,797（　2）    　　転入    43

　男   　　　     9,152（　-7）    　　転出    43

　女   　　　     9,159（　-8）    　　出生    　2 

　計   　 　　  18,311（-15）    　　死亡    17

とき 行事名 ところ 受付時間 対象・内容

10/5 BCG
母子健康

センター

10:00～

10:15

R3.3.4～R3.5.5　生まれのお子さ

ん。

14
1歳児

健康相談

子育て支援

センター

個別にお知

らせします

R2.9.1～R2.10.31　生まれのお子

さん。

18
乳児

健康診査

母子健康

センター
〃

R3.5.31～R3.7.18　生まれのお子

さん。

20
3歳児

健康診査
〃 〃

H30.3.15～H30.4.20　 生 ま れ の

お子さん。

27

母子健康

手帳交付

子育て支援

センター
9:30～11:30

妊娠届とマイナンバーが確認で

きるもの（注１）をお持ちくださ

い。

すこやか

健康相談
(マタニティ～キッズ)

〃 〃 母子健康手帳をお持ちください。

（注1）マイナンバーカードもしくは、通知カード（記載事項に訂正がないもの）

や住民票（マイナンバー記載のもの）と顔写真つき公的証明書。

（注2）新型コロナウイルス感染症の影響により、対象者や日程が変更となる場

合があります。対象者には個別にお知らせします。

＊お問い合わせは、子ども未来課まで　　☎357-7454

健康カレンダー
※お子さんの健康診査・健康相談・予防接種を受ける
　際には、必ず母子健康手帳をご持参ください。
※当日ご都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
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TM

Treadmark of American Soybean Association

環境に優しい大豆油インキを
使用しています

お問い合わせは、七ヶ浜国際村まで　☎３５７ー５９３１

お問い合わせは、七ヶ浜国際村まで　☎３５７ー５９３１

今年度からダーツを活用した事業として「七ヶ浜アロープログラム」が始まりました。
★七ヶ浜アロープログラムとは、町民の皆様にダーツを通じた「健康寿命の延伸」・「スポーツ振興」・「地
域交流のきっかけづくり（コミュニティ創出）」等を目的としています。現在その一環として、介護
予防教室や放課後児童クラブ等でダーツを活用した取り組みを実施しています。
　この度、更なる普及・浸透に向けて、「七ヶ浜２０２１ダーツフェスタ～ダーツの町はじめました～」
を開催いたします。町民の皆様に「ダーツを知ってもらう、楽しんでもらう」キックオフイベントと
なります。
　現在様々な「楽しい企画」を鋭意準備中です。投げることさえできれば、老若男女問わずに楽しめ
るダーツ。ご家族・ご友人お誘いあわせの上、是非、七ヶ浜国際村へ遊びに来てください！
●と　き　　１１月２３日（火・祝）　午後１時～午後４時（予定）
●ところ　　七ヶ浜国際村
●内　容　　子どもからシニアまで楽しめるダーツ企画
●主　催　　七ヶ浜町
●共　催　　七ヶ浜国際村事業協会
　※新型コロナウイルス感染症の状況により、開催の際に入場制限を設ける、
　　または開催が中止・延期となる場合もございます。何卒ご了承ください。
★七ヶ浜国際村からのお知らせ★
七ヶ浜国際村・外国語セミナー室内に設置のダーツマシン利用開始に向け、現在準備を進めています。

七ヶ浜アロープログラム　キックオフイベント

七ヶ浜２０２１ダーツフェスタ～ダーツの町はじめました～

七ヶ浜国際村パフォーマンスカンパニーミュージカルグループ

NaNa5931公演20周年記念公演『七つのはまのいき物語』

今年で結成２０周年を迎えたNaNa5931 による２０周年記念オリジナルミュージカル公演。

小学生から社会人までのメンバー約３０名が織りなすスペシャルステージを是非ご覧ください！！

●と　き　１１月１３日 ( 土 )　１８：００～

　　　　　１１月１４日 ( 日 )　１１：００～、１４：３０～、１８：００～

　　　　　（計４回公演、各回４５分前開場）

●ところ　七ヶ浜国際村ホール

●入場料　１，５００円（全席指定／各回約２００席）

※新型コロナウイルス感染症対策のため座席数を制限して開催いたします。

　また、一部チケットのインターネットでの販売も予定しています。

●発売日　ヴィレジャーズ先行　１０月１７日 ( 日 )、一般　１０月２４日 ( 日 )

●主催、後援、助成、協賛

　　・主催　七ヶ浜町、七ヶ浜国際村事業協会

　　・後援　七ヶ浜町教育委員会

　　・助成　宮城県（令和３年度ＮＰＯ等による心の復興支援事業補助金）

　　・協賛　ENEOS株式会社

※新型コロナウイルス感染拡大の状況により、上記内容を変更または開催を中止・延期とする場合がございます。

★この度、七ヶ浜国際村事業協会では主催イベントなどの情報発信を行うLINE公式アカウントを

　開設しました。チケットのインターネット購入を希望される方は友だち追加が必要となります。

　LINEアプリで「七ヶ浜国際村事業協会」と検索の上、是非友だち追加をお願いいたします。

撮影：柏谷潔


